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本作品の内容はすべてフィクションです。

実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その山の中腹には、現代日本らしからぬ洋館が建っていた。

　ウロコ形のスレートで葺ふかれた尖とがった屋根を持ち、片側には塔がある煉れん瓦が造りで、建物そのものはそう変わったところはない。歴史ある観光地やリアルに徹したアミューズメントパークでも、こういったデザインの洋館を目にするだろう。

　しかし周囲は他になにもない山の中、こんもりと大樹が茂って日中も薄暗い。道路から洋館までの道は舗装されていないどころか、下生えを踏みしめた跡でどうにか通路だとわかる程度で獣道と変わらない。

　しかも洋館は手入れが悪い。というか、手入れなんてしていない。雨どいは外壁から外れかけているし、窓ガラスは風雨に晒さらされて曇くもりきっている。捨て置かれた空き家にしか見えないだろう。

　いや──山登りをしていて道に迷い、いきなりこんな洋館が目の前に現れたらホラーだ。軋きしむドアを開けて顔を出すのは、毒リンゴを手にしたしわくちゃの魔女か、あるいはホッケーマスクでチェーンソーを携えた殺人鬼か。つまりその家には、そんなある種現実離れした、おどろおどろしい雰囲気が漂っていた。

　今、アーチを配した玄関ポーチから、まさに人影が逃げるように飛び出してきた。妙に野太い泣き声が響き、樹木に羽を休めていた鳥たちが、驚いたように飛び立っていく。

　洋館から出てきたのはトレンチコートをまとった男だったが、コートの上からもその筋骨隆々とした肉体が窺うかがえた。例たとえるならヒール役のレスラーか、チャンピオンクラスのボディビルダーか。

　その体たい軀くにふさわしく、顔面のほうも面長すぎて頰骨が高く、眉と口ひげが黒々としている。魔女が相手だろうと殺人鬼が相手だろうと、多少は張り合えそうなキャラクターなのに、男は涙を流しながら屋敷を振り返ると、重ねた両手で自分の胸を押さえた。

「それでもお慕いしています！　先生のことは忘れませんっ！」

　己の台詞せりふに酔ったように目を閉じ、洋館に向けて惜別の念たっぷりに片手を差し出した後、男は獣道を駆け出していった。麓ふもとまで一気に辿たどり着けるのではないかと思えるような、頼もしいフットワークで。




　──その一部始終を、曇った窓ガラス越しに見つめていた影かげ森もり瞳ひとみは、男の姿が木立の陰に消えたのを機に目を伏せてため息をついた。

　ごめんなさい、アンソニー……でも、俺が求めてるのはあなたではないんだ……。

　去っていった男──アンソニーの逞たくましい肉体に期待して、今度こそという思いでこの屋敷に迎えたのだったが、やはり瞳は満足できなかった。鎧よろいのような筋肉に覆われた男を求めるあまり、次から次へとこの屋敷に呼び込んでは試してみるが、納得できる相手に出会えるどころか、気持ちは萎えていく一方だ。

　まずいだろ、全然その気になれないって……。

　追い返された男たちも気の毒ではあるけれど、瞳もまた追いつめられていた。どうしたら、これだと思う相手に巡り合えるのか。相手がいないことには、瞳の人生も断たれることになる。

　彫刻家としての人生が。

　影森瞳がデビューしたのは、学生時代に伝つ手てでもらった彫刻の仕事だった。太陽光発電システムのメーカーから広告用に一体依頼され、ソーラーパネルを張った屋根に設置したいとのことで、太陽をイメージするギリシャ神話のアポロンを作ったのだ。通常であれば大道具として張りぼてで充分なところを、メーカー社長が美術品好きということで鉢が回ってきたこともあり、瞳は気合いを入れてアポロンを制作した。

　たまたまそのときのモデルがマッチョだったこともあって、ずいぶんと力強いアポロンが出来上がったのだが、ソーラーパネルのパワーを印象づける彫像だと社長は気に入ってくれ、また強烈な印象の彫刻は話題にもなった。

　さらにアポロンは、世界的に著名なコンクールの審査員ソリアーノ氏の目に留まり、世界規模で知る人ぞ知る彫刻となった。ことにソリアーノは瞳の才能を高く評価し、自ら作品を依頼してプライベートコレクションとした。ちなみにその作品は、ギリシャ神話でも指折りの美青年ナルキッソスだった。もちろん前作を踏襲して超マッチョである。

　二年前にソリアーノが没した時、遺族によって彼のコレクションがオークションにかけられたのだが、七十五万ユーロという値がついたことから、海外での評価がじわじわと上昇している。件のナルキッソスは、新しい持ち主からイタリアの美術館に貸し出されているという話だ。

　ギリシャ神話をモチーフにマッチョな筋肉美の彫刻を作る──という瞳の作風が定着し、それと同時に注目が集まるにつれて、瞳は世間から身を隠した。

　もともと好きな彫刻を作れれば満足で、自分自身が表に出たいというタイプではない。むしろ引っ込み思案で気弱な性格で、騒がれるのは苦手だ。

　それが思いがけずに世間から高評価をもらってしまい、未いまだに戸惑っているというのが正直なところだった。さらに期待を背負わされて、近年は当惑がプレッシャーに変わっている。

　世の中が望んでいるのは、隆とした筋肉を持つギリシャの神々の姿だとわかっている。わかっているのだが──。

　でも……なんか違うんだよな……。

　最近の瞳はそう思ってしまうのだ。だから今日もまた、モデルのアンソニーを解雇してしまった。本当に申しわけない。

　たしかに以前は、マッチョなフォルムがいいと思っていた。そこにインスピレーションを感じたからこそ、自分も情熱を込めて彫刻を制作したのだ。

　しかし当年とって三十歳の瞳は、人間としても彫刻家としてもまだまだ過渡期であり、思考も志向も変化していく。以前ほど筋肉隆々の肉体には魅せられなくなってきていた。

　大理石彫刻を主としていることもあって、瞳がこれまでに作り上げて世に出したものは、まだ両手の指に足りない。だから見る者はまだ見飽きていないのだろうが、その間にいくつもの習作や失敗作を経験している瞳にしてみれば、もう次のステップに移ってもおかしくはない。

　世間に望まれているのはマッチョ彫刻だとわかっているのだが、そこに対する瞳の熱意は薄れていた。これはと思うマッチョモデルを呼び寄せても、今回のように追い返してばかりいる。

　しかもデビュー時に騒がれてマスコミ攻勢を受けたのに懲り、顔出し取材を一切避けて海外のエージェントにコンタクトを任せているせいで、妙な噂うわさが出回っているらしい。曰いわく、瞳自身も日夜トレーニングを欠かさず、ムキムキの肉体を保持しているとか、ナルシシズムが極まって処女作のアポロンも己の肢体を写したものだとか、マッチョモデルたちと日夜酒池肉林を繰り広げ、飽きるとモデルを捨てるとか。

　実際の瞳は身長体重ともに平均を下回る体格だし、目鼻立ちも押しの弱さが表れているような印象の薄さで、世間でいうところの草食系男子という雰囲気だ。

　モデルを追い返すことになっているのは確かだが、公私混同の関係にはなっていない。それどころか仕事関係すら築けていない。

　しかしどういうわけか、モデルは揃そろって瞳に心酔してしまうらしく、ひどく傷心して帰っていくので、振ったとか捨てたとかいう話になるようだ。

　今や影森瞳のイメージは、気むずかしい暴君、しかもむくつけきマッチョ彫刻家となっているそうだが、否定する気力もない。そんなことよりも、作品が作れないことのほうが問題だ。

　だからといって、自分がどんなフォルムを求めているのかも、まだ判然としない。それがまたジレンマと焦燥を呼び起こす。

　ああもう、どうすりゃいいんだよ……。

「……ううう……っ……」

　頭を抱えて膝をついた瞳の呻うめきが、ゴシックホラー風の薄暗い屋敷の中に呪わしく響いた。










　某私立芸術大学の美術学部──そこがここ数年の真ま柴しば遼りようの職場だ。

　今日も実習室の中央に立ち、黙々とデッサンをする学生たちを見つめていた──全裸で。

　二十七歳の真柴は大学卒業後も定職に就くことをせず、学生時代からのアルバイトであるデッサンモデルで食い繫つないでいる。美術系の学生の前で、一糸まとわず──着衣の場合もあるが──ポーズを取る、あれだ。

　たまたま顔の造作がよく、長身で引き締まった体軀に恵まれていることもあって、デッサンモデルとしての需要はそこそこだ。

　というよりも、本格的にファッションモデルやタレントにならないかと誘いを受けることもあった。

　しかし、真柴に関心はない。そういった派手な仕事にも、当たれば期待できる高収入にも。

　今どきの若者と言われればそうなのだろうけれど、贅ぜい沢たくをしなければ現状で暮らしていけるし、特にやりたくもない仕事で、しゃかりきになって稼ぐのも性に合わない。

　もちろんやりたいことがあれば、夢中になって専念する──と思う。怠惰で働きたくないわけではない。ただ、まだそれに出会っていないだけで。

　……ま、いつか見つかればいいんだよ。必死になって探すつもりもないけどさ。

　デッサンモデルの仕事は好きだ。必要以上に自分の見てくれに自信を持っているわけではないが、評判と需要からまあいいのだろうと客観的判断をしている。

　それに、ヌードは解放感がある。周囲はきっちり服を着ているのに、自分だけが全裸でも咎とがめられることがないのも、なんとなく愉快だ。

　さらに、一心に真柴を見つめる学生たちの目がいい。真剣に取り組んでいるさまを、まさに肌で感じられるわけで、ぜひこの中から大成する芸術家が出てほしいと願わずにはいられない。

　実習終了のチャイムが鳴り、学生たちのため息がそれに重なった。真柴もポーズを解いて、強こわ張ばった肩を回す。

「遼ちゃーん、これから飲みに行くけど、どう？」

　油絵科の女子学生三人組に声をかけられたが、真柴はガウンを羽織りながら首を振った。

「あー、残念。今、金欠なんだ」

「そのくらい、うちらで奢おごるよ」

「あたし、昨日お小遣いもらったし」

　私立の芸術大学なので、裕福な家庭の子女も多い。それはそういう環境に生まれついただけなので、なにも言うことはないが──。

　おまえら、実習時間中ほとんど描いてなかっただろ。

　学ぶ場所に来ている以上は、ちゃんと取り組んでほしいと思うので、そうではない学生にオフにまで関わる気はない。

「いやいや。一応男だし年上だし、奢られるわけにはいかないって。俺にもプライドがあるのよ」

「プライドー！　フルチンで」

　きゃっきゃとはしゃぐ女子学生をそれ以上相手にせず、真柴は実習室の片隅にあるドアへ向かった。

　石膏像やイーゼルが詰め込まれた準備室の隙すき間まで服を身に着けていると、軽いノックの音が響く。

「どうぞー。着替えてますけど」

「パンツ穿はいてりゃいいよ」

「棚たな倉くらさん？」

　シャツのボタンを留めながら顔を上げた真柴は、ドアの前に立ったスーツ姿の男に笑いかけた。

「久しぶりじゃないすか。幸こう田だ先生のとこ来たんですか？」

　棚倉研けん吾ごは美術雑誌『綺き羅ら』の編集者で、この大学にもよく出入りしている。真柴にデッサンモデルのアルバイトを紹介してくれたのも、棚倉だ。

　そもそも棚倉と真柴は、同じ大学で五年違いの先輩後輩だった。棚倉は芸術学部の院生で真柴は人文学部と、ほとんど接点はなかったが、

『すげえイケメンがいるって聞いてたけど、マジな。美術モデルのバイトしないか？』

　と、キャンパスでいきなりナンパされたのだ。

　以後、棚倉が芸術家の道を諦めて出版社に就職してからも、付かず離れずのつきあいが続いている。

「いや、おまえに会いに」

「俺？」

　きょとんとした真柴に、棚倉は頷うなずいた。

「うん。そうだな、飲みに行って話すか」

「奢りならいいっすよ」

「プライドがあるんじゃなかったのかよ」

　どうやら一連の流れを聞いていたらしい。

「棚倉さんに張り合うプライドなんかありませんて。俺ってけっこう舎弟でしょ」

　ベストに腕を通してドアに近づこうとすると、棚倉が立ちはだかるように押し入ってきた。

「そうそう。でも、先に言げん質ちを取っておくかな」

「言質？　穏やかじゃないなあ。なんすか？」

「取材のバイト」

　取材とは、雑誌の仕事だろうか。『綺羅』は比較的柔らかめな美術雑誌なので、軽いインタビュー記事なども載っている。しかし、基本的な知識なしでは務まらないのではないか。真柴も一応美術業界に足を踏み入れて数年というキャリアはあるが、しょせんはデッサンモデルだ。

「なんで俺に？　そんな忙しいんですか？」

「少なくとも暇じゃないな」

　思わせぶりな言い方だ。というか──。

「俺にできることなんですか？　そもそも誰の取材なんです？」

「影森瞳」

「かげもり──」

　誰だっけ、と真柴は首を捻ひねった。

「彫刻家の影森瞳だよ。アポロン工業の」

　言われてようやく思い出した。というか、マッチョなアポロンの大理石像が目に浮かんだ。その彫刻が有名になりすぎて、広告に使ったメーカーがアポロン工業と社名を変更してしまったという曰くつきだ。

「その影森瞳に、俺が取材するんですか？　なんで？　棚倉さん、好きなんじゃなかったでしたっけ？」

　芸術家の名前などほとんど知らない真柴だが、なんとなく聞き覚えがあったのは、過去に棚倉の口から影森瞳の名前を聞いたことがあったからだ。

　年齢的にも近いはずで、棚倉が芸術家志望だったころに、影森瞳は華々しくデビューしている。これからもっと認められると言っていた記憶があるし、注目していた彫刻家なら、多少忙しくても自分で取材したいのではないか。

　しかし棚倉は、微妙な顔で口ごもった。

「いや、好きっていうか……興味があるんだよ。ほら、今んとこ本人は全然表に出てこないし、最近は妙な噂も聞くし」

「妙な噂？」

「聞いたことない？」

　棚倉の問い返しに、真柴は首を振る。芸術家個人にはまったく興味がない。

「特徴的なフォルムだろ、影森の作品って。ありていに言って、すげえマッチョ。で、使うモデルもそういう体型の奴なんだけど、そいつらをモデル以外にも使ってるって話。美お味いしくいただいちゃってるっていうか」

　あ、ホモか。芸術家には多いっていうしな。

　真柴自身も恋愛やセックスの相手の性別にはこだわらないと自覚しているが、今のところ恋愛は女性としか経験したことがない。セックスのほうは、まあ、流れやノリで同性とも数回ある。

「いいんじゃないすか。合意の上なら」

　同性ＯＫの真柴でも、自分より大きな相手に組み敷かれるのは遠慮したいところだが、そこは個人的な好みの問題なので、外野がとやかく言うことではないだろう。

「本人も筋肉の虜とりこになってて、モデルをしのぐようなムキムキらしい」

「はあ……」

　棚倉の話を聞きながら、真柴の脳裏にもやもやとボディビルダー同士の肉弾戦が浮かぶ。ぞっとしない光景なので、細部まで想像できない。

「最近はそのモデルの入れ替えが激しいみたいなんだよな。使えなきゃ替えるってのはアリだろうけど、ここ二年近く新作も発表してない。で、ただ単にモデルと戯れてるだけなんじゃないかっていう──」

　棚倉の話が取材のための事前情報というよりもゴシップめいてきて、真柴は片手を上げてそれを制した。

「ちょっと待って。そんな話聞かされても、俺まだ受けるって言ってないし」

「報酬は弾むぞ。なにしろ一切の取材はシャットアウトどころか、素顔すらろくにわかってない相手だからな」

「えっ、無理ですって。そんなの、素人の俺ができるわけないじゃないですか。だいたいアポも取れないってことでしょ」

　自慢ではないが、仕事といえるようなものはデッサンモデルしか経験がない。セッティングされた取材だって、できるかどうか怪しい。

「いや、アポは取った」

「へ？」

　それなら棚倉が行けばいいではないか。スケジュールが詰まっていようと、真柴にやらせるよりはずっと確実だ。

　と、口を開こうとしたが、それより早く棚倉の言葉が耳に飛び込んできた。

「モデルとして、な」

　……モデル？

「誰が？」

「おまえに決まってるだろ」

　当たり前のことを聞くなとばかりに、棚倉の指が真柴をさす。

「俺!?　ありえない！」

「なんで」

「だってマッチョなんでしょ？　どう見ても違うじゃないですか、ほら！」

　真柴がベストの前を開き、シャツに包まれた胸を突き出すと、棚倉は肩を竦すくめた。

「潜入の手口だよ。正面切ってが無理なら、そこから行くしかないだろ。モデルは常時探してるようだからな、けっこうあっさり通ったわ。写真はどっかのビルダーのを借りたけど。ま、おまえが写真に合わせて身体からだ作ってくれてもいいよ」

「無理言わないでください！　ていうか、そんなバイトやりませ──」

「はい」

「はっ!?」

「爆発まで五秒。四、三──」

「うわああっ！」

　いきなり拳こぶし大の木箱を渡されたかと思うとカウントが始まり、真柴はぎょっとしてそれを放り出した。飛び退すさった足もとに落下した箱から、陶器が割れる音がする。

「……な、なにっ？」

　いったいなんなんだと混乱しながらもしゃがみ込んだ真柴は、木箱を拾い上げてふたを開ける。中には真っ二つになった陶製の鈴のようなものが入っていた。「あーあ」と棚倉の声がする。

「幸田先生からの借り物。江戸時代のやつ」

「えええっ!?」

「けっこう値が張るって言ってたなあ」

　値打ち物を壊してしまったことにも震え上がったが、その持ち主が鬼教授の異名を持つ幸田とは──。

「……ど、どうしよう……」

「取材成功したら、弁償代くらいのバイト料は出してやるよ。幸田先生にもとりなしてやる」

　棚倉がにやりとする。

「……やるしかないってことですね……」

　まんまと棚倉にしてやられたわけだが、真柴に断るすべはなかった。
















　数日後、身の回りのものを詰めたキャリーバッグを引きずって、真柴は関東某県の山中を歩いていた。山裾の駅からは、住所が書かれたメモをタクシーのドライバーに見せて乗せてきてもらったのだが、ここからは私有地だからと降ろされてしまった。

　私有地って……マジでここで合ってるのか？　ていうか、これはほんとに道なのか？

　たしかに車を降りたところに門扉らしきものはあったけれど、蔦つたが絡んで錆さびついていて、過去の残骸としか見えなかった。今歩いているのも、ここだけ下生えが踏みしめられているから通り道なのだろうなと思わせるくらいだ。私有地かどうかはともかく、車が乗り込める状態ではない。

　周囲は鬱うつ蒼そうとした巨木が茂って、私有地というより私有林、いや私有森の様相を呈している。昼なお暗いとはこのことかと、真柴は納得した。

　こんな場所だから、棚倉も自分で行きたがらなかったのだろう。人里離れたなんて形容どころではない。

　棚倉の小こ狡ずるい企たくらみにまんまと引っかかって、古道具のような美術品の弁償を盾に影森瞳への乗り込み取材を余儀なくされた真柴だったが、まさかこれほどの秘境に出向かされるとは。

　買い物とか、どうやって生活してんだよ……。ていうか、追い返されたらタクシー呼べるのか？　電波届くんだろうな？

　緩く曲がった獣道を辿っていくと、黒々とした大きな影が目に飛び込んできて、真柴は思わず足を止めた。

「……うわあ……マジか」

　陽光を遮る木立の中、二階建ての洋館が姿を現した。なんという迫力。建物自体は驚くほどの大きさではない。一階分高い塔を含めても、ちょっとした高級住宅地でなら目にするサイズだ。

　ただ、醸かもし出す雰囲気がおどろおどろしい。築何年を経ているのか、風雪に耐えてきた煉瓦の外壁は黒ずみ、侵食もある。窓ガラスにも汚れがこびりついていて、外光を取り込む機能をなくしていた。そこに蔦が絡まり、あちこちから垂れ下がり、本来のシルエットがかなり歪ゆがんでいる。

　……ホラー映画のセットじゃねえの。

　道に迷って飛び込むと、無人だと思っていた家の中に殺人鬼が潜んでいるという、あのイメージを彷ほう彿ふつとさせる。

　んで、中からは殺人鬼ならぬマッチョが出てくるってわけか……。

　そう考えて真柴はげんなりした。

　そんな彫刻家とモデルが日ごと夜ごとくんずほぐれつしているなら、ある意味殺人鬼が登場するよりも恐ろしい。

　しかし先に進むより道はなく、真柴は洋館の手前に巡らされた鉄柵のフェンスに歩み寄り、先ほどのものよりはずっと新しく、その役割を果たしていると思われる門扉を開けた。キ、キイィ……、となんとも臨場感たっぷりの軋みに怖おぞ気けだちながら足を踏み入れ、元どおりに門扉を閉めようとしていると、下生えを蹴って近づいてくる足音がした。

「え……？　うわああっ……！」

　振り向いたときには、黒褐色の獣に飛びかかられていた。勢い余って真柴は押し倒される。

　一瞬、オオカミかクマかと思ったが、日本にオオカミはもう存在しないし、耳の形がクマとは違う。それに、首に巻かれたチェーンがちゃらちゃらと鳴っていた。ということはおそらく飼い犬なのだろうが、大型犬に押し倒された状況でほっとできるわけもない。しかも現在進行形で唸うなり声と生臭い息を吐きながら、真柴の服に嚙かみついている。

「うわあっ、やめろ！　誰か！　助けてーっ！」

　下界はすでに初夏の装いになっていたが、山を訪れるということで長袖の上着を羽織っていたのが幸いした──と思ったのもつかの間、生地が裂ける音に真柴は震え上がった。

「よせ、放せ！　やめろって！」

　シェパードだかハスキーだか秋田犬だか、とにかくそんな系統の大型犬は、真柴の上着を咥くわえて夢中になって頭を振り、身ぐるみを剝がした。上着を犠牲に逃げようとした真柴だったが、立ち上がりかけたところで背中にタックルをかまされ、次はＴシャツの裾に嚙みつかれた。獣毛が素肌に触れ、今度こそ絶叫する。

「わあああっ！」

「アーサー、やめろ！」

　真柴の叫びに重なるように響いた声に、身体の上からすっと重みが消えた。草を蹴る足音が遠ざかっていく。

　……た、助かった……のか……？

　恐怖と安あん堵どですぐには起き上がれない真柴の元に、犬とは違う足音が近づいてきた。

「だいじょうぶですかっ？」

　いや、全然だいじょうぶじゃないって。危うく大惨事に──。

　声は出ずとも胸の中で返しながら、どうにか顔を上げた真柴は、傍らに膝をついた声の主を見上げて目を瞬しばたたいた。

　……誰？

　血相を変えて真柴の全身に目を走らせているのは、二十代半なかばくらいの青年だった。さらりとした黒髪は項うなじが隠れるくらいの長さで、それに縁取られた細面の顔はおとなしい印象ですっきりと整っている。ほっそりとした身体は、立ち上がっても真柴より十センチ以上低そうだ。

「ああ、血が……本当にすみません！　予防注射はしてますけど、消毒しましょう。さあ、早く中へ」

「あ……ああ、いや、これは嚙まれたんじゃなくて、たぶん擦すり剝むいたやつで……」

　てっきり大型犬の次はマッチョが登場すると思っていただけに、真柴は意表を突かれて呆ぼう然ぜんとしながら、青年に腕を取られるまま洋館の中へ入っていった。

　まさか、間違い……？　いや、でもメモのとおりに連れてきてもらったんだし、こんな山の中に似たような家がそういくつもあるはずは……。

　外観を裏切らず、家の中も薄暗かった。しかも掃除とは無縁のようで、なんだか埃ほこりっぽい。笠に溜たまった汚れのせいで本来の力を発揮できていないのだろう、薄ぼんやりとした照明の灯あかりで照らされた玄関ホールに、埃の粒子が舞っている。

　しかしそこに飾られていた大理石彫刻を見て、真柴はやはりここが影森瞳のアトリエなのだと確信した。矢をつがえて背中に羽を生やしたそれはキューピッドなのだろう、たぶん。幼児体型ではなく、レスラーのような筋肉をしていたが。

　廊下を進んでリビングと思おぼしき部屋のソファに真柴を座らせると、青年は急ぎ引き返していった。階段を駆け上がっていく音が響く。飼い犬が真柴を襲ったことに、そうとう動転しているようだ。

　それにしても誰なのだろう。あの体型だから、モデルではないはずだ。もちろん影森瞳でもないだろう。三十歳には見えないし、そもそもマッチョではない。では、使用人だろうか。掃除もろくにしていないようだが。

　うん、まあ……中はそれほど不気味じゃないな……。

　屋敷の裏側に面しているらしいこの部屋は、一面が掃き出し窓になっていて、その向こうは小さなテラスへと続いている。窓が大きいのと、外に大きな木がないせいで、これまでよりもずいぶんと明るく感じた。

　ゴブラン織りの生地を張ったソファと肘掛椅子はゆったりとして、座り心地も悪くない。テーブルは暗緑色の大理石だったが、非常に凝った彫刻がなされていた。もしかしたら影森瞳が自ら彫ったのだろうか。

　あ……そうだ、きっと。

　テーブルの脚の部分は、衣をまとったマッチョが天板を支えるような姿勢で踏ん張っていて、たぶんヘラクレスなのだろう。

「お待たせしてすみません」

　救急箱を手に戻ってきた青年は、真柴のＴシャツを脱がせると、あたふたと箱の中身を取り出して傷の手当てを始めた。

「本当に申しわけありません。ふだんはおとなしい犬なんですけど──」

「いや、嚙まれたわけじゃないんで、たいしたことないですから」

　絆ばん創そう膏こうを貼はり終えて小さく息をついた青年は、ふいにはっとしたように真柴の腕を摑つかんだ。手当てをしていたときよりもよほど真剣な眼まな差ざしで、顔を近づけて食い入るように二の腕を凝視している。さらに肘を曲げさせてみたり、両腕を上げさせて背中に回ってみたり。

　な、なんだ……？

　いくらデッサンモデルをしていても、今は仕事中ではない。初対面の相手にいきなり裸体をガン見された上に、ベタベタ触りまくられれば狼狽うろたえる。しかも青年の様子が先ほどまでと違って、なんだかおかしいのだ。

　目つきが怖いんですけど。なんでそんなに見るわけ？　あっ、あっ、鼻息がかかるって！

「あのっ……、あの、俺、真柴遼といいます！」

　青年から自分の腕を奪い返して、傍らに置かれていたＴシャツに手を伸ばした。ひどく汚れて伸びきっているし、ちょっと破れてもいるようだが、この際だ。少しでも身体を隠すのが先決だ。

「真柴……」

　ようやく青年も目の焦点が戻ったように、真柴を見つめて瞬く。

「はい、モデルとして紹介されてきました。えっと、それで、影森先生は──」

「モデルに!?　あなたが!?」

　青年はくわっと目を見開くと、真柴の後ろ髪を摑んでぐいっと顔を上向かせた。

「あだだっ……ちょっ、なに……うっ」

　反らした喉元に指先が滑すべり、顎あごを摑まれたかと思うと、思いきり左に捻られた。さらに右。

　なになに!?　なんなんだよ!?

　青年は見かけを裏切る腕力で、真柴の身体をデッサン人形のように動かしながら、ブツブツとなにか呟つぶやいている。洩もれ聞こえるのは、「胸きよう鎖さに乳ゆう突とつ筋きんの浮き出し加減が……」とか「前ぜん鋸きよ筋きんの流れは……」とか、整形外科か整体にでも来たかのようだ。

　どうやら青年が真柴の身体をチェックしているらしいと気づき、しかもときどきため息をついたり唸ったりするものだから、真柴は焦った。せっかくこんな山奥まで来たというのに、影森瞳本人に会う前に追い返されるわけにはいかない。いや、なんとしても彼の取材をしなければならないのだ。

「あのっ、あのですね！」

　真柴は青年の手を摑んで、真正面に向き直った。視線ががっちりとぶつかり合う。

　あれ……？　こいつ、こんなにきれいだっけ？

　特にこちらを見る濡ぬれ濡れと澄んだ目に、引き込まれそうになる。

　いや、最初に外で会ったときにも整っているとは思ったが、ただそれだけで、なんというか──人形のようで、面白味や魅力が感じられなかった。

　それがどうだろう。今は表情が生き生きとして、なんとも目を引く。

「……はい？」
















　わずかに首を傾かしげた青年に、真柴は我に返った。

「……あ、はい、あの、影森先生の大ファンなんです！　先生が求めるモデルのタイプではないとわかっていますけど、ぜひ使ってほしいんです！」

　真柴の訴えに、青年はすうっと息を吸った。

　ああっ、だめとか言うな！　なんとしても帰るわけにはいかないんだって！

「ですから、あなたからも口添えを……モデルが無理でも、せめて──」

　せめて、なんだ？　なんて言えばいいんだ？　下働き？　夜のお相手？

　言葉を選んで焦っていると、青年に手を握り返された。

「ぜひ！」

「は……？」

　青年の双そう眸ぼうがきらきらと輝いている。

「ぜひお願いします！　モデルになってください！」

「え──」

　予期しない言葉に、真柴は固まった。たしかに追い返されたら困ると必死だったけれど、ふたつ返事で了承されるとも期待していなかったので、この展開に面食らった。

　なんだろう。この青年のモデル審査に合格したのだろうか。間違ってもマッチョとは言えない体型の自分が？　というか、この青年に採用の可否を決める権限があるのだろうか。海外に在住しているというエージェントが出張して来ているのだろうか。

　いやいや待て。そもそも俺がモデルに決まるのがおかしいだろ。さんざんマッチョが雇われては追い返されてるのに、俺でＯＫになるはずがない。

　ということは、影森瞳のモデルではないのではないか。もしかしなくてもこの青年も彫刻家かなにかで──たとえば影森瞳の弟子とかで、自分の作品のモデルに真柴を使いたいということなのでは。

　青年がこの家で創作活動をしているなら、影森瞳にアプローチすることも可能だろう。変則的な展開ではあるが、むしろ正攻法で行くよりもいいかもしれない。

　っていうか、もうＯＫだって言ってるし、これを逃す手はないだろ。

　動転しながらもものすごい勢いで結論を弾はじき出した真柴は、上半身裸のまま立ち上がって頭を下げた。

「ありがとうございます！　よろしくお願いします！」

「こちらこそ。あ、自己紹介がまだでしたね」

　青年も笑顔を見せた。やはりきれいだ。真柴というモデルを見つけて創作意欲を刺激されたのか、興奮に上気した頰が魅力を深めている。

　真柴にしても、個人的にはマッチョと顔を突き合わせているよりも、こういうきれいな相手のほうがいい。影森瞳とは取材するときに会うだけで充分だ。

「影森瞳です。改めてよろしく」

「え──……？」

　青年が差し出した手を握ろうとして、真柴は手を宙で止めたまま目を瞬いた。










『そうか、無事乗り込んだか。しかもモデルに採用とは、やるじゃないか』

　電話の向こうから、棚倉の満足げな声が聞こえる。

　青年──影森瞳に二階の個室を案内され、荷物を片づけて着替えを済ませたところで、真柴はこっそり棚倉に連絡を取った。

「まあね。ていうか、棚倉さん！　すっごい山奥なんだけどー。しかも情報全然使えねえし。誰だよ、影森瞳がマッチョだなんて吹いたのは。俺より小っちゃくて華きや奢しやな美青年だぜ」

『マジか。そりゃあスクープだな。で、写真も撮ったんだろうな？』

　にわかに興奮気味になった棚倉の声に、真柴は「まだです」と返す。

「まだ挨あい拶さつしかしてねえもん。これから親交を深めて探りますよ。それにしても、なんでＯＫしたんだろ……」

『たまには気分を変えたいとかかな。あるいは複数のテーマだとか。アポロンとダフネとかあるだろ』

　事前にギリシャ神話をテーマにした彫刻は学習してきたので、そう言われてすぐにイメージが浮かび上がった。川の神の娘ダフネは、アポロンのしつこい求愛から逃げまくり、あと一歩で捕まるところで月桂樹に姿を変えたというエピソードがある。

「俺がダフネ役ですか。まあ、いいけどね。あ、でも玄関に置いてあったキューピッドもマッチョだったけど。影森瞳なら、ダフネもアマゾネスにするんじゃないかなあ」

　勇ましい女性オンリーの戦闘部族アマゾネスなら、影森瞳の作風にも合致しそうだ。

『なにっ!?　他の作品もあったのか？　おい、必ずそれも写真に撮って──』

　いきなりぷつっと通話が途切れた。山深い土地とあって、電波状況が不安定なのだろうか。

　もう一度かけたが、電波が届かないというアナウンスに切り替わってしまった。しばらく待ってみたが、棚倉からの電話もない。

　しかたがない。様子を見ながら報告するしかないだろう。まずは報告のネタを稼ぐのが先決だ。

　取材用ツールとして棚倉から渡されたのはＩＣレコーダーとコンパクトデジタルカメラだったが、レコーダーはともかくカメラは持ち歩きがきびしい気がする。本当にモデルをするとなれば、一糸まとわぬ状態になる可能性もあるわけで、写真や動画など撮れるのだろうか。

　……ま、そこまでしなくても、顔が写ってりゃいいよな。

　記念に、と言えば一枚くらいは撮らせてくれるだろうし、最悪の場合は隠し撮りのチャンスもあるだろう。

　とりあえずはＩＣレコーダーだけをシャツのポケットに忍ばせて、真柴はベッドに腰を下ろした。

　汚れで曇った窓ガラスの外は、わずかに赤みを帯びた夕闇が広がっている。山の陰になって、暗くなるのが早いようだ。灯りのひとつも見つけられず、本当に山の中の一軒家なのだなと思う。自発的にこんな寂しい場所で暮らすなんて、やはり芸術家というのは変わっている。

　けど、びっくりしたなあ……。

　さんざん話を聞かされてきたせいで、あの青年が影森瞳だと名乗ったときは信じられなかった。どこがマッチョなのかと。いやはや噂というのは、無責任かつ当てにならないものだ。

　真柴よりも拳ふたつ分ほど低かったから、身長は百七十から百七十五の間くらいで、必要以上の筋肉も贅肉もついていない。ほっそりとしているが、彫刻家という職業柄か力はそれなりにあるようだ。

　顔は地味に整っていて、今どきの草食系男子カテゴリーに分類されそうなのだが、真柴の身体に目を走らせていたときには、印象が変わった。無害そうな半覚醒状態から、一気に興奮して生き生きしたというか。その変貌が鮮やかだったせいか、見み惚とれてしまったくらいだ。

　でも、なんで俺なんだ？

　いや、モデルに採用されたのは願ってもないことだが、影森瞳の実物がマッチョではなかったというだけで、マッチョな彫刻を作っているのは事実だ。それがテーマなのだから、真柴では役に立たないのではないか。

　しかし向こうからもモデルにと乞われたくらいで、その依頼に含むところはなかったと思う。また噂話に戻ってしまうが、たとえば真柴をモデル以外の理由で欲しているとか──。

「……いや、ないだろ。たぶん」

　独り言が洩れた。

　あの興奮した目つきは色事に関してではなく、モチーフとしての関心だろう。そもそも影森瞳がマッチョモデルと公私にわたって関わり合っているというのも、噂に過ぎない。影森瞳マッチョ説が真っ赤な噓うそだったことからしても、根も葉もない妄言と考えられる。

　しばらく作品が世に出ていないそうだし、壁に突き当たっているのだとしたら、ちょっとした気分転換で真柴のようなタイプを観察したいのかもしれない。

　マッチョモデルばかり次々インプットしたものの、作品がアウトプットできないという状態は、言ってみれば食事を詰め込んでいるのに便通がないようなものではないのか。そこに真柴が整腸剤のような用途で採用されたと考えると、納得がいく。

　あるいは棚倉が言っていたように、マッチョとの対比で真柴ボディを使うつもりなのか。

　とにかく、あれこれ詮索してもしかたがない。影森瞳邸に乗り込むという第一関門は突破したのだから、次のミッションに取りかかるだけだ。

　真柴がひとり頷いたところで、ドアがガチャリと開いた。瞳かと思って反射的に笑顔を向けると、隙間から黒褐色の鼻づらが覗のぞく。

「うわあっ！」

　先刻、真柴に飛びかかって服を引っぺがした犬が、室内に侵入してくる。身構えた真柴だったが、犬は部屋の真ん中あたりで立ち止まるとお座りし、首を傾げた。暴行を働く気はないようだ。

　改めて確かめると、ジャーマンシェパードのようだった。犬種に詳しくない真柴だが、警察犬としてよく使われているのを見る。

　犬は利口そうなつぶらな瞳で、なにか期待を込めたようにじっと真柴を見つめていた。

「……あ、えーと、アーサー……？」

　瞳がそう呼んでいたのを思い出して声をかけると、アーサーはしたっと腰を上げてひと声吠えた。いや、単なる返事だったのだろうが、トラウマがある真柴には脅しにも近く、思わずベッドの上に脚を引き上げる。

「ひいっ……」

「真柴さん!?」

　いつの間にかドア口に姿を現していた瞳が駆け寄ってきて、アーサーに向かって片手を振った。それだけでアーサーはもそもそと床に伏せる。

「悲鳴が聞こえたので……すみません、また驚かせて。どうしたんだろう、他のモデルさんには興味を示したりしなかったんですが……」

　瞳は眉を寄せてアーサーを見おろした。

「いや、平気です。ははは……」

　そう返すが、アーサーに企みを気取られているのではないかと、内心ぎくりとした。

「そうだ。食事の用意ができたので、下にどうぞ。長旅で疲れたでしょう。あ、お風呂を先にします？　家は洋風ですけどお風呂の造りは和風なので、お湯を溜めるまで待ってもらうけど……」

　先ほどモデルは明日からと言われていたが、食事や風呂の面倒まで見てくれるつもりなのだろうか。恐縮してしまって、真柴は首を振った。

「いえ、食事いただきます。すみません、なんだか手間をかけさせてしまって」

　そう言って立ち上がると、瞳はおかしそうに口もとを綻ほころばせた。

「手間なんて、俺も食べるんだし。ひとりじゃないとちゃんと食事するから、俺もそのほうがいいんです。あ、アーサーもごはんにしようね」

　ふたりと一匹で階段を降り、台所兼食堂に入ると、テーブルにはふたり分の食事が置かれていた。機内食か学校給食のようなプレートに、何種類かの料理が詰まっている。

　レンチンか。

　近年の冷凍食品の進化は侮れないものだし、ちょっとしたディナーメニューも数多く出回っている。実際、今あるものも、チキンかターキーに衣をつけてソテーしたものにキノコ入りのソースがかかっていて、つけ合わせはブロッコリーとインゲン、ニンジンのグラッセと見た目も悪くない。

　オニオンスープとテーブルロールも添えられていて、なかなかの夕食だった。というか、真柴的にはコスト面で手が出ない食事だ。面倒でも材料を買って自炊し、余った分は冷凍保存したほうが安上がりだと、これまでの生活で学んでいる。

　アーサーは食堂の隅に用意されたドッグフードを、ものすごい勢いで食べていた。

　瞳は目を細めてそれを見やると、真柴に着席を促す。

「迷い犬だったんです。あまりにも瘦やせて弱っていたので、思わずエサを与えたら、以来居つかれて」

　そういう経緯だったのかと、真柴は瞳とアーサーを見比べる。考えてみれば食事の手間も省くような生活なのに、わざわざ大型犬の世話をするはずもない。しかし予防注射をするなどちゃんと面倒を見ているようだし、アーサーも瞳を信頼しているようだ。

　いわゆるＴＶディナーを口にした真柴は、予想以上の味に唸った。

「旨うまい。手軽にこんな料理が味わえるなら、冷食もアリっすね」

「そう？　口に合ったならよかった。恥ずかしながら料理はまったくできないんで、これ一辺倒なんです。何種類かを順繰りに。あとはレトルト」

　瞳は照れたように笑いかけてくる。

「ああ、便利ですよね、カレーとか。飯だけ炊いとけばいいし」

「いや、ごはんもレトルト。炊飯器はあるけど、使ったことないなあ」

　思わず手を止めて、笑顔を見つめてしまった。飯も炊かないとは徹底している。

「だからうち、冷凍庫が別にあるんですよ」

　まあ、彫刻家という大事な仕事があるのだから、それ優先でもまったくかまわないし、基本的に自分の食事なのだから、他人の真柴がとやかく言うことでもない。

　しかし、野菜とかはどう摂取しているのだろう。つけ合わせの温野菜程度では栄養が不足するのではないか。

　サラダくらいは食ってんのかな？　ちぎればいいだけだしな。それともサプリメントとか？

　つい瞳の顔をまじまじと観察してしまったが肌荒れもなく、むしろ三十男にしては稀に見る美肌の持ち主だ。そのせいもあって、初見で二十代半ばと判断し、影森瞳本人ではないと思ってしまったのだ。引きこもりの生活らしく、青白いほどの肌色ではあるけれど、それが容貌には合ってもいる。

「へえ。買い物とかはどうしてるんですか？　遠くて大変でしょ」

「食品も他も通販です。便利ですよね。配送の人は大変だけど。せめて敷地の入口の古い門扉のところまで受け取りに行こうと思うんだけど、なんだかこの辺一帯、電波状況が悪いらしくて、なかなか連絡がつかないみたい。だからいつも、車を降りて玄関前まで来てもらって」

　おお、引きこもりには最適なサービスだよな。んで、やっぱり携帯が繫がりにくいのか。

　深く納得して、棚倉との連絡をどうするか考えながらＴＶディナーを平らげると、瞳がいそいそと立ち上がった。

「コーヒーどうですか？」

「あ、すいません。えーと……」

　缶コーヒーが出てくるのだろうかとつい思って、それが加糖だったら飲めないなと返事を躊躇ためらっていると、瞳は心中を量はかったかのように首を振った。

「缶でも紙パックでもありません。唯一これだけは、豆を挽ひいて淹いれてます。紅茶だとティーバッグですけどね」

「あ、じゃあ、お願いします」

　挽きたて淹れたてのコーヒーは旨かった。今日やっと落ち着いたせいもあるのかもしれないが、しみじみと旨い。

　真柴がコーヒーを堪能していると、瞳はふいに居住まいを正して、深々と頭を下げた。

「こんなところまで来てもらって、本当にありがとうございます。真柴さんみたいなモデルでよかった。よろしくお願いします」

　動きに合わせてさらりと揺れる髪を見ながら、ほんの少し良心が咎めた。マッチョでも傲慢でもなく、おとなしそうでたぶん世間知らずな瞳に、こっちは正体を偽って接近して、取材を試みるつもりなのだ。報酬を得るために。それが、あっさり信用されて礼まで言われると──。

　いや、でもモデルってのは噓じゃないし。モデルの仕事もするつもりだしさ。

　瞳にしても、本気で真柴の身体をベースに作品を作ろうとしているわけではないだろう。彼の作風とは違ってしまう。求められているのは筋骨隆々のマッチョ彫刻なのだ。

　単なる気晴らし、気分転換──そんなものだと、真柴は少しでも良心の呵かし責やくから逃れるために自分に言い聞かせながら、片手を振った。

「えっ、いや、こちらこそ。ていうか、呼び捨てでいいっすよ。敬語もナシで。影森先生のほうが年上だし」

「そう？　じゃあ……遼くんで。俺にも先生はやめてね。もちろん敬語も」

　ふふ、と笑った瞳に、図はからずもまた真柴は見惚れることになった。

　ごつい男を覚悟していただけに、いい意味で裏切られたので、実際以上によく見えてしまっているのだろう。街中で見かけたら、その他大勢に埋もれる程度な容姿のはずだ。

　でもまあ、いい奴っぽいのはたしかだよな。










　──なんて思った昨日の自分は、観察眼が未熟だった。

「左手の肘から先、三度下がってる」

　スケッチする手を止めず、瞳は鋭い声で指摘した。それを聞いて、真柴ははっとしながら左手を上げる。

　肘から先、三度……って、どのくらいだ？

「上げすぎ！　二度下ろして！」

　わかんねえよ！　ていうか、三度も五度もそう違わねえだろ。

　腹の中で言い返して、修正したポーズを維持するために、四肢に力を込める。

　朝食後、アトリエに移動して、まず瞳は申しわけなさそうに、かつ恥ずかしそうに、真柴に全裸になるように指示した。

　それはデッサンモデルで生計を立てている真柴にとっては日常であり、まったく気をつかわれる必要もないことだったから、すぐに従った。元よりそのつもりで、アトリエにはガウン一枚だけ羽織ってやってきたのだ。

　中央に立った真柴に、服を着ている瞳のほうがよほどおずおずと目を向けてきたが、周りを回るようにして眺めるうちに、その目が遠慮のない食い入るようなものになってきた。それこそ一周回って正面に戻ってきたときには、別人がいると思ったくらいの視線でガン見され、真柴はひゅっと息を吞のんだ。

　うわ、やっぱプロだな……。

　本気モードになっているのだろう。しかし仕事ならそうでなくては。そうであればこそ真柴もその気になれる。

　しかし次々とポーズを指示され、しかも指の一本一本まで細かく指定され、とても持続できないような捻ひねりやら反り返りやらを強要されるにつれて、真柴は単純な肉体の疲労に苛さいなまれ始めた。

　いったいどういうテーマなのか、要求されるポーズがことごとくキツい。真柴の印象としては、殴られたり蹴られたりした反応のような、あるいはひどく痛めつけられた後に呻いているときのような、そんな感じで──。

　シャッシャッとコンテが走る音を聞きながら、プルプルしそうな腹筋に力を込めて、あと何秒このままでいればいいのかと考えていると、ようやく瞳は手を止めてスケッチブックを捲めくった。

　ほっとしてポーズを解こうとした真柴だったが、

「そのまま右寄りに上体を捻って、顔は左上七十五度」

　と指示が飛び、しかたなく身体を動かす。しかし筋肉疲労で朦もう朧ろうとして気づかなかったが、要求されたのはまったくバランスが取れないポーズだった。

「うおっ……、む、無理！　これは無理！」

　真柴はよろめいた脚を踏ん張って、ポーズが崩れたついでに膝に手をついて呼吸を整えた。額に噴き出していた汗が、ぽたぽたと床に落ちる。

「悪いけど、ちょっと休憩させて」

　汗は顔だけではなかったし、その分の水分も補給したい。だいたいぶっ続けで二時間は経たっている。芸大でのデッサンだって、三十分に一度は休憩が入るものだ。立体を作るための設計図のようなものだから、角度を変えて何枚も描く必要があるのはわかっているけれど。

　汗を拭く真柴の耳に、舌打ちの音が聞こえた。

　チッ、て……チッてなんだよ!?

　例えるなら「楚そ々そとした」なんて単語が似合う瞳が、どんな顔で舌打ちなどしたものか、真柴は思わず振り返ってしまう。そして瞳を見て、さらに驚きよう愕がくした。

　もちろん突然マッチョに変わったわけでもなく、姿形はそのままなのだが、表情というか態度というか、醸し出す雰囲気がまったく違っていた。スケッチブックを不満げに見おろして、コンテをガツガツと叩たたきつけている。なだらかな弧を描いているはずの眉は吊つり上がり、眼球は飛び出し気味に見開かれていた。

　……こ、怖……。

　しかもぶつぶつとなにか呟いたかと思うと、いきなりページを破り捨てた。

「違うっ！」

「ひっ……」

　声を洩らした真柴をキッと睨にらみ、苛いら立だち全開で足を踏み鳴らす。

「まだか？　休憩が終わったら──」

「おっ、終わりました！」

　もう少し休ませてくれなんて言おうものなら、再開するまで舌打ちの連打が続きそうで、真柴はタオルとペットボトルを放り出して、中央の位置に戻った。

「あ、ちょっと待った。今度はこれ着けてみて」

　手渡されたのはカーテンのような白い布で、これを巻きつけてギリシャ風の扮装をするらしい。手間取る真柴を瞳は途中から手伝い、それっぽい格好に仕上げる。

「じゃあ、さっきの続き。それで上体を捻って──」

「えっと……どうだったっけ？」

　気迫に吞まれたこともあって真柴がまごついていると、舌打ちとともに近づいてきた瞳が、粘土でも捏こねるように真柴のパーツを摑んで動かす。その手荒なことといったら、こっちが血の通った人間だなんて忘れているかのようだ。

「痛て、痛たたた……」

「違う、こうだ！」

　ぐいっと上体を捩ねじられて、またしてもバランスを失いそうになった真柴は、慌てて待ったをかけた。

「だからそれは無理！　絶対倒れるから！」

　実際、瞳に体重がかかったので納得したらしく、瞳は部屋の隅から脚立を持ってきて、真柴のそばに置いた。

「これに寄りかかっていい。イメージは岩だ」

「岩……？」

　ぐいぐい押されてポーズをつけられながら訊きき返すと、瞳は真柴の身体に隈くまなく目を走らせながら頷く。

「そう。でこぼこした断崖にもたれてる感じ」

　そんな経験はないのだが、とりあえず指示されるままに手足を投げ出してみた。やがてポーズに納得がいったのか、瞳は下がってスケッチを始めた。

　……はー……豹ひよう変へんだな。

　今夜は筋肉痛になるのを覚悟しながら、真柴は天井の隅のクモの巣を見つめた。

　昨日、瞳から聞いたところによると、この洋館は昭和の初めに財閥の一族が狩猟用の別荘として建てたものらしい。戦後はほとんど利用されることもなく捨て置かれていたのを、瞳のリクエストに応じてエージェントが見つけてきて借り受けているのだそうだ。山中とはいえ広大な敷地だから、さすがに買うとなればそうとうだろう。しかし上物は買い取ったそうで、だから遠慮なく使えるのだと言っていた。

　使うっていうか、放置してる感じだけどな。

　ちゃんと掃除とメンテナンスをすれば、けっこう見られる洋館になるだろう。材質もいいものを使っているし、ディテールも凝っている。隠し味的に和風建築の技法が取り入れられていて、今、真柴が眺めている天井には、漆しつ喰くいに鏝こて絵えというのだろうか、花と鳥のレリーフが刻まれていた。

　彫刻家なのに、こういうのは関心ないのかな……。

　近づく足音に気づいて目を向けると、瞳がポーズを変えようと手を伸ばす。先ほどよりも脚立に背中を預ける体勢にさせられ、角が脇腹に食い込むのを少しでも防ごうと後ろ手に脚立を摑んだ手を、引き剝がされて頭上に持っていかれる。

　真柴に対する思いやりなんて皆無どころか、真柴が痛みを感じる身体だということも忘れているのではないだろうか。

　……まさに道具扱い。

　そして当初の恥じらいなどかけらもなく、今度は巻きつけた布を解いたり、別な場所に固定したり。内うち腿ももだろうと尻たぶだろうと、遠慮なく触る。

　それまで腰回りを覆っていた布が捲り上げられ、片足を脚立の一番下の段に乗せられたポーズを、真柴は上から見て、うへえ、となった。今さら局部モロ出しに躊躇いはないが、始めからずっと潔く全裸なのではなく、隠してから晒すという手順を踏んでいるせいか、なんだか我ながらエロい。

「うーん……」

　そこに瞳が顔を近づけて、ナニのポジションまで修正しようとするものだから、思わず声が出た。

「ひゃっ……ちょ、瞳さんっ」

「なんか違うなあ」

「違うってなにが！　あっ、捻らないで！」

　これまで面と向かって一物について指摘されたことはないし、特に奇異な顔をされたこともない。形も大きさも常識の範囲内に収まっているはずだ、と思う。

「ていうか、チンコの位置なんてどうでもいいだろ！」

「そうはいかない」

「はひっ？」

　真柴は後ろ手で脚立にしがみつきながら、目を剝いた。

　いや、チンコがメインじゃないだろ。ダビデ像だって身体と合致しないようなちっちゃいもん、ぶら下げてんじゃん。

　瞳は真柴の局部に顔を近づけたり遠ざけたりしながら考え込んでいたが、とんでもないことを口走った。

「勃たててみて」

「……は？　なんて？」

「勃ぼつ起きさせて」

　なんだと!?

　真柴の頭の中に、モデル相手にご乱行という噂話が蘇よみがえる。しかし瞳はマッチョではなかったし、楚々としておとなしそうな実物は、とてもそんなことをするタイプには見えなかった──が、今こうしてある意味豹変しているのを目の当たりにすると、噂はまったくの噓でもなかったのだろうか。

　で、でも、マッチョが好きなら、俺はタイプじゃないだろ。いや、でもモデルにしたくらいだから、それもアリとか思ってるのか──。

「早く！」

「うぎゃっ！　や、やります！　やるから握らないで！」

　タマごとぎゅっと摑まれて、真柴は悲鳴を上げた。とにかく従わなくては、この身が危ない。縮こまっている己のものを、必死に擦り立てる。

　しかしセックスするわけでもないのに、他人の前で勃起させるというのはむずかしかった。しかも真柴は仕事上、むしろ平常時を保つように心がけてきている。いきなり正反対の要求をされても、身体がついていかない。いや、身体だけでなく、頭も混乱している。

　なんだってんだよ、いったい……やっぱ芸術家って、どっか変だよ。

　きびしい表情でガン見されながらも、懸命に奮い立たせようと試みたのだが、何分経っても真柴のモノはぴくりともしない。どういう状況や経緯であれ、勃たないというのは男にとってショックなものであり、それがさらに真柴を焦らせた。

　ふいにくすっと笑われ、新たなダメージを受けて顔を上げると、瞳が足もとに跪ひざまずいた。真柴の手を払い、性器をつまんで顔を寄せ──。

「うっ……」

　動きはゆっくりだったのでなにをされるか予想はついたが、まさかという思いもあって、口に含まれた衝撃は大きかった。温かく湿って柔らかな感触に包まれ、焦燥感いっぱいだった心身が甘く痺しびれる。

　……気持ちいい……──じゃなくて！

「ちょ……、瞳さん？　これはマズいでしょ。放して──うぐっ……」

　押し返そうとした真柴は根元に歯を立てられて、動きを止めた。いきなりしゃぶりつくような相手に逆らったら、そのままがぶりとやられかねない。人質を取られたも同然だ。

　瞳は真柴の両腿に手を添えて、舌と唇を使いながらゆっくりと頭を前後する。それまでにけっこうなストレスを感じていたせいか、急にやってきた心地よさに、全神経が引き寄せられていく。

　……ま、いいか。勃たせろって言ったのはこの人だし、俺が頼んでやってもらってるわけでもないし。

　方針を決めてしまうと、久しぶりの感覚に身を預ける。というか、無視できないくらいにフェラチオが巧い。モデル相手の酒池肉林はともかく、男と寝ているのはたしかだろう。それならば、仕事のために不本意ながら咥えて勃たそうとしているわけでもないのだから、気にする必要もない。

　いつの間にか真柴のモノはしっかりと勃ち上がっていて、心地いい瞳の口中をもっと味わおうと、無意識に腰が揺れた。

「こんなものかな」

　唐突に口を離され、真柴は我知らず失望のため息を洩らす。そうだった。瞳の狙いは勃起させるところまでで、射精にまで導いてくれるわけではなかったのだ。

　唾液に濡れて天を突くペニスがなんだか間抜けで、真柴は恥ずかしさを隠すために素早く先ほどのポーズを取った。

　瞳はスケッチを始めたが、今しがたの行為をまったく気にしていない様子だ。意識されても、それはそれで気まずいが、あまりにも頓とん着ちやくがなさすぎるのもどうなのか。

　いや、どうなのかって……それでいいんだよ、な……？

　コンテが紙を滑る音が止やんだかと思うと、つかつかと歩み寄ってきた瞳が、真柴のモノを握った。
















「うっ……」

「六度下がってる」

「す、すみませ──あっ……」

　手で扱しごかれ、思わず妙な声が洩れてしまう。じわじわと快感が満ちてくるにつれて、ペニスに張りが蘇ってくるのも実感した。

　ああもう……そんなに擦ったら、イきたくなるだろ……。

　その気になってしまいそうな衝動を抑え込みつつ、勃起は持続させなければならないというジレンマと戦っていると、視線を感じて真柴は目を向けた。

「うおっ……」

　瞳が食い入るような目つきでこちらを凝視していたのだ。それも口もとには、舌なめずりせんばかりの笑みを浮かべて。

「いい顔をするじゃないか」

「は……？　あ、どうも……」

「これはどうだ？」

「うぎゃっ……！」

　いきなり先端の孔あなに爪の先を捻じ込まれて、真柴は仰のけ反ぞった。

「その顔もいいねえ！　もう一回」

「痛て！　痛てえって！」

「ああ、ごめん」

　瞳はしゃがみ込むと、真柴のモノを口に咥える。再び甘く焦じれったい快感に包まれて、薄れかけていた射精の欲求が込み上げてきた。

「あだだだ！」

　かと思うと、タマを握って引っ張られ、意識を引き戻される。まさに飴あめと鞭。

　なんなんだ……なんなんだよ、こいつ！

　なんの意図があってこんな仕打ちをされるのかはまったくわからなかったが、とにかくその状態が繰り返された。

　しかもその間中、瞳は爛らん々らんとした目で真柴を凝視し続けたのだった。










　つ……疲れた……。

　ようやく解放されて自室に帰りついたのは、とうに昼を回った時刻だった。真柴は着替えもせずにベッドに倒れ込んで、しばらくそのまま突っ伏していた。手足は棒のように凝り固まっていたし、背筋も強張っている。

　まあ、長時間ポーズを取っていれば多少の疲労はあるものだし、初回で瞳のやり方に慣れていなかったせいもあるだろう。

　……やり方……っつうか……。

　真柴は枕から顔を上げた。

　あれはなんだったのか。やはり噂どおり、瞳はモデルを食い物にする彫刻家だったということか。

　ペニスのポーズが気に入らないと嘯うそぶいて、フェラチオして勃たせた挙げ句、スケッチをした。百歩譲ってそこまではいい。勃たせろという芸術家の要求にモデルの真柴が応じられず、手を──というか口も──貸したのだと言われれば、反論のしようもない。二度三度と追加攻撃があったのも、真柴が瞳の要求する状態を維持できなかったからという理由がつく。

　しかし、途中からは──ペニスの孔に指先を捻じ込んだり、タマを引っ張ったりした辺りから、様相が変わってきた。スケッチに集中しだしたときも性格が一変したように感じたが、それは芸術家としての仕事に対する真ま面じ目めさやきびしさからだろうと思っていたのだ。

　でも、あれは違うだろ。

　真柴が痛みに呻くと興奮の面持ちでガン見し、本気でもう耐えられないと訴えようとする寸前で、察知したように攻撃を止めて、それまでとは反対に甘い愛あい撫ぶを加えてきた。

　真柴も男だから、性的に気持ちいいことをされたら拒む気も失うせるし、その感覚に身を委ねてしまう。それで陶然としていると、目が覚めるような衝撃に襲われて悲鳴を上げさせられた。

　終盤は痛みよりも、焦らされまくったという感じだ。追い上げられて、モデル中だというのも忘れてそのまま極める気になっていると、ふいに放置される。おあずけになった失望を抱えながら、仕事中なのを思い出して自分の務めを果たそうとしたが、瞳はスケッチをするでもなく、真柴を見つめるだけだった。触れるほど近い距離から、一瞬も見逃すまいというような熱心さで。

『ずいぶん色っぽい顔をするじゃないか。いや、いやらしい顔かな？』

『上からも下からも涎よだれが垂れてるぞ。あさましい』

　そんな台詞も聞いた。幸か不幸かその手の煽あおりにはあまり反応しない質なので、心身が冷静さを取り戻す方向に行きかけると、またタイミングを計ったかのように愛撫が再開された。

　次第に手が止まってもテンションが下がらなくなってきて、イきたいということしか考えられなくなった。手や口を使われている最中は夢中で腰を揺らしてしまい、中断されると懇願するという繰り返しになり、最後には、

『イく顔を見せろ』

　と間近に迫った瞳に凝視されながら、その手で絶頂に導かれたのだった。

　……すげえ気持ちよかったけど。

　真柴は頭を抱える。いや、それは単純な肉体の感想だ。焦らされまくった末の射精だったから。ついでに数日ぶりだったから。

　行為そのものは、どう考えても異常だ。特に瞳の振る舞いが。いや、自分もだろうか。どうしても嫌なら、拒むことはできたはずだ。拘束されていたわけではない。

　……いやいや。俺には使命があるんだって。取材して弁償しなきゃならないんだから。

　そのためには、多少おかしな芸術家だろうと、当分はつきあっていくしかない。

　それに、あの後の瞳は夢から覚めたかのように狼狽えていた。

『す、すみませんっ！　俺、夢中になってて……ああ、なんてことを！』

　精液のついた手で思いきり顔を撫なで回された後に謝られても、ふつうなら本心からの謝罪かと疑ってしまうところだが、瞳の慌てぶりは本気で我を忘れていたという感じだった。それはそれでヤバいのではないかとも思う。

　とにかく平謝りでアトリエを追い出されたのだが、去り際にこんな呟きが聞こえた。

『やっぱり遼くん、いいかもしれない……』

　ベッドの上で仰あお向むいた真柴は、天井を見上げる。この部屋も鏝絵のブドウがあしらわれていて、やはりクモの巣で薄汚れているのが惜しい。暇を見て掃除しようかと、関係のないことに思考が逃げそうになる。

　いい、ってのはどういう意味なんだよ……？

　モデルとしてなのか戯れの相手としてなのか、あるいはその両方なのか。もともと瞳が必要としているタイプのモデルではないのだし、先ほどの行為はモデルとかスケッチとかいったことから離れているとしか思えないから、答えは見えているのだが──。

　でも、それはちょっと……。

　そう思った自分に、首を傾げる。なにが不満なのだろう。真柴だってモデルという立場は表向きで、本来のミッションは瞳を取材することだ。相手が自分のなにを気に入ろうと、アプローチが成功して取材のチャンスが手に入ればいい。

　……そうだよ。なんなの、俺。

　瞳の毒気に当てられて、自分までおかしくなっているらしい。まあ、衝撃的な出来事だったからしかたがない。

　とにかくやるべきことをやるのだと自分に言い聞かせていると、躊躇いがちなノックの音がした。応えると、細くドアが開く。

「あの……お昼ごはんできたから……」

「あ、ありがとう。今、行く」

　すっかり元どおりの瞳に、真柴も先ほどのことを引きずるのはやめて応じる。というか、そんな態度を取ったら、瞳のほうが逃げ出してしまいそうだ。

　でもなあ、あんなに変わるもんか？　なんかヤバいクスリでも使ってんじゃねえのってくらいだったよな。

　二重人格という言葉も浮かんだが、クスリよりもっとありえないので、やはり芸術家特有の高揚なのだろうと結論づけておく。それくらいでなくては、頭ひとつ抜け出ることはできない世界なのだろう。

　着替えて階下の食堂に行くと、テーブルにはリゾットの皿があった。例によってレンチンだ。

　朝食はパンケーキで、あれも解凍したものだったが、まあそれなりの味だった。上等のメープルシロップや、フローズンフルーツが添えられていたので、飽きずに食べられたという感じだ。

　そうそう、目玉焼きもあったっけ。

　さすがに目玉焼きは冷凍食品ではなく、瞳が焼いたらしい。苦心の跡が窺えて、黄身はつぶれてカチカチだったし、裏側は焦げていたが。

　ポルチーニのリゾット、ね。

　見た目と匂いで献立の見当をつけた真柴は、空腹なはずなのにあまり食欲をそそられなかった。早くも冷食に食傷している。

「鍋とかあるよね？　調味料も……ああ、ひととおり揃ってるか。ちょっと待ってくれる？」

　冷蔵庫を開けて卵やチーズ類も見つけると、真柴は鍋にリゾットをあけて加熱し始めた。

「え……？　どうするの？」

　興味を引かれたように、瞳が寄り添ってくる。

「アレンジしてみようと思って」

　溶き卵を加えて火を止め、モッツァレラチーズをちぎって投入し、さっと搔かき混ぜてから皿に戻した。

「はい、どうぞ」

　差し出された皿を前に、瞳は目を瞠みはっている。

「マイナスにはなってないはずだから、食べてみて」

「……いただきます……」

　スプーンですくったリゾットを何度も吹き冷ましてからひと口味わった瞳は、ぱあっと笑顔になった。

「美味しい！　すごい！」

　勢い込んで次を味わおうとしては、熱いものが苦手なのか、口をつけたり離したりを繰り返しながら、夢中で食べている。

　すごいのはあんただよ……。

　真柴もまた、瞳に見惚れていた。こんなに素直に喜びを表現されて、はっとしないはずがない。ある意味子どものような反応だけれど、だからこそ本心からの言葉と表情なのだと思える。ふだんの小心そうな感じとも、先ほどのイカレたドＳぶりとも違って、非常に好ましい。
















　瞳は驚くほどの早さでリゾットを平らげると、満足そうに息をついた。

「あのリゾットがこんなふうに変わるなんて……遼くんは料理も上手なんだね。知ってのとおり、俺は目玉焼きも満足に作れないから、才能があって羨ましいよ」

「いや、それほどでも」

　謙遜しながらも悪い気はしない。

「あのさ、よければ食事は俺が作ろうか？」

「えっ？　でも……悪いよ。モデルで来てくれたのに」

　瞳はすぐに首を振ったが、その前に一瞬、期待に目を輝かせたのを、真柴は見逃さなかった。

「いや、全然。ていうか、俺も冷食は正直つらいし。あ、不ま味ずいってわけじゃなくて、たまにならいいんだけど、毎日あれは……生野菜とかも食いたいじゃん。ほら、一応モデルだから」

「あ、そうか。そうだよね。自分が腹に詰め込めればなんでもいいほうだから、気にならなかった」

「さすが、芸術家っぽいな。でも、寝食忘れて作業に打ち込んだりするなら、なおさら食事は大事だろ。ま、瞳さんのためってだけじゃないから、遠慮しないで任せてみない？」

　瞳は空っぽの皿を見おろして考え込むそぶりだったが、すぐに顔を上げた。

「じゃあ、お願いしようかな」

「了解。さっそく後で食材注文するから、なにか食べたいものあったらリクエストしといて。凝ったものは無理だけど、家庭料理程度ならなんとかなるよ。冷食やレトルトでむずかしいものっていうと……あ、天ぷらなんかどう？」

「ほんとに!?　いい！　食べたい！　ええと、あとね──」

　見るからにわくわくした顔で料理名を挙げる瞳を、真柴は口もとを緩めて見つめた。

　決して食に関心がないわけではなく、味がわからないわけでもない。旨いものは好きだが、そうでなくても不満に思ったりすることがないタイプなのだろう。ということはハードルも高くないわけで、真柴程度の料理の腕でも喜んでくれそうだ。

　なによりこんな笑顔が見られるなら、やらないわけにはいかないじゃないか。










　インターネットの普及はすばらしく、翌日の午前中には新鮮な野菜や肉、魚が到着した。宅配業者には、台車で獣道を何往復もさせてしまったが。

　真柴が台所に広げられたそれらを下処理して小分けにしたりする間、瞳とアーサーはそばにつきっきりで眺めていた。

「昼はアジの干物を焼いて、納豆ときんぴら。夜は天ぷらにしよっか」

　提案したメニューに大きく頷く瞳に笑いかけながら、真柴はコールスロー用にキャベツを刻む。芯の部分を小さく切ってアーサーの鼻先に差し出すと、奪うように咥えて嚙み砕き始めた。

「えっ、キャベツ食べるの？」

「らしいね。知り合いのとこの犬が好物だって聞いてたから試したんだけど。ドッグフードで育ててるなら、あまり味覚えさせないほうがいいのかな？」

「うん、でも、俺ばっかり美味しいもの食べるのも、アーサーに悪いしね。ていうか……すごい量じゃない？」

　キャベツ半玉分の千切りに瞳は目を丸くしているが、真柴はそれを大きなボウルにあけて、カリカリに炒いためた刻みベーコンと一緒にドレッシングで和える。

「けっこう嵩かさは減るし、意外と食えるもんだからだいじょうぶ」

　ボウルを冷蔵庫に入れて炊飯器のタイマーを設定し、空き箱や生ごみを片づけ始めても、瞳はそわそわしてなんども時計を確かめていた。昼食が待ち遠しいらしい。

「昼まで作業するんじゃなかったの」

「あっ、そうだった」

　それでも名残惜しそうに冷蔵庫を振り返ってから台所を出ていく瞳に、真柴は段ボールを畳みながらこっそり笑った。

　今日は昨日のスケッチをチェックしながら、立体を作るために足りない角度がないかどうか、また、構図を検討するらしいので、真柴の出番はなしだ。

　じゃ、俺は掃除でもするかな。

　掃除用の道具も取り寄せたので、リビングの窓からやっつけることにする。曇りが取れればずいぶん違うはずだ。

　それにしても、と真柴はガラスを拭きながら考える。今日の瞳の様子を見ていると、ますます昨日のことが噓のように思えてくる。白日夢でも見たのではないかと思うくらい。

　でも、事実なんだよな……。

　瞳があまりにも狼狽えて謝るものだから、とても追及する気になれなかったし、真柴もショックだったし、互いになかったことのようにしているが。なにしろ瞳のほうが被害者のような混乱ぶりだった。

　被害者はこっちだっつーの。

　男と寝たこともある真柴だが、あんなに遠慮のかけらもなく、しかもＳ気味に翻弄されたのは初めてだ。最後には尻を犯される危険まで感じた。それは未経験だし、今後も勘弁してもらいたい。

　では昨日くらいまでならＯＫなのかと問われたら、返事に窮するところではある。行為そのものの可否ではなく、本来の目的である取材などが絡んでくるので、背に腹は代えられないという気もする。

　……ていうか、気持ちよかったし。

　ただ、仕事にのめり込むにしても、やはりあの状態はふつうではない。豹変というか憑ひよ依ういというか、あれは本来の瞳ではない。

　……いや、待てよ。彫刻家の影森瞳としては、あれが正しいのか……？

　真柴は掃除の手を止めて、デニムの尻ポケットからスマホを取り出した。相変わらず電波が通じていないのはともかく、隙を見て隠し撮りができるかと思って携帯し、実際先ほど台所で何枚か写した。キッチンペーパーの上で油切りしているベーコンを見ているところだったり、キャベツの芯を貪むさぼっているアーサーを見おろしているところだったりで、彫刻家の雰囲気はかけらもない。

　画像を見ながら、真柴は口もとを緩めた。可愛かわいい。

　それが、どうしてあんなふうになっちゃうかなあ……。










　アトリエから出てきた瞳は少々気むずかしい表情をしていたが、明るくなったリビングを見て驚いていた。きれいになったのは喜んでいるようだったが、真柴に掃除までさせたのを申しわけなく思ってもいるらしい。

　しかし食事に関しては、手放しで喜んでいた。ごはんをおかわりしたし、コールスローも真柴より食べたのではないだろうか。

『炊き立てのごはんって、こんなに美味しいんだねえ。きんぴらもゴボウの香りがすごい！　遼くんほんとにありがとう』

　満面の笑みでそんなふうに言われると、ますます張り切るというものだ。午後もアトリエに向かった瞳を見送って、できるだけ掃除を進め、ころあいを見計らって夕食の準備に取りかかった。

　エビ、キス、インゲン、ナス、カボチャの他に、貝柱とタマネギのかき揚げにも挑戦する。豆ごはんも炊いてみた。

　瞳は昼に現れたときよりも硬い表情のように見えたが、食卓を目にして狂喜した。

「すごい！　ほんとに作ったの？　お店のごはんみたい！」

　美味しいを連発して、幸せという言葉まで飛び出しては、真柴も明日はなにを作ろうかという気になる。しかし、取材という本分を忘れているわけではない。

　ビールも開けて、かなりリラックスというか油断というか、そんな雰囲気の瞳にさりげなく尋ねた。

「ところで、次はなにを作るの？　モチーフとか」

「ああ……うん。いくつか候補があってまだ迷ってる。決められなくて」

　瞳の顔から笑みが消えた。

　おっと、まずい。踏み込みすぎか？

　せっかくいい感じに距離を詰めたのに、逆戻りされては元も子もない。それに、間違っても瞳の仕事に水を差すようなことはしたくない。そもそも詮索されるのが嫌で取材の類を断り、世捨て人のようにこんな場所で創作活動をしているのだろうから、慎重にアプローチするべきだ。

　といっても、聞き出さなければ取材にはならないわけで、素人の真柴にはむずかしいところだった。

　これはこっそり探るしかないのかな……。

　それらしい写真を撮るにしても、アトリエでなければさまにならないだろうし、真柴がそこにいられるのはモデルのときだから、そんな隙があるはずもない。

　皿洗いは受け持つと言った瞳だったが、茶ちや碗わんを割ったのを機に真柴と交替して風呂に向かった。今夜はまた仕事をすると言っていたから、後で覗いてみよう。

　──そして深夜。

　真柴は足音を忍ばせて階段を降りた。懸念はアーサーで、気づいて寄ってきたらどうしようかと思っていたが、階段の下のスペースを寝床にしている大型犬は真柴の姿を見てもわずかに頭を上げて寝ぼけ眼を向けただけで、すぐに前肢の間に顔を埋うずめてしまった。

　……よし、第一関門突破。

　廊下を進んでアトリエに向かった真柴は、薄闇の中に一条の細い灯りが洩れているのに気づいてほっとした。ドアを開けるのはむずかしいと思っていたのだが、すでに隙間がある。うまくすれば気づかれないようにそのまま中を覗けそうだ。

　さらに慎重に足を進めると、瞳が床を移動する足音や、ノミを当てるような音も聞こえてきた。集中しているのか、周囲をまったく気にしていないような物音の立て方だ。

　真柴はドア横の壁に背中を張りつけるようにして、隙間から中を窺った。

　……やった。まさに作業中。

　アトリエの中央に、滑車付きの台座に載った高さ二メートル近い大理石がある。昨日、真柴がモデルをしたときには、隅のほうで覆いをかけられていたものだろう。目をつけていて、タイミングを計って見せてもらおうと思っていたのだが、予想外の展開で果たせなかった。

　おおよそ人体のシルエットになっているそれは、この段階でもかなり逞しい彫刻になるのだろうと想像がついた。

　……なんだ。やっぱりマッチョなんじゃん。

　まあ、真柴が来る前から作業していたものなのだろうから、なんの不思議もないのだが、それならなぜ真柴をモデルに使うのかという話でもある。

　やはり単なる気分転換、あるいはマッチョの添え物的な別キャラクターのモデルとして使うつもりなのだろうか。

　いや、モデル以前ってことも……なにしろアレだしな。

　大理石の横にある脚立が目に入って、否いやが応おうでも昨日の出来事が脳裏に蘇る。瞳の舌で尿道を擽くすぐられた感覚まで思い出して、下腹がずんと重苦しくなった。

　瞳は険けわしい表情で彫刻の肩の辺りにノミを当て、黙々と作業を続けていた。額に汗が浮き出ていて、首にかけたタオルも身に着けたＴシャツも、心なしかしっとりと身体に張りついているように見える。

　なんか……カッコいいな……。

　真剣な芸術家というのは、やはり真柴の目を引く。いや、芸術家に限らず、仕事に真しん摯しに向き合っている姿というのはいいものだ。そう思ってしまうのは、自分がまだ打ち込めるものをもっておらず、そんな生き方ができていないからだろうか。

　でも、俺にできることって、俺がやりたいことってなんなんだ……？

　棚倉にもよく言われる。ファッションモデルでもタレントでも、引きがあるのだからやってみろ、と。望まれるということは、すなわち才能を秘めているということなのだそうだ。

『俺なんか才能に見切りつけて諦めたほうだから、もったいねえと思うけどな』

　その言葉にも一理あるとは思うが、やはり本人のやる気も必要だろう。それが仕事の成果にも繫がるだろうし。

　棚倉のことを考えたところで、己の使命を思い出す。制作中の作品の情報が欲しいと言っていたから、さっそくのシャッターチャンスだ。真柴はポケットからカメラを取り出すと、それをドアの隙間で構え──。

　ふいに瞳が振り上げたノミが、鈍にぶい音を立てて大理石に食い込み、砕かれたかけらが飛び散る。

「……っ！」

　真柴は声を上げそうになって、慌てて自分の口を塞いだ。

　な、なん……なんだ!?

　驚愕する真柴の目に、続けざまにノミを打ちつける瞳の姿が映る。どう見ても彫っているという動きではない。というか、明らかに傷つけている。浮かび上がりかけていた上腕筋のフォルムが、無残に砕かれている。

　曲がりなりにもぼんやりと人ひと形がたを取ったものが打ち砕かれているさまは、真柴に本能的な危険を感じさせた。危害繫がりで、昨日、瞳に嬲なぶられたことまで思い出し、小刻みに震える。

　やがて瞳はノミを握りしめたまま、彫刻を睨みつけた。肩で息をしている。小休止を入れてまた破壊活動に勤いそしむのかと、真柴は息を殺して見守ったが、瞳はノミを放り出すと、彫刻以前の人形に手を伸ばした。

　細い指先が人形の顎の辺りを撫で上げ、首を滑って胸の辺りでぐるぐると撫で回すように円を描く。なんだかよくわからないがエロくもあるようなその光景を、真柴は呆然と見つめていた。

　その指先が人形の腕を辿っていき、途中でぴくりと止まったかと思うと、瞳はワゴンの上からハンマーを摑んで振り上げた。

　うわあっ……！

　ごん、と重い音がして、やがて肘から先になるはずだった大理石が床に転がった。さすがにノミで傷つけるのとはわけが違う。修復の余地のない、まさに破壊だ。

　それはまあ、思いどおりのものが作れないことはあるだろうし、それでボツになるものだってあるだろう。腹が立ってめちゃくちゃにしたくなるという気持ちも、わからなくはない。

　しかし完成にはまだ遠いとはいえ、人形をぶち壊すのは勘弁してほしい。没頭すると人が変わってしまう瞳だけに、そういう行動は鬼気迫るものがある。

　モデルとして対たい峙じする真柴としては、いつなんどき自分に降りかかるかと気が気ではない。

　瞳は腕未満の大理石を見おろしていたが、おもむろに片足を上げて、それを踏みつけた。

　だから、そういうのやめてくれって……。

　素足でぎりぎりと踏みつけながら、なにかブツブツと呟いている。聞き取れないが、横顔には憎々しげな表情が浮かんでいた。

　こ、怖い……マジで……。

　ふだんは無害で、むしろ被害に遭う側のようなタイプなのに、どうして仕事になると百八十度転換してしまうのだろう。よほど日常生活で鬱屈するものがあるのだろうか。

　真柴はカメラを手にそっと後ずさった。一枚も写していないが、それどころではない。万が一気づかれでもしたら、ハンマーを片手に追いかけられそうだ。自分の腕が大理石の二の舞になるのは、絶対に避けたい。

　ていうか最悪、彫刻は継ぎ接はぎ可能だろうけど、人間はそううまくはいかないからな。

　アトリエからまた大理石の砕け落ちる音がして、真柴は足音が響くのもかまわず、階段を駆け上がった。










　朝食の席に現れたのは、平常時の瞳だった。昨夜いつまで仕事というか破壊活動をしていたのか、自室にバリケードを築いて毛布を被かぶって寝てしまった真柴は知らないが、白い顔に隈が浮き上がっていて、疲労も窺えるが、気性はおとなしい。

　おとなしいっていうか……落ち込んでる？

　単純に大理石との戦いに疲れているだけではなさそうだ。物理的には勝利したけれど、心理的には敗北──みたいな。

　焼やき鮭ざけとだし巻き卵、小松菜のおひたしという旅館の和朝食風メニューに喜んだのもつかの間、肩を落としてもそもそと箸はしを口に運んでいる。

「元気ないね」

「いや、そんなこと……」

　なくないだろ。明らかに。

　しかし否定された以上、しつこく言い返すのも憚はばかられる。知り合ったばかりで、そこまで踏み込める仲ではない。

　それに、なにかの弾みにスイッチが入るのも恐ろしい。触らぬ神に祟たたりなし。

　真柴は頷いて、食事を続けた。脂が乗っていていい鮭だったので追加で買っておこうとか、葉物野菜ももっと注文しようとか考えながら咀そし嚼やくしていると、向かい側から視線を感じる。デッサンモデルで注視されるのには慣れっこの真柴を、ぎくりとさせるようなこの感じは──。

　恐る恐る目を上げると、じっと見つめる瞳と目が合った。

「……な、なに……？」

　瞳ははっとしたように目を瞬くと、中断していたらしい咀嚼を再開しながら首を振った。

　スケッチ中ほどではないものの、けっこうがっつりと見つめられていたので、真柴もにわかに落ち着きを失って、俯うつむきながら食事を続ける。その間も顔や身体のあちこちに突き刺さるような視線を感じ、茶碗を空にしたところでギブアップして立ち上がった。

「……お、お茶淹れるね」

　今度は背中を舐なめ回すような視線だ。

　ああ、もうっ……。

　落ち込んでいるように見えたが、やる気はあるらしい。それは隠密取材中の真柴には願ってもないことなので、湯吞みをテーブルに置いて瞳を見返した。

「スケッチ、何時からやる？」

　どうせ見られるなら、ちゃんと描いてもらったほうがいい。

　瞳は口を開きかけ、しかし、しばし動きを止めてからかぶりを振った。

「え？」

「今日は休みにする。明日も……再開するときには言うから」

　真柴は言葉を失った。

　それはどういう意味なのだろう。疲れているから、気が乗らないから休みということなのか。しかしたった今、凝視していたではないか。やる気の有無はともかく、視線の強さははっきりと感じられた。

　それなのに、無期延期を宣言されてしまった。

　俺じゃだめってことか……？　でも……。

　たしかに昨夜、瞳が作業していたのはマッチョ像だったし、真柴を必要としているのが添え物用なら、主体が決まらなければお呼びでないのかもしれないが。

　なんだか見限られたような心こころ許もとなさを感じる一方で、瞳の視線が追いかけてくるのが気になってしかたない。

　いずれにしても決定権を持っているのは彫刻家である瞳だから、真柴はそれに従うしかなかった。

　しかし、モデルをクビになって追い出されては困る。取材のためにせめて居座れるように、空いた時間は代わりに家事に集中することにした。

　スケッチがなくても、瞳はアトリエで仕事をするのだろうと思っていたが、食事の片づけと昼の下ごしらえを済ませて真柴がリビングに移動すると、瞳はアーサーとテラスにいた。ボール投げをして遊んでいる。

　真柴は一いち瞥べつした後、掃除をすることにした。リビング以外の一階部分の窓を、片っ端から磨いていく。内側が終わったら、開けた窓から半身を乗り出して外側。けっこうな運動にもなって、途中で汗に濡れたＴシャツを脱ぎ、上半身裸で手を動かしていると、ハアハアという息づかいが聞こえた。アーサーだろう。外で遊んでいて、真柴に気づいたのだろうと振り返ると、アーサーだけでなく隣に瞳がいた。いや、アーサーは完全につきあいの体で、むしろ瞳がこちらを凝視している。

「……な、なに？　腹減った？」

　朝食のときのように瞳は我に返ったそぶりを見せ、慌てて首を振った。

「な、なんでもない。お疲れさま。悪いね、きれいにしてもらって」

「いや、他にすることないし」

　言った後で嫌味だったかと思ったが、瞳は気にしていないようだった。というよりも、また真柴を見ている。正確には、真柴の背中を。

　スケッチはしないと言ったくせに、このガン見具合はなんなのだろう。

　その後も、階段の雑巾がけをしていれば下から見上げているし、さらに翌日、草むしりをしているときも、二階の窓から見られていた。

　そのたびに真柴はぎくりとする。その視線の強さやしつこさに。どう考えても、たまたま目に留まって作業を眺めていたという感じではないのだ。目標を捉えて精査中、みたいで。

　真柴が気づくと初めは視線を逸そらしていた瞳だったが、やがて遠慮なしに見続けるようになり、今では後をつけ回されて監視されているのではないかと思うくらいだ。

　……ストレスなんだけど。

　モデルとして注視される分には真柴も心構えができているが、オフモードを見続けられるのはプレッシャーがかかる。

　それに、この時間を利用して観察するのは、むしろ真柴のほうだったはずなのだ。これでは写真を撮ることもできない。

　トラウマになりそうな恐怖を吞み込んで、あれからまた夜中にアトリエを覗いてみたけれど、瞳はいなかった。深夜の作業も中断中らしい。

　さすがに部屋に押しかけるわけにもいかず、真柴の取材も同じく中断中だ。いや、まだ開始したかどうかも怪しい段階だが。

　とにかくこの一週間ほど、真柴は完全にこの家のハウスキーパーと化している。例えるなら、主人の執しつ拗ような視線に晒されているメイドのような状態。家のコンディションがよくなり明るくなるのとは裏腹に、気分はどんよりしてきている。

　しかしその日、ついに変化が訪れた。

　最後の最後まで残っていた、外れかけた雨どいの修理をしていた真柴は、梯はし子ごの上でいつもの視線を感じた。瞳は今回、裏のテラス側から出てきて見上げているようだ。それを無視して雨どいを元の位置に戻し、新しい輪をはめて壁面に固定する。

　こんなもんまで通販で手に入るんだもんな。山奥だろうと孤島だろうと、どうってこたないな。

　そんなことを思いながらポケットからネジを取り出した真柴だったが、手が滑ってネジが落ちた。

「おっと──うおっ!?」

　身体を捻った拍子に梯子が壁から浮き、真柴は慌てて壁に手を伸ばした。摑むものといったら修理中の雨どいぐらいだが、これは共倒れになるのが目に見えているととっさに判断し、雨どいと平行に壁に張りついているケーブルカバーを指で摑む。

「うぬぬぬ……」

　幅三センチ厚み二センチほどのそれを、親指と人差し指の先に渾こん身しんの力を込めて握り、梯子ごと自分の身体を思いきり引き寄せた。妙な具合にバランスを取って直立状態だった梯子が、どうにか元どおり壁に寄り添う。

　……た、助かった……。

　高さはさほどでもないが、梯子もろとも倒れたら、骨折まではいかなくてもダメージは大きいだろう。落下地点は石畳で、当たりどころによってはヤバい。

　壁にしがみついて、安堵の息をつく。急激に力を出した腕が、強張ってプルプルしていた。

「遼くん！」

　瞳の叫び声に、その存在を思い出した。さすがに肝を冷やしたことだろう。

「ああ、驚かせてごめん。だいじょうぶだから──」

　瞳は食い入るようにこちらを見上げていた。両の拳まで握りしめていたが、なんというか、予想していたような表情と違う。見開いた目は、驚きや心配というよりは爛々としていて、口もとには笑みのようなものまで浮かんでいた。

「な、なに？」

　なんだか嫌な予感が……。

「明日からスケッチ再開しよう！」

「は……？」

　なにが瞳のスイッチを入れたのか、真柴には皆目わからなかったが、とにかく専業主婦業はこれで終了らしい。










　後から瞳が語ったところによると、真柴がケーブルカバーを指先で摑んでじりじりと身体を引き戻したときの、筋肉の動きにインスピレーションを刺激されたらしい。

『内側から膨れ上がってくるような、あの力強さ！　筋肉量の多た寡かは関係ない！　実際に力を発揮しているときの身体こそが、パワーを象徴する！』

　またなにかに取り憑つかれているようなハイテンションで熱弁を振るっていたが、ヤバい感じではなく、明るく前向きに弾けているようだったので、やる気になってくれたならいいかと頷いておいた。

　それに……俺を見て刺激を受けたっていうなら、嬉うれしいじゃないか。

　実態は潜入取材ではあるけれど、一応モデルとして接しているのだから、それで芸術家が発奮してくれたら本望だ。

　というわけで翌日は、真柴も気合充分にアトリエへ乗り込んだのだが──。

　甘かったか……？

　最初はノリノリでスケッチに勤しんでいた瞳だが、時間が経つにつれてその表情が険しいものになっていった。二時間ほどが経過した今は、スケッチそっちのけで真柴のポーズを調整しまくっている。

　例によって非常に保持が苦しい体勢を要求するので、先ほどからは柱に寄りかかっていた。アトリエは二部屋をぶち抜いて改造したらしく、その名残か、しっかりとした柱が空間に二本立っている。先日の脚立よりは安定感もあるし、なによりごつごつしていないのがいい。

　ちなみに今回も全裸に布きれを巻きつけた、ギリシャ彫刻風の格好をさせられている。

　しかし肩だけを預けるような反り気味の体勢なので、早くも腹筋が引き攣つれそうだった。さらに片手を逆手に上げて、柱を摑むように指示されたので、ますます仰け反ることになった。その分、踏ん張ろうとすると、すかさず瞳がダメ出しをする。

「足は投げ出す感じで。間違っても強さを感じさせるな」

　……むちゃくちゃだろ。

　だったら、尻の下に支えをくれと言いたい。こんなポーズでは、重力に従ったらそのまま崩れるに決まっている。

　それでもリクエストに応えるべく、必死に重心を調整してポーズを維持していると、ぐるりと真柴の周囲を巡った瞳が、眉間に縦じわを寄せて首を振った。

「そうじゃない」

「へっ？」

　真柴が視線を向けると、瞳は苛々とコンテでこめかみの辺りを擦っている。みるみる白はく皙せきに黒い線が入っていくのだが、当人はまったく気づいていないらしい。

「そういう表情じゃないんだ」

　次は顔かと真柴はげんなりする。

「……そう言われても……」

　デッサンモデル業も長いが、表情についてダメ出しされたのは初めてだ。そもそも身体の線を写し取るためのモデルなので、顔のパーツなどはいつもほとんど無視されている。

　というか、表情まで写し取るつもりなのか。真柴は役者ではないのだから、そういった注文に応えるのはむずかしい。いっそ表情のほうは別にモデルをつかって、組み合わせたほうがいいのではないか。

「痛みと絶望、そこに潜む悦楽をにじませてほしい」

　……なんだか盛りだくさんだな。ていうか、痛みに悦楽って……。

「……こ、こう？」

　とりあえず思いきり顔をしかめてみたが、瞳の眦まなじりが吊り上がった。

「ふざけてるのか？」

　一段低いトーンの声に、真柴は慌ててかぶりを振る。

「めっそうもない。だって、痛いのに気持ちいいなんてありえないでしょ。しかも絶望なんだろ？　どういう顔だよ？」

「だから──……」

　瞳もまたどう説明すればいいのかわからないらしく、顎に手を当てて考え込む。自分の中にイメージはあるようだが、うまく言葉が出てこないようだ。

「ていうか、これってなんのモチーフ？」

　棚倉に命じられた取材ポイントのひとつが、制作中の作品内容についてだったこともあるが、具体的なギリシャ神話の神の名なり英雄の名なりを聞けば、瞳の意向を酌み取れるかと思ったので訊いた。

　瞳はちらりと挑むように真柴を見返す。コンテの黒ずみが間抜けで迫力に欠けるが、真剣に取り組んでいる状態なのは窺えた。

「プロメテウス」

「プロ──……？」

　名前は聞き覚えがあるが、どういう特徴があるのかは忘れてしまった。ギリシャ神話モチーフの有名彫刻を勉強したときに、一応さくっとギリシャの神々の一覧みたいなものにも目を通したのだが、相関関係が込み入っていて、しかも似たような印象の名前が多く混乱する。さらにローマ神話と混同して、名前がごっちゃになってしまっていた。

「ティタン神族のひとり。人類に火を与えた神──」

　ああ、あったな、そんなエピソード。だから、原子力関係に名前が使われたりするんだよな。

　滔とう々とうと続く瞳の説明のほとんどを、右から左へ聞き流していた真柴だが、途中でふと耳をそばだてた。

「──で、ゼウスは勝手なことをしたプロメテウスをカウカーソス山に磔はりつけにさせ、ハゲタカに肝臓を啄ついばませるんだ……」

　そのグロいエピソードそのものは記憶にあって、またすごいモチーフを選んだものだと真柴はぞっとした。語っている瞳が恍こう惚こつとしているのが、薄気味悪さに拍車をかける。芸術家の感性というものはわからない。潜在的なＳ気質という可能性もなくはないが。

「で？　俺の役どころってなに？」

　真柴が問うと、瞳は怪け訝げんそうに片眉を上げた。なにを言っているんだ、というふうに。

「え？　だって、作風的に俺は主役じゃないだろ？　ハゲタカの擬人化？　でも、ハゲタカは食うほうだよな？　じゃあ痛いってのはないんじゃね？　あ、プロメテウスに手下でもいたの？　共犯罪で捕まったとか」

「なにを言ってるんだ、きみは」

　今度は実際に肉声が聞こえた。

「きみがプロメテウスに決まってるだろ」

「えっ？　まさか」

「なにがまさかなんだ。そう決めたから、スケッチを再開したんじゃないか」

　……マジで？　俺が主役……。

　単なる気分転換の練習台、よくて添え物のモデルと思い込んでいただけに、真柴は呆然とした後で、ぎくしゃくと首を振った。

「……俺じゃ筋肉不足だと思うけど」

「これまで何人のモデルでもピンとこなかったんだ。それがようやくきみでいける気がしてる。俺がいいと思うんだから、これまでの作風だとか筋肉だとか関係ない」

　真柴は呆然としていたが、きっぱりと言い切った瞳が深く頷くのを見て、胸の奥からじわじわと込み上げてくるものを感じた。昨日も瞳がやる気を感じたらしいのを嬉しく思ったが、その比ではない。

　……俺がいい、って……。

　彫刻家・影森瞳に題材のモデルとして乞われたのだ。本気の作品のモデルとして。並み居るマッチョモデルたちを押しのけて、真柴のなにかを瞳が認めてくれたことが嬉しい。代わりのあるデッサンモデルではなく、初めて真柴でなければと求められたことが、気持ちを昂たかぶらせていく。

「そ、そう……じゃ、頑張らなきゃな！　えっと、なんだっけ？　痛みと絶望と、悦楽？」

　にわかに真柴は張り切って、柱にへばりつく。真意を聞かされても、要求されるイメージにはやはり理解しがたいものがあるが、本気には本気で応えるべきだろう。

　それからも細々と単語やフレーズでイメージを伝えられ、真柴もできる限り表現しようと努めたのだが、瞳は納得しない。ポーズそっちのけで表情ばかり動かし続け、いい加減顔の筋肉も強張ってきた。

　いや、でも俺がモデルなら、制作のためってことでいろいろ訊けるし、それは取材が超スムーズになるってことだろ。頑張るしかないじゃん。

　とにかく瞳に新作のモデルとして選ばれたことが嬉しく、それを作り上げようというやる気が漲みなぎって、もはや真柴の中で取材というミッションは二の次になっていたが、無視するわけにもいかない。というか、モデルをしていれば自然と情報も入ってくるわけで、理想的な流れだろう。

「うっ……」

　ふいに股間を握られ、真柴は思考から覚めた。

「痛ってえな！　なんだよ、急に──……」

　反射的に食ってかかったのだが、至近距離の瞳と視線がぶつかって、言葉が途切れた。

　うわ、まず……。

　瞳は通常よりも小さくなったように見える瞳孔で、真柴を見つめていた。口もとを歪めるような笑みを浮かべている。あれだ。例の豹変だ。いつの間に。

　しかもなんで握ってんだよ？　この前のは謝り倒して、反省したんじゃなかったのかよ？

「……ちょ、……瞳さん……？」

　そっと瞳の手からブツを引き抜こうと腰を引いたのだが、瞳は依然として握り続けているばかりか、微妙に刺激を加えてくる。刺激のほうはともかく、急所を摑まれていると男は強く出られなくなるものらしい。真柴は控えめに抗議した。

「そこは今、関係ないと思う。表情の続き、決めようよ……」

「だから、このほうがいいんじゃないか？」

「は……？」

　くくく……と低い笑いを洩らしながら、その造作には不似合いな酷薄な笑みを浮かべた。

　ひいっ……。

　スイッチが切り替わっていると察せられて、過日のいたぶりや覗き見した彫刻破壊を思い出す。汗がすうっと冷えてきて、震えそうだ。

「あのときの顔はなかなかよかったよ。憶えてるか？　嚙まれてヒイヒイ言ったり、それなのにしゃぶられるとその気になって……口開いて涎垂らして、とろんとした目になって──」

　今、それを持ち出すか！

　瞳のほうこそあれからずっとしおらしくしていて、真柴を襲った事実などなかったことのようにしていたくせに。だから真柴も、仕事に夢中になりすぎて箍たがが外れてしまったのだと、忘れようとしていたのに。

　しかもただ指摘するだけならともかく、なぜそんな嘲るような言い方をするのか。のめり込んだ末の豹変にしてもひどい。

　というか、やはり瞳はＳモードに切り替わってしまうらしい。しかしそれが仕事中の常なら、その状態で出来上がった作品が世間で評価されているわけで、この態度を改めさせることは得策ではないのだろうか。

　でもなあ、けっこう過激なんだよな。だいたいどこまで増長するのかもわかんねえし。流血沙汰とかになったら……。

　そんなことを考えて対応に迷っていると、局部に鋭い痛みが走った。

「うあっ！　っく……だ、からっ！　爪を立てるなって！」

　先端の孔に爪の先を捻じ込まれ、真柴は反射的に前屈かがみになって、股間を両手で覆った。すかさず瞳は真柴の後ろ髪を摑んで、上体を引き上げる。見かけより腕力があるのは実証済みだが、今はさらにすごい。Ｓモードになると、力も強くなるようだ。

　それでも本気になれば体格差の利で負けはしないと思うのだが、モデルという立場上、気が引けた。

　手段はアレだが、夢中になって人が変わっているということは、表情を引き出そうという気持ちも本物のはず──なのだ。瞳が本気ならそれに応えると決めてしまった手前、真柴のほうから投げ出すわけにはいかない。

　そんなふうに思考が右往左往している間に、飴と鞭の飴パートになったらしく、なんとも甘い刺激が下腹から這はい上がってきた。いつの間にか真柴のモノは芯を作っていて、それを彫刻家の繊細な指が、絶妙な力加減で煽っていく。

「……う……っ……」

　堪こらえようもなく喉奥から洩れた呻きを、瞳は聞き逃さなかったらしい。一瞬真柴に嫣えん然ぜんとした笑みを見せて、足もとにしゃがみ込んだ。

「単純だよな。痛がったり悦よろこんだり」

　もう手を添えなくても上を向いたものを、指二本でつまんで自分の唇に押し当てる。柔らかな感触はそれだけで真柴をたまらなくさせ、自分から腰を突き出してしまった。

　わずかな抵抗を伴って、生温かい口中に迎え入れられる。一気に押し寄せてきた甘美な感覚に、ずぶずぶとはまっていく。

　この野郎いいように弄びやがってとか、なんで俺はきっぱり拒絶できないんだとか、きっとまたいきなり痛い目に遭わされるんだろうとか、腹立たしいやら気持ちいいやらびくびくするやらわけの分からないまま悶もだえる。

　それでもやはり自分にいちばん都合がいいものを選び取ってしまうわけで、瞳の台詞ではないが、たしかに男というのは即物的な生き物だ。

　瞳の舌が、完勃ちしたものを根元から舐め上げる。柔らかく、それでいて弾力があり、ぴたりと張りつかれると、粘膜越しの擦れ加減が得も言われぬ快感をもたらす。

　うあー……いい。すっげえいい……。

　同性ならではというか、タマの面倒まで見てくれるので、加速度的に射精感が湧き上がって、このまま咥えてラストスパートに持ち込んでほしいと切に願った。

　その念が伝わったかのように、あるいは真柴の状態でお見通しだったのか、しつこいほどに先端のくびれを舐め回していた瞳が、吸い込むように深々と真柴を吞み込んだ。

「うっ……」

　真柴は仰け反って、全身を硬直させる。圧迫するように包まれて、己の脈動が身体中に響き渡った。

　唇で締められながらゆっくりと抜き差しされ、ほとんどセックスの感覚──いや、それ以上の官能に溺おぼれていく。

　それにしても瞳のテクニックはどうだろう。真柴も人並みには経験があるつもりだが、かつてこれほどフェラチオで気持ちよくさせられたことはない。

　つまり、それだけ場数を踏んでるってことだよな。しゃぶるのが巧いってことは、当然相手は男なわけで。

　公私ともにモデルを相手にしているという噂は、やはり事実だったか。いや、合意の上なら真柴が口を挟む筋合もないが、なんとなく──。

　なんとなく……なんだ？

　自分の思考に引っかかって、目を開ける。真柴が口を挟むことではない、それで終了の事柄だろう。なぜそこで逆接になる。

　しかもなんとなく、って。けっきょく自分でも理由なんかねえんじゃん。

　そう自分に突っ込みを入れていると、これまでになく喉奥まで咥えられ、締めつけられた。胴震いするような快感に、真柴は慌てる。

「あっ、ちょっ、待っ……」

　確実に登りつめそうな予感に、全力で身を任せたい気持ちでいっぱいだったが、片隅に追いやられた理性が、そのまま発射していいのかと疑問を投げかけてきたのだ。しゃぶられたからといって、さすがに口に出してしまうのはどうなのだろう。

　このままイきたい！　でも、俺とこの人はそんな関係じゃないし……。

　愛だの恋だのではなく、仕事上の目的のための手段としての行為だ。たぶん。それで口内射精は、調子に乗りすぎではないのかと自問自答していると、突然、感覚が無になった。

　え──？

　はっとして身を起こしかけた真柴の前に、瞳がすっくと立つ。唾液に濡れた口もとを手の甲で拭っている。

　マジで止めやがった！

　一瞬怒りが湧いたのも、男の性と大目に見てほしい。本能に駆られているときは、じゃまが入るとそうなるものなのだ。単純だから。

　しかし離れたということは、瞳もそこまでする気はなかったということで、粗そ相そうをせずに済んだと安堵すべきか。

　けど、こいつをどうしたら……。

　寸止め状態である。あとひと息で昇天というところでおあずけなんて。

　無意識に手が下肢に伸び、ブツを握ろうとした寸前で、瞳に摑まれた。

「それだ！」

「はあっ？　ちょっと待って、話は後で──」

「だめだ」

　ぐっと近づいた顔を見て、欲望に囚とらわれていた真柴に正気が戻ってくる。

　ひい、まずい！　この顔は……。

　瞳のほうは正気を失っている。真柴を凝視して涎を垂らさんばかりになっているのは、もちろん決してエロ絡みではない。痛みと絶望に潜む悦楽とやらの表情の片鱗が、きっと真柴の顔に見み出いだせたのだろう。

　それは真柴的にもめでたいことなのだが、瞳の豹変が怖くてそれどころではない。

「えっと、あの……ＯＫならスケッチを始めたほうが──」

「まだだ。それじゃまだ悦んでるだらしない顔でしかない」

　なんだと？　ずいぶん言ってくれるじゃねえか。

　だいたい男のよがってる顔なんて、多少なりともだらしないものではないのか。それに、そういう顔をさせたのはそっちだろう。

「まったくきみは快感に弱いね。この前、ずいぶん苛められたのを憶えてるだろうに、懲りずにその気になってるんだから。鼻の孔膨らませちゃって、あーあ、みっともないったら」

　……なんなんだ、なんなんだ！

　真柴の中にふつふつと怒りが湧いてきた。別な意味で興奮状態だったせいか、それが怒りに変換されて上昇している感じだ。

　瞳が今、通常の状態でないのはわかる。わかるし、そのときの瞳がＳ的に不遜なタイプに変貌するのも承知している。

　しかし、ものには限度があるし、どんな間柄だろうと礼儀というものがあるだろう。だいたい瞳だって真柴がいい、真柴でなければとモデルとして求めているはずなのに、いざ作業になると、なぜこんなふうに貶おとしめるのか。瞳に協力したいという気持ちも萎えそうになるくらいに容赦がない。

　己の沸点は高いほうだと思っていたが、どうにも腹立たしい。瞳にそんなふうに思われるのが悔しい。

「……ああそう。なら、俺には無理かも。あんたも気に入ってないんだろ」

　そう言って柱を離れようとしたのだが、瞳に喉元を摑まれて押し返された。思いきり後頭部を打ちつけてしまい、呻く。

「あっ、その顔！　やっぱり痛がってる顔がぐっとくるな」

　瞳は興奮気味に目を輝かせて笑みを浮かべた。

　や……、やっぱこいつおかしいって！

　というか、もはやスケッチだとかはどうでもいいのではないかと思えてきた。単に個人的な趣味嗜し好こうなのではないか？　仕事だとかモデルを探して云うん々ぬんは後付けで、今は新たな獲物の真柴をいたぶることが目的なのでは──。

「……彫刻モデルの表情が欲しかったんじゃねえのかよ？」

　そんな瞳の情熱を感じたからこそ、真柴も向き合おうと思ったのに。

「ああ、そうだよ！」

　イった目つきで同意されても、まったく信じられない。

「この辺──」

「うっ……」

　胃の上辺りに、ぐりぐりと硬いものが押しつけられた。

　なんだ？　指じゃない。もっと硬い──。

　首を摑まれて固定されているので、目だけを向けてぎょっとする。いつの間に手にしていたのか、瞳はノミの尻を真柴の腹にめり込ませていた。ナントカに刃物ということわざが脳裏に浮かぶ。いつ刃のほうを向けられるか、わかったものではない。

「ここをハゲタカに突っつかれて、肝臓を食われるんだよ」

　ぞっとする囁ささやきに、つ……、っとこめかみから汗が伝った。そんな真柴を瞳は嬉き々きとした顔で凝視していたが、汗のしずくが顎まで流れたところで背伸びをし、舌を伸ばして汗を舐めた。

「恐怖の味がする……」

　ひいいっ、いかれてる！

　もはやモチーフだとかイメージだとか、そんなもののためでないのは明らかだった。だとすれば逃げの一択しかないわけだが、なにしろ敵は凶器を所持しているので、迂う闊かつに動けない。真柴のほうは武器もないし、防具もない。身に着けているものといえば、申しわけ程度に身体を覆っている布きれだけだ。こんなものがなんの役に立つ？

「……ひ、瞳さん……いい加減にして……マジ、痛えから……」

　ずっとぐりぐりやられていると、さすがに打ち身のような痛みが生じてきて、それも地味にストレスになっている。とにかく一刻も早くこの状況から脱却したい。

　ここから逃げられたら絶対ネタにしてやるからな！　影森瞳はドＳどころか紙一重の危険人物だって、言いふらしてやる！

　しかし泣き落としはまったく功を奏さなかったのか、瞳はこともなげに言い返してきた。

「まだまだだろ」
















「はあっ!?　なに言ってんだよ！　痛えよ！　ぜってえ痣あざになってるから！」

　一方的にやられているのも限界で、真柴は思わず怒鳴った。そのとき、腹に押しつけられるものの感触が変わる。ひやりとしたそれは、ノミの刃だ。

「……っ、……」

「そうそう。怖いよね。どうしようもないよね。血だってどくどく出てくる。止まらなかったら死んじゃうかもしれない」

　……マジか……。

　真柴は呼吸するのも忘れて、腹に押し当てられている凶器の感触に全神経を注いだ。ナイフほど刃は薄くなく、鋭さに欠けるとしても、先ほどの勢いで抉えぐられたら、絶対に皮膚を突き破る。

【山中の惨劇！　プロメテウスはノミに肝臓を食われる】【新進彫刻家の凶行・モデルの肝臓見つからず】などという扇情的なゴシップ雑誌の見出しが脳裏を駆け巡って、ついに叫び出しそうになったとき、腹から刃の感触が消えた。

　え……？

　床になにかが転がった音が響き、もしかしたらそれがノミだったのではないかと確かめる間もなく、さんざんいたぶられた腹を、今度は手のひらがやんわりと覆った。ねっとりとした手つきで撫で回されるが、じんじんとした痛みはまだ消えない。

「実際に腹に孔を開けたら、命に関わるからな。こんなところまで医者もすぐには来れないし」

　瞳の肩越しに目を走らせて、間違いなくノミが放り出されたのを確認した真柴は、全身から緊張が解けるのを感じると同時に、怒りを湧き上がらせた。

　限界だ。もう我慢ならない。こんな奴の相手をしていたら、命がいくつあっても足りない。

「……うるせえっ！　ど、け──？　うっ……」

　瞳を振り払おうとしたが、それより早く股間を襲った衝撃に、身体から力が奪われた。

「あだだだ……」

　瞳の手が真柴のタマをぎゅうっと握っている。ちなみに発射寸前だった本体のほうは、その後の命の危機にすっかり萎えていた。

「こっちならつぶしても死にはしないよな？　さあ、いい顔見せてくれ」

　……なに!?

　冗談はよせとふつうなら言うところだが、本気の可能性のほうが高いくらいなので、真柴は瞳の手を引き剝がそうと躍起になる。

「ちくしょう！　放せ、変態っ！」

「そういう顔じゃないっ！」

　まだ言うか、このド腐れ外道が！

「やめろっつってんだろっ！」

　真柴は全体重をかけて瞳に体当たりし、揃って床に倒れ込んだ。さすがに瞳の手も離れる。

「……う……」

　完全に瞳を下敷きにした状態で倒れたので、真柴にダメージは少なかったが、瞳のほうはもろに背中を打ちつけたらしく、ぐったりとしている。それでも薄目を開いて、真柴のほうに手を伸ばしてきた。

　……こんの野郎……マジでいかれてやがる。

　打ち所が悪かったかととっさに心配したことも吹き飛んで、真柴は瞳の細い顎を摑んだ。

「んくっ……」

　こくりと喉が鳴り、眉がひそめられた。半眼のまなざしは焦点が合っておらず、しかしその不安定が色っぽくもある。唇の隙間から覗く舌がちろちろと蠢うごめくのを目にした瞬間、なにかが真柴の中に点ともった。今や立場は逆転したのも同然だ。命の危険まで感じさせられた仕返しをしても、罰は当たらないだろう。

「痛みと絶望、それに潜む悦楽──だっけ？」

　真柴は瞳に馬乗りになって、瞳のＴシャツを乱暴に頭から引き抜くと、それで手首を後ろ手に縛った。

「りょ……遼くん……？」

　ようやく目に光が戻ってきた瞳が、怪訝そうに見上げる。

「遼くんじゃねえよ。あんた、自分がなにしたかわかってんだろ」

「なにって……あ、ごめん！　俺、つい仕事に夢中になって──」

　とぼけるな、と真柴は吐き捨てた。

「完全に個人的な趣味と興味じゃん。ずいぶん貶けなしてくれたけど、そっちこそ興奮してたよなあ、変態さん」

「ちっ、違う！　そうじゃなくて、俺は作品のために──」

「じゃあ、それでもいい。けど、俺には無理。そう言ったのに、無理やりやらせようとするってなんなの？　あんたそれ、立派な傷害ですから」

　瞳はほぼ平常に戻っているらしく、罠わなに囚われたウサギのように震えていた。しかしあの異様なテンションが消えたからといって、記憶までなくしているわけではないらしい。つまりあの凶暴な言動は、本来の瞳と直結しているということだ。

「それは……ほんとに悪かった。でも、どうしても使いたい表情が見たくて……」

　個人的な趣味でないのなら、瞳は彫刻バカだ。目的のためなら手段を選ばないにしても限度がある。

「他人に害をなしてまで作ったって、誰も褒めてくれないよ。それ以前に犯罪者だっつーの」

　ようやく真柴の言っていることが吞み込めたのか、瞳はしょんぼりと項うな垂だれた。

「ごめん……」

「ま、協力してやらないこともないけど」

「えっ？」

　こちらを見た瞳の太ふと腿ももから降りると、真柴は瞳の両肩を摑んで上体を起こさせた。

　アトリエの壁には大きな鏡が張られており、真柴と瞳の全身があますところなく映し出されている。真柴は瞳の背後に移動すると、瞳の顎を捉えて、そちらに目を向けさせた。

「イメージがあるんだろ。だったら自分でその顔してみりゃいいじゃん」

　上腕を摑む手に力を込めると、ようやく瞳は己の現状を把握したらしい。後ろ手に拘束され、先ほどまでいたぶっていた真柴に捕らえられているという、逆転状態に目を見開く。

「痛みと絶望と悦楽、ね。とりあえずこの辺からいってみる？」

　真柴はことさらゆっくりと、顎から胸元へ指を滑らせた。白い身体は薄い筋肉がきれいについていて、着衣のときほど華奢ではなかった。

　早い鼓動を指先に感じて、真柴は興奮する。ようやく一矢報いることができるのだ。

　淡く色づいたかすかな突起を指で挟み、徐々に力を込めて捻り上げる。

「い、痛っ……」

　顔をしかめて呻いた瞳に、真柴は背後から耳元に口を寄せて囁いた。

「痛くしてんだよ。ほら、ちゃんと見て。あんたの欲しい表情になってるか？　まだまだだよなあ」

　反対の胸にも手を回し、爪の先で突起を引っ搔いた。瞳は鋭い声を上げて身体を揺らしたが、こそげ落とす勢いで何度もそれを繰り返す。

「ああっ、痛、痛いっ」

「乳首くらいなら、取れても死にやしないって。こんな小せえんだから。あれ？　なんか硬くなってきたけど」

　単純な刺激に反応しているのだろうが、真柴はことさら驚いてみせた。瞳の両肩を摑んで胸を開くように晒し、鏡に向かって嘲る。

「さすが彫刻家先生だなあ。痛みと悦楽ってこういうことですか。でも、痛いのが気持ちいいって、誰にでも通じるもんじゃないよ。あんたが変態なだけ」

　瞳の胸は乳首どころか乳にゆう暈うんのその周りまで赤みを帯びて、青白いような肌とのコントラストが目を射る。

　はあはあと息を乱した瞳を揺さぶって顔を上げさせると、ずいぶんと上気していて、特に潤うるんだ目元におっとなった。

　な、なにこいつ……妙な色気が……。

　これまで瞳に色気など感じたことはない。そういう対象ではないし、そんなふうに見るような機会もなかった。むしろ隠密取材という使命がなければ、関わりたくないような変人の部類で──一時はそれも創作意欲ゆえの言動なのだと、瞳のひたむきさゆえと捉えて協力しようと思い直したが、やはりどうしようもなくいかれた野郎だと結論づけたのではなかったか。

　とにかく今は、さんざん振り回し、心身ともにダメージを与えてくれた瞳に仕返しをしてやるチャンスなのだ。せいぜい泣き喚いて、自分がしたことを反省すればいい。

「……よ、喜んでんじゃねえよ、ばーか！」

　まるで子どものけんかのような台詞が口を突いて出てしまい、それが自分が狼狽えている証拠のような気がして、真柴は焦った。現状明らかに優位に立っている自分が、どうして慌てなくてはならないのだ。

　そ、そうだ！　タマだ！　目には目を、タマにはタマを……！

　真柴は瞳のデニムの前を開き、下着ごと一気に膝まで引き下ろした。

「や、やめてっ……！」

　腕の中の瞳が我に返ったように暴れる。

　そうこなくちゃ。

　微妙に芝居めいた振る舞いが引っかかりはしたが、とにかく瞳が嫌がって逃げようとしているという状態に、勢いを得た。

「うるせえよ。さんざん人のチンコ見まくっただろ。それだけじゃねえよな。握ったり捻ったり、容赦なく扱いやがって」

　まとわりつく着衣を蹴り落とし、全裸にした瞳を鏡に向かって大股開きにした。

「さあ、あんたの粗チンも見せてもらおうか」

　それまで狼狽えて恥じらう瞳の顔を楽しんでいた真柴は、鏡で瞳の局部を見て目を瞠った。粗チンではない。まあそれは言葉のあやで、べつに根拠があってのことではなかったが、体型と比して予想の範囲内のそれは、なんというか──非常に整っていた。そういう表現が正しいなら、美しかった。粗チンではなく美チンだ。

　……ていうか、ギンギンじゃねえか！

　そう、美しい以上に驚いたのは、この状況で瞳が完勃ちしていたことだ。しかも真柴が見入っているこの間にも、喘あえぐ呼吸に合わせて、先端の孔から先走りが溢あふれている。

　……超ド変態……。

　ドン引きしそうになる気持ちを抑えつけて、そっと瞳の顔に視線を移すと、瞳は陶然とした目つきで己の股間を凝視していた。

　縛られて、いたずらされて、脅されて、それでうっとりして興奮している奴に、とても勝てる気がしないのだが、真柴としても仕返しせずに退散するのは悔しい。それに、本気で身の危険を感じさせれば、瞳も反省すると思うのだ。

「……あーあ、こんなに喜んじゃって。どうしようもないね、先生」

　ペニスを握ると、手の中でぬるっと滑る。造形そのものは勃っていてもきれいという印象が強いのだが、興奮してこんなに濡れていると思うと、なんていやらしいんだと思ってしまう。

「あっ、あ、ああっ」

　瞳は真柴に握られたまま、夢中で腰を振った。タマも尻の孔も丸見えだ。

「悦楽だけじゃだめだろ」

　ペニスから手を離してタマを強く握る。真柴が味わった痛みと恐怖を思い知れという気持ちはあったが、もちろん実際につぶす気はない。

　しかし瞳は大仰な声を上げ──射精した。

　なにっ!?

　放置されたペニスから、間欠的に飛ひ沫まつが散る。床にしたたった精液を、真柴はあんぐりと口を開けて見つめた。

　仰け反って真柴の胸にもたれて、息を喘がせる瞳に視線を移し、その変態ぶりにぞっとしながらも、わけのわからない衝動が全身を覆った。

　ていうか、なんで俺まで勃ってんだよ!?

　思わず瞳を突き飛ばして立ち上がった真柴だったが、倒れ込んだ瞳の姿態のしどけなさに目を奪われた。

　いつもと違って全体的に血の通った色をした肌が、さらに汗ばんでしっとりとした光沢を放っている。呼吸のたびに陰影が変わって、ことさら生々しさを感じさせた。

　ときおり小さく震えては、せつなげな息を洩らす。射精したばかりでまだ萎えていないペニスが、なにかを訴えるようにピクピクしている。

　真柴の下腹に、ぐうっと血が滾たぎった。

　……こんの野郎……っ……。

　なにがこの野郎なのか、瞳を見てなぜこんなに攻撃的な気持ちになるのかわからないが、とにかく真柴は荒ぶっていた。

　いいように弄ばれた仕返しをしたいと思って、実際反撃に出たわけだが、瞳から謝罪や許しを願う言葉が聞ければ、それで終わりにするつもりでいた。真柴は瞳のような変態ではないので、いたぶられている相手を見て楽しむような趣味はない。

　それなのにどういうわけか今、もっと瞳になにかしたくてたまらない。

　なにかって、なんだよ？

　自問しながら瞳を見おろし、目についたペニスを摑むと扱きたてた。猫じゃらしの誘惑に勝てない猫のように、手を伸ばさずにはいられなかった。

「ああっ、だ……だめっ……まだイったばかりで……」

「はっ、未練がましくピクピクさせてたくせに。だいたいちょっとタマ握られたくらいでイくなんて、よっぽど餓えてたんだろ。遠慮すんなよ」

「あああっ、ん」

　言葉のわりには、床の上で仰け反るようにして喘ぎ、淫みだらに腰を振りたくっている。怪しい軟体生物のように身体を波打たせ、目を閉じて恍惚としている瞳の後ろ髪を摑み、鏡に向けた。

「ちゃんと見ろって。どうだよ？　俺のことをだらしないとか言ってたけど、あんただってそうとうだろ？」

「……あ……ああ……」

　鏡の前で横おう臥がした瞳の全身が映るように、真柴はその後ろに寄り添うように横たわった。瞳の上側の脚を自分の太腿に引っかけさせ、腰を突き出させてペニスを弄び続ける。くっきりと浮き上がった腰骨がエロい。

　瞳の上半身を固定するために、下から肩を抱くようにしていた指先が、ちょうど胸の突起に触れて、その硬く尖った感触にムラッときた。

「は、はは……こっちまで硬くしてやがる。そういやさっきもずいぶん悦んでたっけな。男のくせに乳首がいいわけ？　こんな豆粒みたいなやつが」

　指の腹で押しつぶすようにして捏ねると、瞳の喘ぎが高くなった。腰の動きも忙しなくなり、精液やその後にも溢れてきたものにまみれたペニスが、ぐちゅぐちゅと淫いん靡びな音を立てる。

　真柴は瞳の上体を捩りつつ、自分も背後から覆い被さるようにして舌を伸ばし、膨れた乳首に吸いついた。

「ああーっ、い……いいっ、ああんっ、あっ」

　大仰なほどの嬌きよう声せいにぎょっとするが、たしかに感じているようで、握ったペニスがさらにぬるぬるになってきた。真柴の手のひらに脈動を返してくるそれは、萎えることなく二ラウンド目に突入している。

　自分の手で翻弄されている瞳の様子は、真柴をひどく興奮させているが、悦ばせる一方というのはなんだか悔しい。

　いや、これはこれで楽しいんだけど、なんかもっとこう……。

　もっと追いつめられた顔が見たい。そう、仕返しの意味も込めて。これでは奉仕しているようなものではないか。

　真柴は瞳のペニスを放り出し、双丘の間に指を滑り込ませた。大股開き状態なので、簡単に後孔を探り当てる。瞳のもので濡れていたので、難なくそこに指をめり込ませた。
















「ひいっ……いやっ、なに？　なにっ!?」

　ぎゅうっと締めつけられる指を、揺らしながら奥へと進める。

「なにって、俺のチンコはもうちょっとでかいけど。あ、もしかしてもの足りない？　いっつもマッチョモデルをここで食ってんじゃねえの？　あれ？　もしかしてあんたが入れるほう？」

　瞳が初めて抵抗らしきものを示したので、真柴は俄が然ぜんノってきた。鏡越しに見るその顔は、直前までの快楽でいやらしく蕩とろけた中に、戸惑いが浮かんでいる。自分自身、どう反応したらいいのかわからないような、誰かに──真柴に？　──救いを求めているような顔だ。

　ていうか、きっついな。ローションなしだとこんなもんか？　こなれてないっつーか……。

　まあ、いい。痛い表情がお好みだそうだから、多少は自分でも味わってもらおう。

「でも、ちょうどいいじゃん。ほら、じっくり自分の顔を観察すれば？　参考になるだろ」

　瞳の顎を捉えて鏡に向けたまま、強引に指を二本に増やした。

「ああっ、痛っ……い、たい……っ……」

　きつく眉を寄せて苦痛の声を洩らす瞳だが、そのしかめ面が真柴の目を引く。

　……ん？　んんっ!?

　視線は鏡の中の自分に向いているようなのだが、どこか焦点がずれているようにも見えて、その茫ぼう洋ようというか意識が飛び気味というか、痛がっているのに別な感覚も得ているようだ。

　うわ……。

　どくん、と腹の中で爆発が起きたような衝撃を感じた。それを機に、瞳の痴態に気を取られていて忘れていた、自分の状態を思い出す。思い出すというか思い知らされたというか、身体中に響くような怒張の脈動に、思わず己の下腹に目を向けた。

　わーっ、マックス！

　それも十代のころのようないきり立ち具合だ。いつの間にやらガマン汁にまみれて、瞳のことをどうこう言える状態ではない。

　こ、これは……。

　ここまで準備が整ったものを、放置するのは惜しい。というか、収まりがつかない。幸いすぐそばに孔はある。

　視線をわずかにずらして、真柴の指を吞んでいる後孔を見つめた。指二本できちきちという感触ではあるが、先ほどから中がうねってきているのも感じていた。入り口は狭いが、そこを過ぎればいい具合に張りついてきそうだと期待が持てる。

　……いい、よな？

　そう自分に都合よく結論づけて、後孔から指を引き抜くと、瞳が小さく呻いて仰け反った。よく見れば、痛い痛いと言いながら、まったく萎えている様子がない。

　ならば遠慮はいらないと、真柴は瞳の片脚を引き上げ、己のものを後孔に宛あてがった。ちょうどいい角度で結合部分が映る。

「瞳さん──」

　耳元で囁くと、瞳ははっとしたように目を開き、次に鏡で状態を悟ったのか、息を吞んだ。

「え……？　噓……」

「噓かどうか、よく見てな。いくよ──」

　感触としては小さな窪くぼみ。そこに、腰全体に力を込めて迫っていく。

「ひいいっ……！」

　さすがに瞳が逃げようとするのを、羽交い絞めにして貫く。ぐうっと押し返されるような圧迫感を、さらに捻じ伏せる勢いで突進すると、硬い肉の輪を通過した。

「あああっ……！」

　瞳の絶叫と同時に、目も眩くらむような快感が真柴を襲う。ぴたりと吸いついた内壁が一斉に震えていた。

　す、すげ……っ……。

　同性とのプレイは初めてではないが、酔った勢いだったり、ちょっとした接待含みだったりと、あまり印象には残っていなかった。だからまあ、男ともやれるけれど積極的なタイプではないと、自分を判断していた。

　それが仕返しの意図だったとしても、途中からこんなに躍起になって、しかも瞳をどうこうしたいという気持ち以上に、自分が瞳とやりたいという衝動に襲われているのが不思議だ。

　たしかに立場が逆転したあたりから、瞳が見せる反応に呆あつ気けにとられ、ときおり引き気味になりながらも、異様に惹ひきつけられてもいた。例えるなら女王さまめいて真柴をいたぶり、それに嬉々としていたのが、一転して責められることにも悦んでいるようなのが、真柴の琴線に触れたというか。

　しかし自分はＳＭ的な興味はなかったはずで、瞳の言動もＳＭというよりは一方的に暴君ぶりを発揮するような、相手を楽しませるどころかこちらの気持ちなどガン無視の状態だった。

　ああもう、なんだっていい！

　ダイレクトに伝わってくる快感を貪るように、真柴はがつがつと抽挿した。張りつく内壁を無理やり穿うがつうちに、徐々に擦れる余裕が生まれ、その摩擦がさらに快感を深めている。真柴が異様に興奮して、先走りを吐き出しているせいもあるのだろう。

　ひいひい言って力なく震えていた瞳はといえば、いつの間にか真柴に揺さぶられながら喘いでいた。

　は……？

　思わず鏡の中の瞳を凝視する。腰を振りながら。

　苦痛の表情が皆無ではないのだが、歪んだ顔の中になにか甘いものが含まれているように見えて、真柴はさらに滾った。

　痛がる顔より断然いい。むしろ、もっとよがらせて翻弄したい。

「あ……ああっ、……や……そこ、んっ……変、な……んか……」

　ふいに腰をうねらせた瞳が訴えて、真柴をぎゅうっと締めつけた。

「うっ……」

　なんという圧迫感。単に締めつけるだけでなく、微細な振動が伝わってきて、高級オナホも白旗を上げそうなメカニズムだ。さすがにモデル相手に百戦錬磨の孔だけはある。

「……黙れよ。あんたはやられてればいいんだって！」

　ＳＭ遊戯は台詞だけにしておく。ここまで没頭している瞳には、それだけでも充分苛められている感が味わえるはずだ。

　繫がったまま瞳を俯うつぶせにして、腰だけを引っ張り上げた。

「あ、ひっ……」

　腕を拘束されていて自分を支えようもない瞳は、顎で上半身を支えるようにして、目の前の鏡に向かって小さく喘いだ。

「……あ、ああ……俺、今……」

「そうだよ。俺に無理やり犯されてんの。ぎゅうぎゅう捩ねじ込まれてさ、ここもすげえ広がっちゃってるぜ」

　後孔の縁を指でなぞると、震えながら輪が締まり、真柴に息を吞ませた。

　いかんいかん、あくまで今の主導権は俺！　惑わされるな。

　真柴は細い腰を摑み直して、背後から思いきり突き上げた。踏ん張ることのできない瞳の身体は徐々に前へ押されていき、ついには額が鏡に押しつけられてしまう。

「ちょうどいいじゃん。よく見てみな。今のあんたの顔はどう？　苦痛と絶望と悦楽になってんじゃね？」

　背中から覗き込むようにすると、中を穿つものの位置が変わったのか、瞳が苦しげな呻きを洩らした。

　悦楽はどうでもいいが、今後真柴に対して無体な真ま似ねはしないように、逆に自分が苛められる側のほうが楽しいと思わせたい。

　あ……そんな必要はないのか。

　こんな反撃をして、瞳がまだ真柴を留め置くとは思えない。真柴のほうだって、捨て身の逆襲のつもりで始めたのではなかったか。

　そう気づくと、無性に悔しくなってきた。悔しいという言葉が適当なのかどうかもよくわからない。偶然ではあるけれど好ましい関係ができたと思っていたのに、それを当の瞳が壊したのが悔しい。いや、悲しい？　裏切られたような感もある。

　それで我慢ならずに報復という暴挙に出たのに、結果すべてぶち壊しになってもしかたないと思っていたはずなのに、これで終わってしまうことがひどく不本意なように感じてしまうというか。

　真柴がそんな思いに翻弄されているのも知らず、瞳はといえば鏡に映った自分を食い入るように、またうっとりと見つめていた。見ろと言ったのはたしかに自分だが、マジでこっちはそっちのけかよ、と口を開こうとしたとき、瞳の顔つきにぞくりとした。

　痛みと絶望はともかく、非常に感じているらしいことは真柴にも伝わってくる。半開きの口の中で赤い舌が小さく震え、唾液の糸が顎を伝っている。汗と涙に濡れた頰は、陳腐な表現だが薔ば薇ら色としかたとえようのない色に上気していた。濡れた睫まつ毛げがところどころ束になっているのも、どきりとするなまめかしさだ。

「あっ、太……、大きくしないでっ……あた、当たる……っ……」

　ふいに声を上げた瞳に締め上げられて、真柴は肉体の快楽に吞み込まれた。それを押し返すように、逆にもっと味わうように、瞳を突き上げる。

「ああっ、嫌っ、いやあ、そこっ……」

「嫌じゃなくていい、だろっ。わかってんだよ、そんなエロい顔しやがって……ここか？　ここだな？」

　瞳の片脚を犬が放尿するときのように抱え上げ、さらに深く結合する。それで中を搔き回すと、瞳は全身を突っ張らせるようにして喘いだ。

　鏡に飛沫が散る。すっかり忘れていたこともあったが、触れてもいなかったペニスが精を放ったことに、瞳が後孔で得た快感を──真柴がもたらした刺激で絶頂を迎えたことを知り、頭に血が上った。

　真柴はそのまま律動を刻んで、己の欲望を突き詰めていく。その間にも瞳は性懲りもなく新たに萌きざして、真柴が極めると同時に三度目の射精をした。

　なんなんだよ。なんなんだよ、こいつっ……。

　途中からわけがわからなくなる。とにかく欲しくて欲しくて、止まらなかった。










　わけがわからない……。

　いろいろと。箍の外れた自分の行動も。それに対する瞳の反応も。

　まあ、瞳は世間的にはかなりいかれた部類だと思うので、理解しようとするにも無理があるが、己のことは放置するわけにはいかないだろう。

　事実関係を整理すると、けっきょくアトリエで瞳が四回、真柴は二回達した。厳密には、瞳はそれ以上だったかもしれない。四回までは真柴もカウントできたが、その後は精液こそ出なかったものの、明らかに極めただろうというそぶりがあった。ドライオーガズムとか言うやつだろうか。

　最終的に意識を飛ばしてしまった瞳に気づいて、真柴も結合を解き我に返った。逃げ出したいほど動揺していたが、瞳をそのままにしておくわけにもいかず、部屋へ連れ帰ってベッドに寝かせた。

　さすがに目覚めるまで見守ることができなかったのは、ヘタレと言われてもしかたがないが勘弁してほしい。どの面下げて待っていればいいのだ。

　仕返ししたかっただけだったんだよ。ガキみたいだけどさ。

　最初はそうだった。間違いなくそのつもりだった。タマをつぶすだのなんだのと、あまりにも凶悪なことを言われたから。

　それを怒るのは間違ってないと、今も思っている。彫刻家がモデルに求めるイメージのリクエストとしては、度が過ぎているだろう。脅しみたいなものだし、実行したら犯罪だ。

　しかも、瞳は嬉々としていたのだから。仕事中に豹変するのは承知の上でも、あれは絶対にヤバい。必死に難を逃れようとするのも、無事が確保できた後も憤りが治まらないのも無理はない、と思うのだ。今度は向こうを焦らせたり、少しくらい痛い目に遭わせたいのも。

　それが……いつの間にか夢中になってたんだもんな。

　あんなに反応されるとは予想外だった。その気のない真柴が絶妙に嗜虐心を刺激され、もっとああしたいこうしたい、その反応を知りたいとのめり込んでしまうほど、瞳の態度がツボにはまってしまった。

　見た目がいいのもあった。初めて目にした瞳の身体は、プロのモデルには及ばずともなかなか均整がとれていて、なんというか味があった。いや、正直に言おう。エロかった。

　身体そのものはふつうに美しい。性や生々しさを強調しない、植物的な清らかな美しさというか。性器まできれいだなという印象だったのだが、そこにあの反応が加わると、ギャップなのかなんなのかものすごくエロかった。特に真柴にとっては大ヒットだった。

　その辺りから、瞳を泣かせて謝らせてやろうという気持ちがわきに押しやられてしまい、逆に自分の興奮ぶりを自覚して、いっそう拍車がかかった。やりたい──そんな気持ちであれほど頭が占められたのは、十代の童貞期以来だ。

　そしてついに合体してみれば、またしても驚きと興奮の連続だった。過去に男を抱いたことはあるのに、まったくの別物だった。

　異常な状況と気持ちの昂りがもたらしたものだったのだろうか、という気もするが、とにかく瞳に夢中だった。

　今だって、思い出すだけでなんか変な気になってくる……。

　ベッドに腰を下ろしたまま、真柴は両手で顔を覆ってため息をつく。

　あの毒気に当てられてしまったのだろうか。瞳が好きだとかそういう感情ではないと思う。というか、あんな相手を好きになるなんて、厄介すぎて無理だ。

　頭の整理はつかないが、とにかくやってしまったことは事実で、果たして素面に戻った瞳がそれにどう対応してくるのか。

　……クビ、か？

　瞳にしてみれば、逆襲を通り越して暴虐だろう。最中はかなり悦んでいたとはいえ、あれは本来のテンションではない。むしろそんな状態を晒してしまったから真柴を避けるというほうが納得だ。つまり、やはりクビだ。

　これも自業自得なのだろうか。不条理に思えなくもないが、真柴にはどうすることもできない。

　棚倉に連絡を取ろうとしてみたが、やはり電波が通じず、携帯は繫がらなかった。まあ繫がったとしても、なんとしても取材を続けろと言われるだろうが、追い出されてしまっては手がない。

　……しかたない。

　真柴は諦めて腰を上げ、部屋を出た。限りなく望みは薄かったが、なんとかクビを繫げてもらえるよう謝り倒すしかない。一時の怒りで反撃に出たけれど、しょせん真柴は自分から関係を断てる立場ではないのだ。

　瞳の寝室のドアは、なにかあったときのために開けたままにしておいた。そっと顔を覗かせると、瞳はまだベッドに横たわっていたが、その足もとに蹲うずくまっていたアーサーがこちらを振り返ってひと声吠えた。

　あ、このやろ……。

　瞳の瞼まぶたが震え、ゆっくりと目を開く。ちょうど顔がこちらを向いていたので、茫洋とした眼差しが真柴を捉えた。

「……や、あの……」

　瞳はたちまち目に光を宿し、身体を起こそうとする。掛けてあった毛布がはらりと捲れて、つややかな肌が現れる。ところどころに鬱血の痕があるのが、自分のせいだと思うと気が引けた。

「遼くん……」

　アーサーは自分の役目は済んだとばかりに真柴の横を通り過ぎて、階段を下りていってしまい、ますます間が持たない。謝罪するにも、もう少し心の準備をしたかった。しかたなく真柴は部屋へ入り、瞳に深々と頭を下げる。

「ごめん。頭に血が上って、ひどい真似をした。でも俺、どうしても瞳さんのモデルがしたくて、ほんとに勝手な話だと思うけど、まだここに置いて──」

「えっ？　ちょ、ちょっと待って！」

　瞳は慌ててベッドから降りようとし、力が入らなかったのか、そのままへなへなと床に頽くずおれた。

「瞳さん！」

　駆け寄った真柴が触れようとすると、自分の身を守るように両肩を抱いて身を丸める。

　そうか。当然のことだが、やはり真柴が恐ろしいのだろう。そう思わせるつもりで取った行動だったが、こうして結果が出てしまうと、ひどく悔やまれた。この家に居座る口実がなくなってしまったからというよりも、瞳に拒まれることがこたえる。

　瞳はそっと真柴を見上げ、視線をベッドに移した。

「毛布取って……恥ずかしい……」

　……は？

　青白い頰がほんのりと染まって、心なしか艶つやを含んだような眼差しで見上げられ、真柴は目を瞠る。

　なんだって……？

「早く！」

「あ、ああ、はい……」

　毛布を肩から掛けてやると、瞳はしっかりと身を覆った。立ち上がろうとするが、どうも難儀しているようなので、真柴は恐る恐る手を貸した。撥はねつけられるかと思ったが、素直に身を預けてくる。ベッドに座り直した瞳は、改めて真柴を見上げた。

「ここに置いてって、なに言ってるの？　出ていくつもりなの？」

「えっ……？　ていうか……追い出したいんじゃ──」

　瞳は恨めしそうな目つきになった。そんな顔もまた可愛い──ような気がする。

「そんなこと、言ってないよね？　遼くんこそ、本当は出ていきたいんじゃないの？」

「えっ？　全然！」

　いろんな意味で本心だったので、真柴はきっぱりと首を振った。

「本当に？」

「ほんとに！　だって……瞳さんのほうこそどうなんだよ？　俺がなにしたか、忘れたわけじゃないだろ」

　瞳は俯いてかぶりを振った。

　うわあ、項が真っ赤だ。

「……憶えてる……忘れられるわけないだろ……あんなことしたの初めてで……」

　うん、俺もあんなになったの初めて──と同意しかけたが、自分の〝初めて〟とは微妙なニュアンスの違いを感じて首を傾げる。

　いや、しかしまさかあれが処女（？）の反応だろうか。たしかに最初は固い感じがしたが、それは抗あらがっているせいだと思っていた。その証拠に、本人も徐々にかなりいい感じになっていたし、尻で感じてもいた。最終的には間違いなく後ろでイっていたのだから、初体験なんてことがあるだろうか。

「びっくりした……まさか入れられるなんて、思ってもみなかったから」

　ちょ……ちょっと待ったー！　マジか!?　マジなのか!?

「……ひ、瞳さん……あの、すごく立ち入ったことを訊くようだけど、これまでにああいうことをしたことは……」

「やだな、遼くん。俺いくつだと思ってんの。三十なんだから童貞は卒業してるよ。まあ、彫刻に夢中になって、いつもすぐ振られるんだけどね」

　そうじゃない、そうじゃなくて……。

　真柴はぶるぶると首を振った。

「男とは!?　し、尻に入れたことは……」

　瞳はばっと赤面し、下を向く。

「だから……初めてだって言ったじゃない」

　消え入りそうな声だったにもかかわらず、真柴は鼓膜を破られたような衝撃を受けた。初体験であれだけイきまくるという無駄な素質にも仰天したが、問題はそんな瞳に対して自分が取った行動だ。

　犯罪者は俺じゃねえか……。しかも未遂の瞳さんと違って完遂だ……。

「……す、すみませんっ！」

　真柴は床に這いつくばって、額を押しつけた。

「遼くんっ？　どうしたの……やめてよ！」

　慌てた瞳に腕を取られて起こされながらも、真柴は謝罪を続ける。

「だって俺、カッとなってひどいことを……瞳さんが初めてだなんて思わなくて──いや、初めてじゃなきゃいいってもんでもないんだけど──」

「やめてってば。ひどいって言うなら、俺だろ。ごめんね。今日だけじゃないよね、この前も……。俺、夢中になるとそれしか考えられなくなって、いつもモデルさんに乱暴するみたいで──みたいでっていうか憶えてるんだけど、後になると自分がしたことが自分で怖かったり自己嫌悪したりして、なにも言われないと、それをいいことに知らんふりして……ほんとごめん！」

　瞳が豹変するのは、やはり仕事に対して求道的すぎてのことのようだ。あまりにも一生懸命に理想のイメージを追い求めるから、手段を選ばなくなるのだろう。最中は自分が無体な要求をしているという自覚もないのかもしれない。

　そこまである意味ばか真面目な瞳を、実は個人的な趣味や欲求を満たそうとしているんじゃないかと、疑ったことまで申しわけなく思えてくる。なにより誤解して、逆襲してしまったことが──。

「いや、悪いのは俺だから」

「違うよ、俺だって──」

　そんな言い合いを続けるうちに、真柴はぽろっと言いわけめいた言葉を洩らした。

「さすがにやりすぎなのはわかってたんだけど、止まらなくて……なんか瞳さん、すっごいエロくて……ああもう、絶対やりたい、って……」

　真柴の腕を摑んでいた瞳が、ぴくりとするのが伝わった。

「そんな……俺だってやめてほしくなかったし……」

「えっ……？」

　真柴は目を上げる。たしかに瞳がノリノリだったのは事実だが、その言い方にはなにか他にも含むところがあるように感じられた。たとえば──あんなことをしておいて本当に調子に乗った言い分だが──真柴を憎からず思っていたので嬉しかった、的な。

　視線が合うと、瞳はそんなんじゃない、というように両手を振った。

「だって、あの、ほらっ、そう！　なんか見えたような気がして」

「見えた？」

　やはりさすがに調子のいい妄想だったかと内心苦笑しながら、なぜそんな期待をしたのだろうと、自分の思考に疑問を持つ。真柴のほうは瞳への恋愛感情があるわけでもないのに。気持ち含みでセックスしてしまったりしたら、なおさら厄介なことになるところだ。

「うん、遼くんが自分を見ろって言っただろ。で、鏡に映ってるのを見て、イメージに近いところがあるかなって。ふだんろくに鏡なんて見ないし、あんなときは特にね。自分が持ってるイメージなんだから、自分がいちばん表現できるのかもって、目からウロコが落ちた感じだった。これは遼くんのおかげだよ。本当に感謝してる。ありがとう！」

　瞳に手を握られて、真柴はなんとも居心地の悪い思いだった。性的な狼ろう藉ぜきを働いて感謝されるなんて、理由を聞いてもなんだかきまりが悪い。自分のほうはそんな意図などなかったのだから、特に。

「でも、やったことはアレだから謝っておくよ。それで許してくれるっていうなら……ありがと」

　そう言うと、瞳は顔を隠すように斜め下を向いた。

「……セックスもすごくよかったよ。あんなに気持ちよかったの初めて。だからまた……」

　なにっ!?

　まだ手を握られたままだったので、今度は真柴が揺らしたのが、瞳に伝わったらしい。

「いや、あのっ、遼くんさえよければなんだけど。ほらっ、イメージも摑めそうだし！　……いやかな？　そうだよね、べつにああいうことが好きなわけじゃないもんね」

「いやっ、好きですっ！　ていうか、瞳さんとはしたいかも！」

　両手で握り合い、見つめ合う。なにをやっているんだろうと頭の片隅で思いながらも、ここははっきり同意しておくべきだと思った。

　だって……よかったもんよ、すごく。

　瞳だって仕事のためと性欲の解消だと言っているのだから、真柴が乗っても問題ないだろう。

「よかったあ」

　瞳は顔を綻ばせた。










　結果オーライとはいっても、瞳の身体に無茶をしたことは間違いなく、まともに立ち上がって歩けない状態だったので、浴室まで抱き上げて運び、身体を洗ってやった。

「ほんとに？　手は動くからいいよ」

　そう言って遠慮していた瞳も、バスタブに浸つかったままシャンプーをすると、上機嫌で真柴に任せてきた。

「すごーい。人の手って気持ちいいねえ」

「ヘアサロンとか行くだろ」

「ここに来てからは全然。髪もてきとうに自分で切ってる。散髪の腕は上がったよ。お返しに今度やってあげようか？」

「いやあ、それは……」

　癖のない髪だし、長めに切り揃えてあるだけだから、どうにか体裁がついているのだろう。見ている分には気づかなかったが、シャンプーをしていると、あちこち妙な長さになっている箇所がある。

　一応ヘアサロンに行っていて、しかもスタイリストが一方的に張り切って整えている真柴のヘアスタイルが維持できるとは思えない。

　しかしそんなふうに言われると、悪い気はしない。というか、瞳が可愛い。

　いやたぶん、寝たせいだろうけど。

　身体だけでも親密になって、その後も関係が良好なら、恋愛感情とまではいかなくても好ましくなるものだろう。

　たしかに豹変したときの瞳はとんでもないし、できるなら二度と対峙したくないと思うけれど、ここにいる限りそれは無理だ。留とどまって取材をしなければならないという真柴の事情もあるが、そんな状態の瞳を甘んじて受け止めようと思うくらいには、平常時の彼に魅力を感じてもいる。

　人が変わるのはともかく、仕事に対してひたむきなとことかさ。仕事を離れるとやたら素直だし、単純だし、そこが可愛い。

　ついでに言えば、エロい。あれもある意味豹変だろうか。三面性のうちふたつが気に入ってしまったのだから、残りの難くらい我慢しよう。誰だって完璧な面ばかりではない。

　髪も身体も洗い終えて、真柴がバスタオルを手に待ちかまえていると、瞳はそれを取ろうと湯船の中から手を伸ばした。

「もう後は自分でするから……」

　恥じらっているらしい。身体も洗ったのだから、今さらなのだが。

「最後まで任せなよ。ていうか、させてください」

　抱えるようにして湯船から出し、バスタオルに包んだ身体を拭う。擽ったそうに苦笑する顔が、見惚れるほどきれいだった。

　生しよ姜うが焼きとグリーンサラダに切り干し大根というメニューの夕食が終わりに近づいたころ、瞳は箸を置いて深々と頭を下げた。

「家の中のことや食事まで作ってくれた上に、今日は本当にありがとう」

「えっ、いや、動けなくさせたのは俺のせいだし」

「そうじゃなくて──」

　瞳はかぶりを振った。

「今までモデルさんに頼りすぎてたんだって気がついた。そのまま写してるだけじゃ、創作じゃないよね。エッセンスを摑んで、自分の中で組み立て直して表現するべきだって、やっとわかったよ」

　感謝いっぱいの表情で言われると、真柴は居心地が悪くなる。あのときは単に瞳に仕返しをしたい一心で、自分の顔を見てみろと言っただけだった。そこから瞳がなにかを摑んだのなら、それは瞳自身の力だ。

「それもこれも、遼くんがモデルに応募して来てくれたからだよね。あ、ビール飲まない？　乾杯しよう」

　だいぶ足腰もしっかりしてきたらしい瞳が、いそいそと冷蔵庫から缶ビールを取り出し、真柴に手渡した。

　真柴が、というか棚倉が瞳のエージェントに連絡を取ったのは、もちろん真柴に取材をさせるためだが、未だにモデルとして採用されたのが不思議でならない。

「あの、さ──」

　缶ビールを打ちつけ合って、ひと口飲んだ真柴は瞳に尋ねた。

「前にも訊いたけど、なんで俺を採用してくれたの？」

　応募の写真は他人のものを使ったが、実物の真柴を見ても、瞳は追い返さなかった。

「ああいう作風だから、モデルもマッチョしか使わないって聞いてたし、だから書類で落とされるだろうと思って、その……別人の写真送ったりしたし。いや、そのくらいここに来たかったんだけど、帰れって言われるのも覚悟してたし。でも瞳さん、あのときお願いしますって言ったよね？」

　真柴がまとまりがつかないままに話す間、瞳は頷いていた。

「実は、あの作風に限界を感じてたんだ」

「限界？　まさか」

　それまでの作品も評価は右肩上がりだと聞いていたし、今か今かと新作を望まれていたはずだ。

　しかし瞳は首を振った。

「本当に。何人モデルを変えてもイメージがまとまらなくて……才能が枯渇したんじゃないかと思った。ううん、俺に才能なんて初めからなかったんじゃないかって。世間に評価されて、新作を期待されているのは知ってたよ。それがよけいにプレッシャーでさ」

　思い出しているのか暗鬱な表情でビールを飲む瞳を、それはそれで絵になるなと思いながら、真柴は話を聞いていた。

「初めて遼くんを見たとき、惹きつけられた。きれいだなって思ったのはもちろんだけど、なんて言うか……この辺の奥を刺激されたっていうか」

　瞳はそう言って、自分の胸を指差した。

「このモデルさんならできる、いや、作りたいって思った。それがいちばん大事なんじゃないかって気がついたんだよ。自分が作りたいものを作るっていうのが。それで評価されなければ、自分の表現力が及ばなかったってことだ」

　いつの間にか瞳の言葉に聞き入っていた。個人的に知りたくて尋ねたことだったが、もしかしたら充分インタビュー記事になる話かもしれない。

「でも、方向性を変えて世間に受けなかったら、って考えなかった？」

　真柴の問いに、瞳は首を傾げた。

「うーん……それよりも、今は自分がいいと思うものを作りたい気持ちのほうが強いな。スランプの間、作れなかったのがけっこう苦しかったから」

　すごい独占インタビューだと思いながらも、瞳の胸の内を知ったことのほうに心が動いていた。瞳が真面目に創作に向き合っていて、悩み苦しんでいたことや、真柴との出会いでトンネルをひとつ抜けたらしいこと──。

　ビールのせいで少し上気した瞳が、ふわりと笑う。その笑顔に、真柴の胸がざわめいた。

「遼くんのおかげだよ。本当に会えてよかった。こんな俺だけど、よろしくお願いします」

「あ……いや、こちらこそ」

　もう一度打ちつけ合った缶は、残り少ない中身のせいで間抜けな音がした。










　瞳は真柴をモデルにプロメテウスを作り上げると決めたらしく、本格的なポーズの選択に取りかかった。といっても、真柴のやることはそれまでとさして変わらない。リクエストされるままにポーズを取って、スケッチされる。

　しかしこれまでの布きれは排除され、全裸でのモデルとなった。まあ、それも真柴には慣れたもののはずだったが──。

　しんとしたアトリエに、コンテが紙を走る音が響く。立体を形作るために多方面からのスケッチが必要なので、瞳はときおり位置を変えては、スケッチを重ねていく。

「あっ……」

　場所を変えるために移動中も、スケッチに修正を加えながら歩いてつんのめった瞳に、真柴は思わずポーズを解き、手を伸ばした。ほっそりとした身体を背中から抱きとめて安堵の息をつくと、腕の中の瞳に睨まれる。

「あと三枚は必要だったのに、動いたらだめだろ」

「瞳さんが転んでけがしたらどうすんだよ？　あんたのことだから、絶対スケッチブックのほうを守るんだろ。それで腕捻挫したりしてさ。だめだめ、自分のこと、もっと大事にしなきゃ」

「大げさだな」

　呆あきれ顔になった瞳がそのまま離れようとせず、体重を預けてくる感じがしたので、真柴はソファに腰を下ろして、その耳元に唇を寄せた。

「する？」

　唇で触れている耳みみ朶たぶが、たちまち温度を上げる。

「仕事中だよ」

「いっつもそうじゃん」

　あれから何度か身体を重ねたが、場所はいつもこのアトリエだった。つまり仕事に集中するうちに発情した瞳に、真柴もまた触発されてという流れだ。

　俺さまというか女王さまというか、とにかくそんなノリで真柴を挑発するように手を出してくる瞳だが、真柴が強気に転じるとＭ気味になる。そして初めのうちは、鏡に映る自分を観察しているようだ。自分の表情を確認するという方法は、かなり効果があるらしい。

　もしかしたらそれをチェックするために、真柴を誘っているのではないかと勘繰ってしまうくらいだ。いや、それはそれでかまわないのだが。真柴にしても、気持ちいい思いをした上に、瞳の創作の手助けにもなるならやぶさかではない。

　しかし今日はまだそこまで没頭していないらしく、瞳は遠慮がちに真柴を押し返した。

「やだって……」

　微妙だなー……。本気で嫌がってるのか、そうじゃないのか。

　素の瞳は仕事以外で我を張ったりするタイプではないので、本気で嫌がっているのかどうかの見極めがむずかしい。しかし抱きしめた身体から伝わってくる鼓動が速度を上げていることに、期待した。

「ほんとに嫌かどうか、確かめる」

　デニムの股間に手を伸ばし、まずはゆっくりと揉もみしだいてみた。

「あ、あっ……」

　真柴の胸の中で、瞳は身を反らす。つややかな髪の奥から、かすかに汗の匂いがした。

「噓つきだな、瞳さん。もう硬くなってんじゃん」

「……そ、それは……違う……」

「へえ？　違うんだ？　おっかしいなー。じゃ見せて」

　真柴がデニムの前を開く間にも、そこは質量を増していって、下着に包まれたものがせり出した。メッシュ地のボクサーショーツは薄く、目を凝らしたら肌色まで覗けそうだ。

「これがふつうの状態なの？」

　指先で形を辿ると、瞳は腰を波打たせた。返事はないので、さらに揶揄からかってみる。

「いつもこんなんじゃ、歩きにくいだろ。あ、貧血にもなっちゃったりして」

　瞳の呼吸が深く大きくなっている。

　……よっしゃ！

　全然嫌がっていない。拒むそぶりは、ちょっとした新たな趣向だろう。それはそれで真柴も楽しい。というか、瞳とならなんでもいい。

「なんかさあ、ぬるぬるしてきたけど」

　ショーツ越しに亀頭を撫で回していると、布の滑りが格段によくなってきた。指先が湿った感触もする。

「ち、違うっ……濡れてないっ」

「こういう生地だから見えないだけだろ。ほんと、いやらしいなー、瞳さんは。ちょっと可愛がっただけで濡らしちゃうんだから」

「噓だ、噓──あっ……！」

　ショーツの合わせからペニスを摑み出し、直じかに握って濡れた音を聞かせた。

「噓つきは瞳さんだよ。ほら、俺の手までべたべただし。瞳さんが出したいやらしい汁で」

「あ……あ、あ……」

　瞳は両手で顔を覆いながらも、指の間からしっかりと己のものを見つめていた。それを確かめた上で、真柴は亀頭を親指と人差し指で捏ねるように愛撫する。

「また溢れてきた。あーあ、止まんないね」

　動きに合わせて先端の孔が歪み、そこからとろとろと透明なしずくが溢れては、真柴の指を濡らした。

「すごいなー。このままイっちゃう？」

「……りょ、遼くんだって！」

　瞳が耐えかねたように声を上げた。

「俺が、なに？」

　なにを言いたいのかはもうわかっていたので、膝の上の瞳を下から突き上げるように腰を揺らした。

「ひっ……遼くんだって、当たってる……」

「当たり前じゃん。瞳さんがエロいから、興奮してんだよ。ああもう、脱いじゃえよ、これ」

　下着から顔を出して勃起しているものを承知で、一気にデニムごと引き抜いた。一瞬とはいえ上向きになっているペニスを無理に逆方向へ押し下げたわけで、さすがに痛かったらしく悲鳴を上げたが、しかし瞳は真柴に全身を預けてきた。

「はい、開いて。瞳さん鏡見るの好きだもんね。もしかしてナルシスト？」

　自分の膝に瞳の両脚を引っかけるようにして、大きく開く。目の前の鏡には、上下というか前後というか、とにかく勃起ペニスが並んでいた。なかなかシュールな景色だ。

「さて、どうしようかな」

「どうって……もう触ってるじゃないか！」

　ゆるゆるのタンクトップという不ふ埒らちな格好で、デッサンののっけから動くたびに乳首をチラ見せしていたのだから、触られても文句を言う筋合いはあるまい。

「決まってるでしょ。さっきからツンツンだったし」

　服の上から突起を擽り、瞳を思いきり喘がせる。どこを触っても反応がいいのだが、前回は乳首だけを舐めまくった結果、乳首イきという偉業を成し遂げた。

「……も、いいっ……そこはいい、から……っ……」

「うん、好きだよね」

「そ、そうじゃなくてっ……触らないで……苦しくなる……」

　まあたしかに、なかなかイけなくて、苦しそうでもあった。

「じゃあ、他のところ舐めてあげる。瞳さん、じゃんけんぽんっ！」

「はっ？　え、あ──」

　突然のことに慌てながらも、後出し気味に瞳がチョキを出す。

「後出しで負けてる。まあ、いいや。瞳さんが負けたから、こっちね」

　真柴は膝の上から瞳を下ろして、ソファに俯せにした。その腰を引き上げて、脚を開かせる。

「ちょっ、遼くん！　なに──」

「瞳さんが勝ったら前、俺が勝ったら後ろ♪」

「はあっ？　そんなこと聞いてない！」

　薄く色づいた窄すぼまりは、清せい楚そというか慎ましいというか、瞳の容姿に合っている。しかしきれいなペニスが欲情すると淫靡になるのと同様に、ここもまた変貌するのだ。

「こんなちっちゃい孔なのに、すごい欲張りなんだよね。俺の指とかアレとか頰張ってさ。知ってる？　昨日なんて、吸い込まれるみたいに入っちゃって……ああ、もうヒクヒクしてる」

　指の腹でしわを伸ばすように撫でると、内側の粘膜が捲れるように盛り上がった。エロい。

「あ……あ、あ……っ……」

　真柴が顔を伏せて舌を伸ばすと、瞳は高く啼ないて腰を揺らす。

「やっ、あつ……熱いっ……」

　あんたのほうが熱いって。もうトロットロじゃん。

　窄まりに舌を捻じ込みながら、なめらかな弾力を楽しんだ。やがて自分のペニスでもこの感触を味わえると思うと、期待で貧血になりそうなほど下腹に血が集まる。

　よくもまあ、今まで手付かずだったものだ。真柴は決して処女性など重視するタイプではなかったはずだが、この身体を知っている男が自分だけだというのは、なんとも独占欲を擽る。

「……だめっ……も、だめ……っ……」

　腰をくねらせて喘ぐ瞳が早くも絶頂へ向かおうとしているのを察して、真柴は脈打つペニスを強く握った。

「ひいっ……」

「まだイっちゃだめだよ。もっと気持ちよくなりたいだろ」

「しゃっ……、そこで、喋しやべる、なっ……」

「はいはい。もっと太いものが欲しいってことですね」

　瞳の反応がよければよいほど、一方でもっと頑張らねばという気にもさせられる。他の奴とならもっといいかもしれないなんて思われたら、悔しい。

　需要がマッチョモデル限定でなくなったのなら、影森瞳のモデル志願者が次から次へと送られてくる可能性もあるわけで、そいつらが瞳とどうにかなってしまうことだって、充分に考えられた。

　だめだろ、そんなの。

　もちろん、取材という使命のために。それが終わるまでは、他人に割り込まれては困る。

　ほっそりとした背中を捩らせる瞳を、片手でしっかりと捉え、真柴は己のものを後孔に押し当てた。舐めただけだが、瞳が上手に吞み込んでいくのは、もうわかっていた。それなりに抵抗もあるし苦しくもあるようなのだが、そこがまたいいらしいことも知っている。

「……あ……はい、入ってく、る……っ……」

「うん、欲しかっただろ」

　柔らかな肉が引き攣れるように歪みながら、中心にめり込む真柴の怒張を受け入れていく。相手の身体に侵入していくという事実が、視覚的にも如実に伝わってきて、熱くきつい感覚とともに、真柴の欲情を煽る。

「ああっ、すご……、いいっ、欲しかっ……これっ……」

　握ったままの瞳のペニスが、真柴の手を押し返すように震えた。めちゃくちゃに擦り立ててやりたい一方で、限界まで焦らして啼かせたい。尻で、真柴のものでイかせたい。

　きゅうきゅう締めつけてくる肉筒を押し開くようにして根元まで埋め込むと、瞳は深い呼吸で全身を波打たせ、その感覚を味わっているのがわかった。しかし真柴は、ゆっくりと怒張を後退させていく。

「あっ、な……なんでっ……？　や、あっ……」

　追いすがるように締めつけてくる感触にくらくらしながらも、真柴は腰を引いた。

「おとなしいからさ、よくないのかと思って。いらないのかなー、って──」

「いやあっ、抜かないで！　いい、いいからっ……気持ちいいからっ」

「なにが気持ちいいの？」

　ちょっとエロオヤジ気味かと思いながら問うと、瞳は真柴のものを咥え直そうと腰を振りながら訴えてきた。

「おし、お尻がいいっ、気持ちいい！　遼くんの、太くて硬くて……ああっ、ごっ……ごつごつ当たるのが、いいっ」

　……うわあ……。

　ＡＶかエロ小説かと思いながら、不思議とドン引きすることもなく、むしろふだんの楚々とした瞳からは出ないだろう台詞に、行為への溺れ具合が感じられて、俄然やる気になってしまう。

　ちらりと振り返った瞳は、艶っぽくも切羽詰まった眼差しで真柴を見上げた。

「……ちょうだい。もっと……ずんずん突いて。めちゃくちゃにして」

　……ええ、言われなくても！

　真柴的にはこのＭ具合がツボにはまる。いや、もともとそういう嗜好はなかったはずだから、瞳限定なのだろうか。

　真柴は瞳の腰を抱え直して、一気に突き上げた。

「あああっ、当たるうっ！　やっ、だめっ……」

「もっとだのだめだの、うるさいよ。めちゃくちゃにしてほしいんだろ」

　弱い場所を二度三度と抉るように突いてやると、瞳は悲鳴を上げながら陶然とした目を鏡のほうに向けている。

　……ああ、まあ、ね。

　瞳が真柴との行為にこれほど積極的なのは、単純な肉体の快楽のせいもあるのだろうが、仕事として自分の表情を観察する意味もあるのだろう。

　それはそれでかまわないと思う。瞳の創作の手助けにもなっているなら、純粋にモデルとして出会うことができなかった真柴にも本望だった。

　プライベートの素直で可愛い瞳も好ましいが、彫刻家としての彼のド外れた真面目さやひたむきさも嫌いではない。

　あと……罪滅ぼしっていうか……。

　正体を隠して接近したことの疚やましさは、瞳という人間を知るにつれて大きくなっている。いっそすべて白状して謝りたいと思ったこともあるが、それはできなかった。まだ充分な取材をしていないし、知られてしまったら瞳は──。

　真柴は我知らずかぶりを振った。

「もっとよく見えるようにしてやるよ。あんたの恥ずかしいとこ」

　真柴は瞳の片脚を抱え上げて、自分の脚と交差させるように結合し、瞳のペニスが鏡に映るように位置を調整した。

「ほら、どう？」

　ソファに横たわったまま大股開きの自分を、瞳は潤んだ目で見つめている。色味を増した唇が半開きで震えていた。吐き出す息まで震えているのが真柴にも見えるようだ。

　片手は自分の胸に添えられていて、一見握り拳を作っているようだが、しっかりと乳首を刺激しているのが察せられる。

　下腹にくっつくほどそそり立ったペニスは、室内に注ぐ真昼の日差しに、てらてらと光り、脈動するたびに先走りをこぼしていた。いつでも発射ＯＫとばかりに弾を溜め込んできゅうっとなっているタマを、真柴はだめ押しとばかりに掬すくい上げて、結合部分がよく見えるようにした。

「あ、あ、あ……入ってるう……っ……」

　ええ、根元までずっぽり入ってますよ！

　瞳の悲鳴とも感嘆ともつかない声に、真柴は胸の中で答えた。もっと瞳が惑乱しそうな言葉を投げつけたかったが、真柴もまた瞳の中の感触に溺れそうだったのだ。

　とにかく内壁がぴったりと張りついてくる。ラップでも巻きつけられたかのようで、密着感と圧迫感がすごい。それがうねうねと蠕ぜん動どうしてバイブレーションまでかましてくるので、油断すると持っていかれそうだ。

　あちこちキスもしたいし、乳首やペニスももっと弄いじってやりたいのだが、その反応が攻撃となって真柴に襲いかかるので、挿入したら最後、一点集中型にならざるを得ない。

　真柴はできるだけ自分の快感に引きずられないようにしながら、抽挿を始めた。

「あっ、抜け──んああっ、刺さるっ……こす、擦れるうっ、そこ……っ……」

　いや、実況中継してもらわなくても、俺も当事者だからね。

　それでもなんとなく目が鏡に向いて、思わず凝視してしまった。

　うっわ……すげえ……。

　真柴が出し入れするたびに後孔は捩れ、縁の粘膜が捲り上がる。瞳の腰が細いので、相対的に真柴がかなり巨根に見えて、よくこんなものをずぼずぼされて壊れないものだと、こっちが怖くなってしまいそうだ。

「いやっ、もっと！　もっと突いて！　あっ、あっ！」

　真柴が動きを止めたのに気づいて、瞳は自分から腰を振ってくる。片手が促すように真柴の腰を摑んできた。

　ああもう、この野郎っ。

　真柴が本気で腰を使い始めると、瞳がまた叫ぶ。

「見えないっ！」

「……うるせえな、わかったよ！」

　瞳の両腿を摑んで掬い上げ、自分はソファに座り直した。瞳を膝の上に抱えている状態だが、幼児のおしっこポーズとでも言えばいいのか。とにかく瞳のリクエストどおりだ。膝裏を摑んだ両手をかなり上げているので、結合部は丸見えだ。

「どうだよ？　淫乱な孔がなにしてるか、よく見えるだろ」

「あ……あ、あ……」

　瞳の陶然とした声に局部から目を上げると、じっと鏡を見ているものの焦点が合ってないような目が見開かれていた。だらしなくも見える半開きの口から、覗いた舌が小刻みに震えている。

　真柴の腹の奥で、なにかがせり上がってくる。そのものずばりの結合部や、あけすけな状況描写の言葉よりもずっと──なんというか、そう、官能を刺激された。

「……くそっ……」

　真柴は瞳の肩に嚙みつき、逃げ場を失った身体を思いきり突き上げた。体位のせいか弱い場所を直撃するらしく、腕の中で瞳が悲鳴のような声で喘いだ。それすらも遠く、ひたすら己の欲望を突き詰め──。

　どちらが先に達したのか、さらに次の波へと乗ったのか、ともに正気に戻ったのは、アトリエが茜あかね色に染まったころだった。










　アーサーが嬉々として飛び跳ねながら玄関へ向かう。リードを持った真柴に、散歩だとわかったのだろう。

　真柴が来るまで、日に何時間かフェンスの中で放していたということだが、体力自慢の大型犬としては物足りなかったのだろう。例によって通販でリードを購入して連れ出してみたところ、アーサーはひどく気に入ったようだった。

「瞳さーん！　散歩行ってくるね」

　真柴が二階に向かって声をかけると、「待ってー」と応えがあり、瞳が階段を降りてきた。

「俺も行こうかな」

「マジで？　けっこう歩くよ、こいつ」

「一応飼い主だし」

　昨夜は遅くまでスケッチをまとめていたようだし、朝も起きてきて朝食を取りはしたけれど眠そうだった。仮眠を取るとばかり思っていたのだが、同行してくれるというなら、それはそれで嬉しい。

　アーサーも瞳がついてくるとわかって、張り切って歩き出した。ふだんより姿勢がいい。

　この山は特に観光用のなにかがあるわけではなく、民家も麓のほうに集中していて、周囲は手つかずの森だった。

「本当になんにもないんだね」

　鳥の鳴き声に顔を上げた瞳は、木こ洩もれ日びに目を細めて呟いた。

「うん。周囲二、三キロはこんな感じ。これまで散歩してても誰にも会わないし、車が通るのも見たことないな」

「そのわりに、アーサーは目的がありそうに歩いてない？」

　瞳の言葉に、真柴は頷いて前方を指差した。

「ああ、小さいんだけど、この先に滝壺を見つけてね。そこで水浴びができるから、気に入ってんじゃない？」

「滝？　俺も見たい！」

　瞳はアーサーのリードを摑むと、「行こう」と急せかした。すかさずアーサーが走り出したものだから、引っ張られて悲鳴を上げている。

　森の中の沢のような小川を辿ると、やがて草木に覆われた斜面から水が流れ落ちている場所に着いた。

　瞳はそれを見て目を瞠る。

「……滝……？」

　たしかに水流は少ないし、落差もせいぜい三メートルといったところだが、岩に囲まれた水たまりはビニールプールよりは大きい。

「だから小さいって言ったろ」

　アーサーは真っ先にそのミニ滝壺へダイブし、悠々と犬搔きを披露している。

「まあそうだよね。立派なやつなら観光名所になってるだろうし。あ、でも水はきれいだなあ」

　瞳は苦笑しながら、サンダルを脱ぎだした。

「え？　入るの？」

「せっかくだし、俺も足くらい浸けたい」

　瞳は水の冷たさに声を上げながら、足首くらいまでの流れに踏み込んでいった。

　へえ、意外……。

　徹底したインドア派だと思っていた。こんな山奥に住んでいても、室内にこもりきりのようだったし、周囲の状況もまったく知らなかった。今日散歩についてくると言ったのも、どういう風の吹き回しかと思っていたが、まさか水にまで入りたがるとは、まだまだ知らない部分があるようだ。

「あ……、そうだ」

　これはシャッターチャンスかもしれないと、真柴は携帯を取り出して瞳に声をかける。

「写真撮ってあげるよ」

「え？」

　瞳が笑顔で振りかえり、ちょっと古めのＶサインを掲げ──。

「うあっ……」

「瞳さんっ！」

　水底の石に足を滑らせ、瞳は尻もちをついた。

「だいじょうぶ!?」

　真柴は慌てて駆け寄ったが、瞳は座り込んだまま呆然と目を見開いている。痛がっている様子はないが、反応がないのがかえって怖い。

「瞳さん……？」

「……びっくりしたあ。ていうか、冷たい。足くらいなら気持ちいいけど……あーあ、びしょびしょ」

　すっくと立ち上がったのを見て、真柴は胸を撫で下ろした。

「こっちのほうがびっくりしたって。全然動かないんだもん。打ったのは尻だけ？　足とか捻ってない？」

「うん、平気。そのまますとんと落ちた感じ」

　そう答えながらデニムを脱ごうとするので、真柴は駆け寄る。

「ちょっ、うわ、パンツまで脱ぐなよ！　外だよ！」

「誰もいないだろ。ちょっとその辺の木にでも引っかけとけば、すぐ乾くんじゃない？」

　幸い上は大きめの長袖シャツを着ているが、日向ひなたの木の枝に伸び上がってデニムを干している今は、尻がモロ見えだ。

　真柴も仕事柄脱ぐことに抵抗はないが、さすがに場所はわきまえている。いくら深い山の中とはいえ、その辺りをまったく気にする様子もないのだから、瞳はやはり変わっている。

　変わってるっていうか、無邪気っていうか……。

　水の中へ引き返して、こちらはすでにずぶ濡れのアーサーとじゃれ合っている。

「瞳さーん、寒いって言ってなかった？　自分のことも乾かしなよ」

　ころあいを見て手招きすると、瞳は子どものような笑顔で戻ってきて、日向の下生えに座り込んでいた真柴の隣に並んだ。

「あー、いいねこういうの。今まで全然知らなかった」

　瞳は伸びをするように両手を上げて、そのまま寝転んだ。

「引きこもりだからね」

「そう。遼くんのおかけだよ」

　陽光に照らされて、白い肌が輝くようだ。髪にまとわりついた水滴もきらきらしていて、真柴の目を引く。

「遼くんにはいろんなことを気づかされた。今度は自分でも自信のあるものが作れそうな気がする」

　嬉しそうに言われ、真柴もまた笑みを返そうとしたのだが、胸の奥で小さな痛みが生じた。

　あれ……？

　なんだろう。瞳に感謝されて、素直に嬉しいと思ったはずなのに、それがたちまち流されて、逆に苦しいような心地になってきた。

　瞳は真柴の言動から、新たなアプローチや取り組み方を見出したようだが、それは偶然だ。もちろん真柴もそれはよかったと思うし、手助けになれたら嬉しいけれど、そもそも自分は──。

　瞳さんは知らない。ほんとは俺がモデルなんかしに来たんじゃないって。

　取材やインタビューをシャットアウトしている瞳に、裏の手を使って接近し、記事のネタを手に入れようとしているということを。

　これまでに何枚こっそりと、あるいは出まかせを言って写真を撮っただろう。誰にも見せない真剣な表情を、あるいは信用して向けてくれた笑顔を。

　それだけじゃない。瞳が話してくれた数々の制作エピソードやプライベートの話も、まだ棚倉に渡してはいないが書き留めてある。

　真柴の正体を知っていたら、どれも決して見せても教えてもくれなかっただろう。

　俺は、この人を騙だましてる……。
















　今さらながら、それが重くのしかかってきた。初めからわかっていて、報酬のために納得して始めたことなのに。いや、最初から気にしていなかった。初めに躊躇ったのは、ばれたときのことを懸念してだ。瞳を騙すことには、なんとも思っていなかった。

　それなのに、どうしてこんなに胸が痛むのか。共同生活をするうちに、友情めいたものが芽生えたからか。風変わりなところも含めて、瞳個人を好ましく思うようになったからか。身体を重ねて情が湧いたか。

　そうかもしれないけど、そうじゃなくて……。

　緩やかな風に髪をなびかせながら、瞳は両手を宙に伸ばして、親指と人差し指で作った枠を片目で覗いている。空に浮かぶ雲を、構図にまとめてでもいるのだろうか。

　実生活にはまるで無頓着で、その分、仕事には熱心でひたむきで、それはときに度を超すほどで。果ては別人格かと思うくらいに豹変して。

　しかしいつでも自分に正直なのは変わらなくて、その素直さに驚かされたり笑わされたり──ときめかされたり、煽られたり。

　……ヤバい。これって……。

　無邪気な瞳の隣で、真柴はひとり息を吞んだ。

　好きだ、ということなのではないか。好ましいとかいい奴だとか、そんな生ぬるい感情ではなく、惚ほれた腫れた系の、ずばり恋愛感情の。

　そう思ったとたん、心臓が走り出した。まさか隣にシャツ一枚で寝そべっている状態の瞳に、発情したわけではあるまい。というよりも、身体ではなく心が昂っている感じだ。心先行型の恋愛なんて、小学校時代の初恋以来ではないだろうか。いや、すでに肉体関係は結んでいるけれど。

　俺が……瞳さんを好き……。

　自分で自分の気持ちに驚きながらも、しみじみとその気分を嚙みしめていた真柴だったが、そもそも気づいたきっかけを思い出して、氷のかけらを吞み込んだように胸から胃の辺りが、ずんと重く痛くなる。

　その好きな相手を、現在進行形で欺いているのだ。瞳は真柴を信用して、いや、疑いもせず、ありのままの自分を見せてくれたのに。

　……で、でも、瞳さんはべつに俺のことを恋愛感情でどうこう思ってるわけじゃなくて、単に仕事に必要なモデルで、しかもインスピレーションとか新たな視点とか、そういうのに気づいたから感謝してるだけで……。

　だから、真柴が自分の気持ちをこのまま放置しておけば、これから真柴が消えた後も、さらに瞳の記事が公表された後も、「騙された！　ひどい奴！」と思われるだけで済むのだろうが──。

　いやいや、そういう問題か？　単純に騙されたって、もっと怒るだろ。エッチだってしちゃったし、この人初めてだったし。

　我知らず頭を抱えて唸っていた真柴は、はっと顔を上げる。

　いや、瞳のことだから、なんとも思わないという可能性もある。「あ、そうだったんだー」程度で、すぐに真柴のことなど忘れてしまうかもしれない。

　それはそれで嫌だ……。

　とにかく、目下一番嫌なのは、自分が瞳を騙しているというこの状況だ。瞳が真柴に恋愛感情を持っていなくても、真柴が瞳を好きだということに変わりはなく、その相手を欺いているというのは──。

　俺がやなんだよ……。










「カニクリームコロッケ！　本当に？」

　食材を並べたキッチンで、瞳は歓声を上げた。

「ああ、食べたいって言ってただろ。生クリームも届いたし、これから作ろうと思って」

　天ぷらを作って以来、自宅で揚げたてを食べるというのがひどく瞳の関心を引いたらしく、たびたび揚げ物のリクエストがあった。まあ、揚げれば出来上がりなので、ある意味他の料理より時間も手間もかからない。

　しかしさすがにクリームコロッケは作ったことがなかったので、ネットでレシピを検索して本日に備えた。

「初めてだから、うまくできるかどうかわからないけど」

「じゃあ、俺も手伝う！」

　瞳はそう言って、いそいそとシンクで手を洗い始めた。

「え、いいよ。仕事してて。休んでてもいいし。炊事は俺の担当だろ」

「猫の手でも借りたいってことになるかもしれないよ？　俺じゃ猫以下かもしれないけど。それに、一緒に作るって楽しそう」

　本心から乗り気に見える瞳に、真柴は苦笑して頷いた。

　出来を左右しそうなベシャメルソース作りは真柴が担うことにして、瞳にはタネに使うタマネギとマッシュルームを切って炒めてもらうことにしたのだが──。

「あー……もう少し薄く切ったほうがいいかも」

　タマネギのスライスを見て真柴が遠慮がちに言うと、瞳はまだ作業途中の包丁をプルプル揺らしながら顔を上げた。

「えっ？　も、もっと？　いや、これ以上薄くは無理じゃない？」

「わあっ、手！　手、止めて！」

　五ミリでは歯ごたえがありすぎる。というか、他の具と馴な染じまないだろう。

「俺が切るから！　瞳さんはそれを炒めて」

　残りのタマネギと手つかずだったマッシュルームもぱぱっと切って、ついでにフライパンにバターを落とし火加減も調整する。

「はい、炒めてください」

「わあ、料理してるって感じがする」

　瞳は上機嫌だが、混ぜ方も適当なのでムラができそうだ。

　まあ、いっか。本人が楽しそうだし。

　出来上がったベシャメルソースをフライパンに流し込み、カニフレークや生クリーム、みじん切りにした茹ゆで卵を加えた。それをバットに移して冷凍庫で冷やす。

「凍っちゃわない？」

「そこまで冷やさないよ。時間短縮に冷凍庫ね」

「なるほどー」

　本気で感心しているようだ。

「ちょっと一服しようか」

　真柴がコーヒー豆の袋を手にすると、尻ポケットの携帯が震えた。

　──えっ？

　思わず尻に手を当てると、瞳が首を傾げた。

「どうしたの？」

「あ、いや、なんでも。瞳さん、コーヒー淹れてくれる？」

「任せて！」

　胸を張る瞳に頷きを返して、真柴は二階の自室に向かった。階段の途中でこっそり確かめると、発信者は棚倉だった。ずっと電波が繫がらなかったのに、いきなりどうしたのだろう。

「もしもし」

　部屋に入ると同時に通話ボタンを押すと、棚倉のため息が聞こえた。

『やっと繫がった。どんな僻へき地ちなんだよ』

「それは最初に言ったでしょ」

　真柴は返しながら、ずっと思ってきたことを伝える機会だと、気持ちを引き締める。

『ネットは繫がんだろ。そこのＷｉ‐Ｆｉに乗っかればいいだろが。メールだってずっと送ってたのに、読んでねえな？』

「有線ＬＡＮでした」

『まあいいや。そんで、首尾はどうなんだよ？　もう一か月経ったぞ。追い出されてないってことは、いろいろわかったんだろ？』

　真柴はごくりと唾を吞み込んで、ベッドに腰を下ろした。

「そのことなんですけど、なしにしてくれませんか？」

『はあっ？　なに言ってんの、おまえ』

「だから、取材はしないってことに──」

『ふざけんなよ、おまえ。じゃあ、今までなにやってたんだよ？　まさかモデルだなんて言い出すんじゃないだろうな？　それは名目で、おまえのやることは違うだろ。忘れたのか？』

　棚倉は明らかに苛立っていた。それはそうだろう。役目を言いつけて送り出したのに、まったく音沙汰なしで時間ばかりが過ぎ、連絡がついたと思ったら一方的なキャンセルだ。

「忘れてません。影森瞳の独占取材と写真ですよね。でも、できません。勘弁してください」

　棚倉には見えないが、真柴はそう言って頭を下げた。

『できなくてもやれよ。取材だって写真だって、やろうと思えばできるだろ。なんでおまえはいっつもそうなんだよ』

「話も聞きました。写真も撮ってあります」

『なんだよ、それなら──』

「でも俺は──」

　そのとき、ドアの外でアーサーが鳴いた。甘えるように何度も鼻を鳴らす声に、真柴は腰を上げる。このままでは、瞳が気づいて上がってくるかもしれない。

『おい、真柴！』

「ちょっと待って。アーサー、静かに──」

　ドアを開けてアーサーを部屋に入れようとした真柴は、すぐ向こうに瞳が立っているのを見て絶句した。

「……あの、コーヒーが入ったから……」

　瞳は狼狽えたように目を伏せる。

　聞かれた……？

　真柴もまた混乱してなにを言おうか迷っている間に、瞳は階段を駆け下りていった。その後をアーサーが追う。

『真柴!?　今の声、影森瞳か!?』

　がなり立てる携帯の通話を切り、真柴は一階へ向かった。

　まずキッチンに向かったが、コーヒーの匂いの中に用意されたマグカップがふたつあるだけで、瞳の姿はなかった。続いてリビングを覗くが、そこではアーサーが我が物顔でソファに陣取っているだけだった。

　どこだ？　アトリエか？

　廊下に引き返して最奥のドアを開けた。

「瞳さ──……」

　瞳は床に座り込んで、窓のほうをぼんやりと見ていた。真柴を振り向くことなく、呟く。

「もっと早く気づけって話だよね」
















　その言葉に、真柴は拳を握りしめた。やはり聞かれてしまったのだ。

　……でも、俺は──。

「瞳さん、説明させて──」

「だいたいいくらファンでも、モデルに応募してくるなんてやりすぎだよね。最初におかしいって気づくべきだった」

　それは真柴が必死ででまかせを訴えたからだろう。

「まあ、それでも受け入れたのは自分だけど。ばかだなあ、俺」

　苦笑してかぶりを振る瞳に、真柴は耐えられなくなった。睨まれて罵倒されたほうがまだましだ。どうして自分を責めるようなことを言うのか。騙したのは真柴だ。瞳はなにも悪くない。

「俺の作品が好きだって言ったのも、噓……？」

　初めて瞳がこちらを見上げた。問いかけながらも、答えを知るのが怖いような顔に、真柴は心臓が捩れるような思いをする。

　ここに来た日、真柴は取材のためになんとかして居座りたいと必死のあまり、瞳の大ファンだと伝えた。そのときは瞳のことさえ本人だと知らずに、使用人か弟子だと思っていた。

「……ごめん……」

　小さなため息が、アトリエを震わせる。

「……そうなんだ」

「お願い、聞いて。言いわけにしか聞こえないだろうけど、説明させて！」

　真柴は瞳のそばに膝をつき、訴えかけた。

「俺、借金があって、それを返すのに知り合いから仕事をもらったんだ。それが……影森瞳を取材することだった。モデルとして乗り込むってのは、向こうが段取りつけた。瞳さんの作風は知ってたから、俺じゃ無理だろって思ったけど、でも他に方法もなくて──」

　思いがけず採用されて、瞳が本人だと知り驚いた。噂とまったく違う外見もそうだし、その人となりも。

　日常ではおっとりぽやんとしていて、ちょっとしたことで無邪気に驚いたり喜んだり。これまでよくひとりで生活できたものだと思うくらい、不器用で危なっかしいところも、その素直さが可愛く見えた。

　それが仕事になると一転して、ひたすら自分が求めるところを追求し、そのためには自他関係なしにきびしい。なにかに取り憑かれたような豹変ぶりも、真面目さとひたむきさが昇華した形なのだろうと、納得できるようになってきた。

　一緒に暮らすうちに、それまでに情報として得ていた影森瞳ではなく、「瞳さん」を知り、そのたびにぎょっとしたり可愛いと思ったり、尊敬したり愛いとしく思ったり──惹かれた。

　そうだ。愛しているのだと思う。

　だからこそ今、邪よこしまな出会いを後悔し、ずっと瞳を欺いてきたことを申しわけなく、苦しく感じている。正体がばれてしまったことは、騙してきた真柴への罰なのかもしれない。

　……いや、俺なんかどうでもいいだろ。自業自得だ。今、つらい思いをしてるのは瞳さんのほうだ。

　瞳にはなんの咎もない。真柴を新しいモデルだと思い込んで採用し、作品のために一生懸命になっていただけだ。

　それを、こんなに苦しめている。苦しんでいるのは──真柴のせいだ。よく好きだとか愛しているとか言えるものだ。そんな資格が自分にあるものか。

　真柴が瞳にできることと言ったら──。

「謝って済むことじゃないのはわかってる。だから……取材の仕事は断る。瞳さんに聞いたことは一切口外しないし、撮った写真も全部破棄する。だから──」

　だから、なんだ？

　許してほしいなんて、頼める筋合いじゃない。許されることでもないだろう。真柴は瞳を裏切ったのだ。最初から。

「──いいよ」

　ふいにそんな言葉が聞こえて、両手をついていた真柴が顔を上げると、瞳がすっと立ち上がるところだった。

「瞳さん……」

　瞳はわずかに口もとを緩めていた。これが微笑なら、なんて悲しい顔をするのだろうと、見ているほうが泣きたくなるような表情だ。

　……俺のせいだ。俺の……。

「いいよ。記事にしていい。受けた仕事なんだろ。それに、借金も返せるんだから」

　胸の奥でなにかが砕けた気がした。瞳と過ごしてふたりの間に作られていたなにか──ガラス細工のような脆もろいものが、粉々になった。

　しかしそれを惜しむ資格も、真柴にはないのだろう。そもそも作られたものがまがい物だった。

　呆然として反応もできずにいる真柴に、アトリエを出ていく瞳の言葉が聞こえた。

「きみの記事を待ってるんだろ？　早く行ったほうがいい」

　それはつまり、出ていけということだ。










　瞳は自室にこもってしまった。

　顔も見たくない、そういう意味なのだろうと受け止めて、真柴はキッチンに行き、すっかり冷えてしまったコーヒーをゆっくりと飲み干した。

　それから、こちらも冷やしすぎて硬くなってしまったコロッケのタネを丸め、油で揚げる。こういうときに限って初めてとは思えない出来栄えで、真柴は一食分を盛りつけて、残りは冷凍にした。

　それから荷物をまとめて、山の中の洋館を後にした。










　東とう京きように戻った翌日に、真柴は棚倉の会社を訪れた。

　打ち合わせ用の小部屋にやってきた棚倉は、真柴の顔を見るなり目を瞬く。

「……なんか、変わったな。面やつれか？　まあいいや、はい」

　手を出す棚倉に、真柴は首を振る。

「記事はありません。写真も消してきました」

　あらかじめ電話で伝えてはあったから、棚倉は驚きこそしなかったが、真柴を鋭く睨んだ。

「ふざけんなよ、おまえ。ひと月も待たせといて、なにも収穫がありませんでしたなんて通用すると思ってんのか。話は聞いたんだろ？　写真も撮ったって言ったよな？　なんで渡せねえんだよ？」

　最低だ、と真柴は自分の膝を摑んだ。瞳に対してはもちろんのこと、棚倉にだって不実なことをしている。だまし討ちに近い依頼だったにしても、最終的に受けることにしたのは自分だ。棚倉にしてみればそのつもりで、真柴が記事を携えて戻るのを今か今かと待っていたのだろう。

　これまでの人生、特に重い責任も持たずにふらふらと生きてきたから、いい加減な質たちが染みついてしまったのだ。仕事に対してだけではない。人に対してもそんなふうだから──。

　瞳の寂しそうな顔が忘れられない。そうさせたのは真柴だ。好きな相手を傷つけて、苦しめて。

　マジ、最低のクソ野郎だ。

「おい、真柴──」

　真柴は椅子から降りて、床に跪いた。両手をついて頭を下げる。

「すみませんっ！　どうしても記事も写真も渡せません！　弁償は他で稼いで払いますから、一か月待ってください！　いえ、半月──」

　ああもう、また頼みごとかよ。ほんっとに情けねえ……。

　こんな男、取材の件がなかったとしても瞳に相手にされるはずがない。真柴だって願い下げだ。

　テーブルの下で、棚倉の足がぷらぷらと揺れていた。

「だーかーら、理由を言えっての」

「……それ、は……──あっ……」

　きれいに磨かれた靴の先が、真柴の鼻先に寄った。蹴り飛ばされるのか？　それでもかまいはしない。いっそボコボコに痛めつけてほしいくらいだ。

「言えよ。俺は知る権利がある。それと、土下座なんてやめろ。んなもん、なんの意味もない」

「は……はい……」

　言われてみればそのとおりだ。謝るだけで許してもらえることじゃない。

　真柴は棚倉の向かい側に座り直して、口をつけないまま冷めたコーヒーカップを見おろした。

「影森瞳が好きなんです」

「は？　マッチョ彫刻の実物を見て圧倒されたか。べつに好きにすりゃいいだろ。ていうか、ファンになったほうが取材だって気合いが入っただろうが。ま、世間にも認められてる彫刻家だしな。才能はあるんだろうよ」

　面白くもなさそうな声で答えた棚倉に、真柴はかぶりを振った。

「そうじゃなくて。いや、作品も、彫刻家としてのあの人も含めて好きなんです。好きになってしまった」

「おい──」

　ようやく意味を解したらしく、棚倉はテーブルに身を乗り出してくる。

「ちょっと待て。つまりなにか？　愛してるとか寝たいとか、そういう意味の好きってことか？」

　真柴が頷くと、棚倉は大きく仰け反った。

「え……？　おまえってそっちだっけ？　ていうかなんでそんなマッチョ──ああ、そうじゃなかったんだっけな。でも向こうは、おまえみたいなタイプじゃだめなんじゃないのか？　そんな片想おもい──……寝たのか？」

　真柴はそれには答えなかったが、棚倉は勝手に正しく解釈したらしい。

「やったんだな？　それでほだされたってか。それとも影森瞳にばれたかゲロったかして、取材を止められたか」

「違います！　そうじゃない。瞳さんは──」

「かーっ、瞳さんときたよ」

　棚倉はテーブルを叩くと、真柴を睨んだ。

「腰抜け。いいようにあしらわれやがって」

　自分が罵ののしられるのは覚悟の上、いや、当然の報いだが、瞳のことを悪く言われるのは我慢できない。真柴は棚倉を見返した。

「違います。俺が取材をしに潜り込んだってわかっても、瞳さんはなにも言わなかった。約束したんだから、記事も写真も使えばいいって、そう言ってくれた」

「じゃ、使わせてもらおうじゃないか、ありがたく」

「できません。いや、俺がやりたくない」

「真柴、おまえね──」

「騙されてるって気づかなかったあの人の、いろんな面を見ました。頼りないところや不器用なところ……最初は呆れるくらいだった。それでいて、仕事になると集中するなんてもんじゃなくて──」

　気づけば真柴は、瞳のことを語っていた。初めは取材対象という意識しかなかったし、芸術家はやはりどこかズレていると思ったし、とてもついていけないと憤ったこともあった。

　しかし仕事に対する真摯な態度を知って、それに引きずられた。生活の糧としてやってきたモデル業で、かつてなくやる気を感じたのも、瞳と対峙してのことだった。

　モデルとして瞳に応えたいと思い、そうやって過ごすうちに仕事以外の瞳との距離まで縮まり、単純なセックスにいつしか心が備わって──。

　真柴は口を噤つぐんで、肩で息を吐き出した。

「あの人が好きです。だから、あの人が嫌がることはしたくない」

　棚倉は腕組みをして真柴の話を聞いていたが、乱れてもいない前髪を搔き上げた。

「そんなことしたって、元に戻るとは限らないぞ。騙されてたってわかれば、もう許しちゃくれないだろうな。振られたんだよ、おまえは」

「そんなこと──」

　真柴は首を振った。

「期待してません。ただ、俺の気持ちが済まないだけです。あの人の制作環境も壊したくないし。それに……あの人は俺が好きだったわけじゃない」

「え……？」

「モデルとして気に入っただけでしょう」

「なんだ、もう振られてたのか」

「告白もしてませんよ」

　言えるはずがないじゃないか。真柴にはそんな資格もないのに。

　しばらく沈黙が続いたが、棚倉がそれを破るように大仰なため息をついた。

「とにかくおまえは、記事も写真も出す気はないってことだな」

「申しわけありません」

　真柴が頭を下げると、棚倉は上着のポケットから煙草たばこを取り出して咥えた。

「いやあ、驚いたな。まさかこんな結果になるとは。予想とはずいぶん違ったけど、ま、よしとするか」

　どこか雰囲気が変わったように感じて、真柴は怪訝に思いながら棚倉を見上げた。煙を吸い込んだ棚倉は、おかしそうに肩を丸めて揺らしている。

「棚倉さん？」

「あれな、噓だよ」

「は……？　あれって？　噓……って……」

「幸田先生の鈴。まるっきりのガラクタ。百均かどっかのやつ」

　鈴……百均……？

　呆然として目を瞬いていた真柴だが、意味を吞み込んで椅子から立ち上がった。

「はああっ!?　噓!?　マジで!?」

「声がでかいよ。それから座れ。鬱うつ陶とうしいから」

　棚倉に指先を振られるが、それどころではない。

「だって……どういうこと？　なんでそんな……」

　噓の借金を背負わせてまで、真柴に取材をさせる意味がわからない。報酬が出るなら、いくらでも希望者はいるだろう。それも、真柴よりもよほど気がきいた内容の記事や写真を入手する者が。

　真柴が立ち尽くしたままでいると、棚倉は含み笑いをした。

「ほっとけなかったんだよ」

「……誰を？」

　瞳だろうか。

「おまえに決まってんだろ。定職にも就かないで、もういくつだよ？　まあ、モデルが悪いとは言わないけど、それならそれで一流目指せばいいものを、学生相手のデッサンモデルばかり。ショーモデルのスカウトも片っ端から断りやがって」

「それは……自分に合わないと思って。全然気が乗らないし……」

　反射的に答えながらも、真柴は戸惑っていた。いきなりなんだ？　たしかに棚倉とは学生時代からの長いつきあいで、スカウトを断っていたのも知っているが、もったいないと呆れたくらいだった。それがなぜ今さら叱責するのだろう。しかもやけに真剣に。

「歯がゆかったんだよ。持ってない奴からすれば涎が出るほどの才能があるのに、それを活いかそうとする気がこれっぽっちもない。何年もユル～くふらふらしててさ」

「そ、そう言うけど、ずっとこのままでいいって思ってたわけじゃないすよ。俺だって打ち込めるものに出会うのを待ってて──」

　短くなった煙草を挟んだ指が、目の前の宙を搔く。遅れて煙の帯が流れた。

「モラトリアムも長すぎりゃ怠惰だ。ていうより、もったいない。だから尻を叩いてやったんだ。こっちのイライラも限界だったんでね」

　たいして吸いもしなかった煙草が、灰皿で捻りつぶされるのを見おろしながら、真柴は確信を摑めないままに呟く。

「……それって、俺のため……ってことですか？」

「おせっかいなのは重々承知だよ。けどな、世の中、どんなにそっちに進みたくても、才能がなくて諦める奴だっている。俺だってそのひとりだ」

「えっ？　モデルに？」

「ばかやろ！　モデルはおまえだろ。それを最初に使ったのは俺だろうが」

　そうだった。棚倉は院にまで進んだ芸術家志望だった。塑そ像ぞうを専攻していた。

「ほんとにモデルでやっていくなら、プロの彫刻家と組めば、きっと触発されるだろうって思ったんだよ」

　とにかく棚倉は、真柴にモデルの才能ありと見込んで、取材を表向きの口実に、モデルをやらせようと仕組んだと、そういうことか。

「そう……だったんですか……」

　よかれと思ってのことだったと、そういうことなのだろう。わかりにくいというか、ややこしいというか。

　真柴は脱力して椅子に座り込んだ。

「けど、その行き先がなんで瞳さ──マッチョ彫刻家のとこだったんですか？　門前払いの危険のほうが高いじゃないすか」

　棚倉のことだから、他にいくらでも紹介できる芸術家はいたはずだ。

　そこで棚倉は初めて、気まずそうに口もとを覆った。

「……悔しいけど、影森瞳は本物だからな」

「本物？」

　訊き返した真柴を、棚倉はじろりと睨んだ。なぜ。

「あいつが高校生のころから知ってんだよ。いや、本人の顔は知らないけど、その作品は全部見てる」

「えっ……」

　棚倉と瞳はふたつ違いで、芸術学部の学生として張り切っていた棚倉は、展覧会で高校生の瞳の作品を目にして驚愕したらしい。そのときはまだちょっとした賞を取っただけだったが、次、その次と、恐ろしいほどの技術的な上達と強烈な印象を深めていく作品に、才能というものを思い知ったのだという。

　悔しいとか負けたくないとかいう気持ちは、圧倒的な力の差の前に、敗北と諦観に取って代わった。ちょうどそのころ、件のアポロンが世に出たらしい。

「ま、未だに複雑なんだけどな。敵かなわないのはとっくにわかってるけど、なんか気になってしかたがないっていうか。正直言って憧れもあるけど、反面スランプにでもなりゃいいな、とか。おまえが記事や写真を持って来たら、それはそれで利用して、ひと騒ぎ起こしてやるつもりだった」

　棚倉はそう言って肩を竦めたが、たしかになんとも敗者の心理は複雑だ。

「真柴──」

　ふいに棚倉は表情を引き締め、組んだ両手の上に身を乗り出した。

「あいつは本物だよ。それを身近で感じれば、おまえもきっとモデルとして張り合いたいと発奮すると思った。ひとつだけ聞かせろ。あいつは──、影森瞳の現場はどうだった？」

　山奥の古い洋館。その奥の埃っぽいアトリエ。

　対峙するのは、芸術家とモデル。

　協力者でもあり、戦いの相手でもあり──。

　真柴は首肯した。

「すごかったですよ。この人の作品になりたいと思った。この人を刺激する存在になりたい、って」

「そうか……」

　真柴の答えを嚙みしめるように、棚倉は何度も頷いていたが、ふいにため息をついて頰杖をついた。

「大成功、と言いたいとこだが、まさかプライベートまで惹き合うことになるとはな。ま、それは俺の関知するところじゃないし、好きにしろ」

「いや、ないですよ。あの人は……モデルの俺にしか興味ないですから」

　つらいが、それが現実だ。俯いた真柴の脛すねを、棚倉の靴先が蹴った。

「痛てっ」

「モデルとして求められてるなら、文句ねえだろ。やり甲が斐いあったんだろ。まさか手放したりしねえよな？　ふざけんな、俺の苦労を無駄にする気か」

「……でも──」

　棚倉は勢いよく立ち上がると、テーブルを回って真柴の椅子を揺らした。

「はい、立って立って！　モデルの地位は手に入れたんだろ？　なら、それを最大限に利用して、奴を全部自分のものにするくらいの気概を見せろよ」










　数日後──。

　始発列車で東京を発った真柴は、昼にはまだ早い時間に、某県の駅に到着した。

　昨日までにアパートを引き払い、身の回りのものを処分して、必要最小限の荷物だけを持ってやってきた。

　棚倉の発はつ破ぱに、迷ったのはわずかな時間だった。モデルとしての自分に瞳が執着してくれているなら、それを自分から断ち切ったりしない。それすらも拒絶されるなら、なんとしてもすがりつく。

　だって……諦めるなんて嫌だ。

　瞳のために自分が役に立つならぜひ使ってほしいし、真柴自身も影森瞳のモデルになりたいと強く願っている。

　それはたしかに仕事の繫がりだけでなく、個人的にも──瞳にも自分と同じ気持ちを持ってほしいけれど、今は多くを望まない。けれどいつかは振り向いてほしいから、まずはそばにいたい。

　そうだよ。いつかは惚れさせてみせようじゃないか。

　棚倉の言うとおり、仕事に対してこんなに自分から求めたのは初めてだったし、人を好きになるということに関して、こんなに強く想い、欲しいと願ったのも初めてだ。そもそも自分が恋愛に夢中になるなんて、思いもしなかった。

　そのせいもあって、自覚するのが遅れたのだろう。作業中にどれだけ瞳から無理難題を押しつけられ、憤ったり異様に興奮したりしたにしても、それが身体を重ねるという行為に発展したところで、ちゃんと考えるべきだった。

　自制がきかずにそこまでしてしまったのは、なにかがあったはずなのだ。つまり、瞳に対して特別ななにかを抱いているのだ、と。

　前回のように山道でタクシーから降ろされ、私道という名の鬱蒼とした獣道に、キャリーを引きずって分け入る。しばらく進んだが、キャスターに食い込む草が鬱陶しくて、真柴は荷物を肩に担いだ。

　一秒でも早く瞳に会いたい。ドアを開けてくれないかも？　それなら窓を叩き割って侵入するまでだ。

　木立に犬の吠え声が響く。アーサーだ。真柴は額に落ちる汗を頭を振って払い、足の運びを速める。

　緩いカーブを曲がると、生い茂った木々の向こうに、鉄柵に囲まれた洋館が姿を現した。初めて目にしたときは廃屋かと思ったものだが、ずいぶんとさっぱり明るくなった。

　この家だって、もっときれいにしてやる。外壁を洗って、腐食していたテラスデッキも削って、ペンキを塗り直して──。瞳が快適に仕事をできるように、毎日健康に過ごせるように。

　鉄柵に前肢をかけて空に向かって吠えていたアーサーは、真柴に気づいて庭を走り回ったが、やがてみごとな跳躍を見せて柵を飛び越え、まっしぐらに真柴に駆け寄ってきた。

「うわあっ！　アーサー、また襲う気か！」

　初対面のときの歓迎を思い出して、仰け反った真柴だったが、アーサーはちぎれそうなほど尾を振って、急かすように真柴の周囲を回りながら、家のほうへ引き返していく。

「わかったわかった、すぐ行くって。あーあ、おまえくらい喜んでくれりゃいいんだけどな」

　門扉を開けて、玄関に向かった。アーサーが飛び出してきたからか、ドアは大きく開いている。フリーパス状態で第一関門が通過できたのは幸いだが、このまま上がり込んでいいものだろうか。

「瞳さん……？」

　声をかけたが、返事はなかった。近くにいる気配もない。

「……おじゃまします」

　念のためにリビングとキッチンを覗いたが、瞳の姿はなく、隠れている様子もなかった。

　ていうか……。

　真柴はキッチンのシンクに突っ込まれた洗い物を見て、眉を寄せる。皿は一食分だった。しかも記憶違いでなければ、真柴がカニクリームコロッケを盛りつけた皿ではないか。こびりついたソースと生野菜の切れ端が、確信を深める。それは数日を経過したように干からびていた。

　これだけ……？

　瞳が洗い物を放棄しているのは、意外でもなんでもない。だがコロッケを食べた日以降の食器がないのが気になる。レトルトや冷凍食品でも皿の一枚くらいは使うだろうし、朝食の目玉焼きなら絶対に使う。

　まさか食べてないなんてことは……何日分だよ？　何食分だ？

　それとも留守なのだろうか。いや、アーサーを置いていくのはありえない。というか、瞳がここを離れるとは思えない。

　真柴は焦りを抱えて踵きびすを返した。廊下をアトリエへ向かう。

「あ──」

　ドアは半開きになっていた。踏み込もうとした真柴は足もとに腕が転がっているのに気づいてぎょっとする。白い大理石のそれは肘から先で、その頑強そうなフォルムからして、いつぞやの深夜、瞳がブツブツ言いながらノミを打ちつけていた、習作のマッチョ像の一部と思われた。しかしあのときよりも被害は甚大で、指先部分がない。

　さらに脚や胴体、頭といったパーツも散乱していたが、いずれも無残なものだった。真柴はそれらを避けながら歩を進めていたが、柱の手前で別のものを見つけた。いや、同じように大理石の腕なのだが、マッチョではない。

　ていうか……なんか……。

　親しみを覚えるというか、もしかして自分の腕なのではないだろうか。思わず拾い上げて、実際の腕と比べてみる。ビンゴだった。みごとに一分の一、実物大。しかも寸分たがわず。まさに人間３Ｄプリンター。

　すっげえ……。

　あの膨大な数のスケッチがあることを差し引いても、ここまで正確に彫り出せるものなのか。改めて影森瞳という彫刻家の才能を思い知った。

　その瞳にモデルとして乞われたなんて、それだけでも誇らしい。ぜひインスピレーションの赴くままに、作品を作ってほしい。そのためならなんだってする。いや、したい。

　柱の向こうに目をやると、ほっそりとした脚が横たわっていた。

「瞳さ──……!?」

　膝下が素足なのは暑いせいかと思ったが、どこまでいっても衣服に覆われず、全身が見えたところで真柴は絶句した。

　……なんで……？

　瞳は全裸で横たわっていた。背中を向ける形で寝そべっている。身体はかすかに上下していて、穏やかな眠りのようだ。

　食事していた様子がなかったので、初めは倒れているのかと思ったが、その心配はないらしい。しかし、なぜ裸なのか。

「……瞳さん……？」

　そっと肩越しに覗き込んだ真柴は、瞳が胸に抱えるように握っていたものを見つけて、妙な声を洩らした。

　な……なにを……っ……。

　瞳が大切そうに持っていたのは、リアルすぎて芸術雑誌や図録でもモザイク処理が必須になりそうな、大理石のペニスだった。間違いなく勃起した真柴のものだ。

　……なんてものを作ってんだよ……しかも絶対使っただろ……。

　そう思ってしまったのは、反射的に瞳の下腹部に目を向けたら、己の股間を包むように、もう一本の腕があったからだ。それもおそらく真柴モデルだ。さしずめ手は前に、ペニスは後ろにというところだろうか。それならマッパなのも納得だ。よくよく辺りを見回せば、床にはローションや精液のシミらしきものも散っていた。

　真柴は崩れるように座り込んで、汗みずくの頭を搔く。

　これはどう受け止めたらいいのだろう。モデルとしてもセックスの相手としても、大変気に入られているということでいいのだろうか。

　……まあ、嫌がられるよりは全然いいんだけどさ……。

　それにしてもなんて人だろう。まさに写し取った出来のパーツ彫刻を、おそらくはこの数日で作り上げるという才能を持ちながら、一方でそれをアダルトグッズの用途に使う。常人にはとてもついていけない世界だ。できれば関わりたくないと思うのが多数派だろう。

　しかも仕事に熱中すると人格が変わり、なまじ自分がデキる人間だから、相手への要求も高い。できなければ心身ともに嬲られる。

　性嗜好も微妙に、いやかなり偏っていて、責めたり責められたりと刺激が強いほど反応がいい。見た目を裏切る貪欲さもある。

　しかしそれでも、真柴は瞳がいい。一緒に高みを目指していけたら、と思う。今はモデルとして、ついでに性欲解消の道具でも、いつかは公私ともに瞳のパートナーになりたい。いや、なってみせる。

　だって……この人が全部欲しい。

　風呂にも入っていなかったのだろうか、ゴワついた髪をそっと撫でた。ひとり遊びの末に体液まみれになって眠っていようが、愛しいものは愛しいのだ。

　小さく呻いて身じろいだ瞳が、ぼんやりと目を開けた。真柴を見上げて、ゆっくりと瞬きをする。

「……え……？」

「ただいま、瞳さん」

　そう呼びかけると、電源を入れたように目に生気が宿り、瞳は跳ね起きて真柴に抱きついた。

「俺のミューズっ！」

　みゅ、ミューズ!?

　それはまあ、真柴もモデルの端くれだから、デザイナーや芸術家に創作のインスピレーションをもたらす対象がそう称されるのは承知している。しかし、まさか自分がそう呼ばれるとは予想外だった。そもそも女神の名前ではないのか。

　……ま、いっか。影森瞳本人が認めるモデルってことだもんな。

　そう考える間にも、瞳は真柴を食い入るように見つめながら、両手で顔や身体を触りまくった。

「ああ、遼くんだ……本物だ、夢じゃない……」

　そうそう。ついでに、大理石のパーツでもないよ。

「勝手に上がってきてごめん。一応声はかけたんだけど──」

　話しかけると、瞳ははっとしたように身を引いた。自分が全裸なことや、自慰の痕跡がありありとしていることに気づいたのかと思ったが、そのまま額を床に擦りつける。偶然のいたずらで、すぐ目の前にはペニス彫刻が転がっているというシュールさに、見ている真柴のほうが居たたまれなくて、そっとそれを横にのけた。付け加えるなら、握った際の馴染み加減がまさに己のそれで、改めて瞳の技量に感服を通り越して空恐ろしくなった。

「お願いしますっ！」

「は？　え？」

　手のひらに残ったリアルな感覚に気を取られていた真柴は、我に返る。

「ここにいて！　遼くんがいないとだめなんだ。作れない。彫刻家なんて廃業だ」

　前半の言葉は非常に嬉しかったが、続いたネガティブな台詞に、真柴はぎょっとして否定する。

「なに言ってんの！　そんなことないだろ！　ほら、この手だって俺そっくり──うわあっ！」

　真柴がかざした手のパーツを、瞳はむんずと取り上げたかと思うと、床に叩きつけた。指が折れて、明後日あさつてのほうに飛ぶ。

　ひい、痛ってえ……。

　我が身の写しだと思うと、他ひ人と事ごとに感じられない。実際瞳には、真柴自身も痛めつけられているし。

「憶えてるよ！　そりゃあ全部憶えてる。血管の浮き出し加減だって、同じに再現できるよ。でも──」

　ああ、そうだろうね、と真柴はちらりと大理石ペニスに目をやった。

「憶えてても作れない。遼くんがそばにいてくれないと、できないっ……」

　瞳は真柴の手を両手で握り、祈るように額を押しつけてきた。体温とかすかな震えが伝わってきて、胸の奥がざわめく。愛しくて可愛くて、モデルとしてでもこんなに求められていると思うと、苦しいくらいで──。

「瞳さん──」

　真柴はもう一方の手を添えて、瞳の両手を包み返した。瞳の額に自分のそれを押し当てる。

「俺がなんで戻ってきたと思ってんの？」

「えっ……？」

　瞳の睫毛が間近でそよぐ。

「瞳さんを騙して、もう顔を合わせる資格もないってわかってても戻ってきたのは、俺のほうが瞳さんのそばにいたいからだよ」

「……りょ、遼くん……ほんと？　ほんとに？」

　焦って真柴の顔を覗き込もうとするしぐさが可愛くて、真柴は額を離して真っ直ぐに向き合った。

「それはこっちの台詞。瞳さんこそ、ほんとに俺がいてもいいの？　取材は断ってきたけど、俺がやったことまでナシになるわけじゃない」

「そんなの！　そんなの……遼くんがいてくれるなら、どうでもいい。記事が出たっていいよ。べつに記者が乗り込んできたわけじゃないし、もう終わったんだろ？　あ、足りないなら、なんでも喋るよ。遼くんが記事にするなら──」

「いらないよ」

　譲歩案なのだろうか喋り続ける瞳を、真柴は首を振って止めた。

「こっちこそお願いします。モデルに使ってください」

　瞳は目を見開いた。

「……いいの？　プロメテウスが完成するまで？」

「いや、その後も」

「えっ……？」

　真柴は瞳の肩を抱き寄せた。

「俺の野望聞いて。影森瞳の専属モデルになりたい。もちろん努力はする。そうだな、さっき瞳さんが言ったとおり、ずっとミューズだと思われたい」

　シャツ越しに瞳の心音が響いてきた。少し早い鼓動を、直に触れ合って感じたいと強く思う。

「それだけじゃないんだ。プライベートの瞳さんとも一緒にいたい。瞳さんのことが好きだから──」

「りょ、遼くんっ……」

　たまりかねたように、瞳は両手を突っ張って身を引いた。

　あーあ……でも、もう隠し事はしたくないしな。

　都合よく受け入れられるとは期待していなかったが、やはり拒絶されると胸が痛い。しかし諦める気はないので、そう告げようとし──。

「……瞳さん……？」

　瞳は顔を真っ赤にして、口を真一文字に引き結んでいた。心なしか唇が震えている。そんなに怒るほど気に入らなかったのだろうか。

「……あの──」

「ずるいよ！　なんでいきなりそんなこと言うの！　俺だって──……」

　声を上げた瞳だったが、突然ふうっと力が抜けて、真柴に倒れかかる。

「ちょっ、瞳さん!?」

　慌てて抱き止めた真柴の腕の中で、呟きが聞こえた。

「……お腹なか、空いた……」










　真柴の懸念は大当たりで、瞳はカニクリームコロッケを最後に、食事をしていなかったらしい。

　そんな状態であんな精巧な彫刻を彫り上げて、さらにエネルギーを放出するような行為に耽ふけっていれば、倒れるのも当たり前だ。

　アーサーには食事を与えていたから、その都度水分は取っていたらしいが、真柴が戻るのがあと少し遅れていたらと思うとぞっとする。

「ほんっとうに勘弁してくれよ。それ、全部飲んだ？」

　真柴はキッチンで鍋を搔き回しながら、食卓の瞳を振り返った。真っ先に牛乳をレンチンして、ハチミツを落としたカップを与えてある。カップを両手で包んだままこくりと頷いた瞳は、期待に満ちた表情で鼻をヒクつかせている。

「いい匂い……お粥かゆ？」

「とりあえず、刺激の少なそうなやつね」

　パックごはんをだし汁で煮て、溶き卵を流した即席粥を器に盛った。

「美味しそう！　いただきます！」

　ゆっくり食べろと言いかけたが、猫舌の瞳は熱々で難儀している。ちょうどいい。

　真柴は向かいに腰を下ろして、スプーンを口に運ぶ瞳を見つめた。なにも考えずとっさに自分が羽織っていたシャツを着せたのだが、大きめのそれがよく似合う。自分のものを着ていると思うと、なおさら可愛い。

「夜はなにがいい？　なんでも食べたいもの作るよ」

「ほんと？　えっと──」

　一瞬目をきらきらさせた瞳だったが、探るような上目づかいになる。

「遼くん、コロッケ食べた？」

「あ……いや。瞳さんの分だけ出して、残りは冷凍した。レンチンでもなんとか食べられるかと思って」

　揚げたて同様とはいかなくても、この家の最新式オーブンレンジならいい仕事をしてくれるはずだ。瞳がその機能を充分に活用してくれたら、だが。

「そう……」

　瞳は頷き、残りのお粥を搔き込むと、「ごちそうさまでした」と両手を合わせた。

「じゃあ、それ食べよう」

「えっ？　いいの？　あ、作り直すってこと？　生クリーム、まだだいじょうぶかな？」

　冷蔵庫を振り返った真柴の耳に、「この前のコロッケだよ」という言葉が聞こえた。

「一緒に作って、一緒に食べるはずだっただろ」

　真柴が視線を戻すと、瞳は口をへの字にする。

「コロッケ、美味しかったよ。一緒に食べたら、もっと美味しいと思う。そこから……遼くんと続けたい」

　鼓動が走り出す。テーブルの上の手が震えた。

　あのときからやり直しをさせてくれるということだろうか。それを瞳も望んでくれているのか。

「……いいの？　今度は俺、本気で迫るよ？　さっき言ったよね？　モデルになりたいだけじゃない、瞳さんのことが好きなんだって」

　そこで瞳ははっとしたように目を瞠り、両手でテーブルを叩いた。器の中のスプーンが跳ねる。

「だから！　ずるいって！」

「はっ……？　いや、ずるいとかじゃなくて、俺の本心を──」

「自分だけ先に言っちゃって！　俺だって……俺だって遼くんが好きだもん！」

　え──……？

　固まった真柴を、瞳が睨む。しかしそれは一瞬で、泣き顔と恥じらいの入り混じったような表情へと変化した。真柴はそのどれにもドギマギしてしまう。惚れた弱みでなんでも可愛い、見惚れる。今なら鞭でしばかれようと、うっとりしてしまいそうだ。

「でも、遼くんはモデルとして俺に協力してくれてるだけなんだと思ってたから……それだけでも感謝しなきゃと思ってたんだ。自分が夢中になるとどうしようもないのはわかってたし、ひどいこともずいぶんしたし……それで好きですなんて、どの口が言うんだって話だろ？　本気にしてもらえないだろうし、そもそも俺なんか、仕事以外で関わりたくないだろうと思って……」

　……なんだ……？　なんだ、それは！　マジか!?

　瞳もまた真柴を個人的に好きになってくれていて、しかし仕事のつきあいだと打ち明けられずにいたと、そう言うのだろうか。

「……なんで？」

　思わず真柴は訊き返した。いったい自分のどこを気に入ったというのだろう。モデルとして必要とされているのはともかく、瞳の中で恋愛に発展していたというのが、嬉しいけれど不思議だ。

「楽しかったんだ……」

　瞳はそこに思い出が詰まっているというように、胸に手を当てた。

「作業以外の時間が、全部。ごはんを作ってくれて、ふたりで食べるのも楽しかったし、動いてる遼くんを見るのも楽しかった。そりゃあ住み込みだから、今までのモデルさんともそうしてきたけど、仕事じゃないときまで気にすることなんてなかった。初めは観察してるんだと思ってたけど、気がついてこっちを見てくれるのが嬉しくて……それがいつの間にかどきどきして……」

　そこで瞳は俯いたが、髪の隙間から覗く頰が染まっていた。

「独り占めしたい、って思った。モデルとしてはもちろんだけど、それ以外も。俺だけの遼くんになってくれたらって……夢見てた。彫刻家の俺に新しいきっかけをくれたのも遼くんだけど、ひとりの人間としての俺がいる意味ができたのも、遼くんなんだ」

「……瞳さん……どうしよう、俺、すげえ舞い上がっちゃいそう」

　真柴はたまらず立ち上がってテーブルを回り、瞳を背後から抱きしめた。

「ほんとに？　遼くんこそだいじょうぶなの？　俺、かなりめんどくさいよ」

「知ってる。手がかかるし、見かけによらずエロいし、熱中すると手がつけられない彫刻家だけど──」

　真柴は瞳の頰に唇を押し当てた。

「しょうがないよね、好きなんだから」










　風呂を沸かして瞳を促した。

　洗ってやろうかと訊くと、「遼くんも」と手を引かれる。

「風呂だけじゃ済まなくなるかもよ？」

　セックスはいつもアトリエで作業の流れだったが、両想いとわかれば場所の制限は解除だ。

　瞳はすぐに背を向けて先に洗い場に足を踏み入れたけれど、

「そのつもりだし」

　と呟いた。

　……可愛いじゃねえか！

　鼻息も荒く服を脱ぎ捨てて浴室へ入ると、瞳は立ったまま髪を洗っていた。背後からそっと手を添えて、シャンプーを請うけ負う。

「俺にもやらせて」

　振り返った瞳が、泡だらけの手で真柴の頭に手を伸ばしてきた。ふざけ合うように洗い合いながら、触れ合う身体に興奮が増していく。

　シャワーで泡を洗い流し、ようやくちゃんと瞳を抱きしめようとすると、「まだ」と押し返された。

「身体も洗ってから。実は俺……ずっと風呂も入ってなかったから……ごめんね。臭かっただろ」

　一刻も早くきれいにしたいとばかりに、ボディソープのポンプに手を伸ばした瞳を、真柴は押しとどめて、代わりに自分の手にソープを垂らした。

「洗ってあげる。ていうか、洗わせろ！」

「ひゃっ……」

　海綿を使わず、素手で瞳の身体に触れる。記憶よりも肉の乗りが薄く、骨の感触も露あらわに感じる。

「風呂もそうだけどさ、食事も、これからは抜いたりさせないから」

「あ……はは、やっぱり瘦せた？　すごくお腹空いてたもん」

「倒れてるの見たときは、そんなに感じなかったけど、触るとわかる」

「遼くんも──」

　瞳に後ろ手で太腿の外側から腰にかけてを撫で上げられ、真柴は小さく息を吞む。

「ラインが変わってる。またちょっと引き締まった」

「うっそ、マジで？　ああ、そういやちゃんとしたもの食ってなかったかも。アパートの片づけとかでバタバタしてて。いやあ、さすがだな」

「……憶えてるって、言っただろ」

　視覚と触覚、もしかしたらそれ以外も五感のすべてで、憶えてくれているのかもしれない。モデルとして以外にも、真柴のことを意識してくれているのだという表れだろう。

「そうだよね。あんなにリアルなもん彫っちゃうくらいだし」

　背後から耳元で囁くと、瞳ははっとしたように振り返った。

「……みっ……見た……？」

　耳まで真っ赤だ。あの状況で再会して、気づかなかったとでも思っていたのだろうか。おかしいやら、瞳が可愛いやらで、真柴はとぼける。

「なにを？」

「なにをって──あっ……」

　撫で回すうちに尖っていた乳首をつまんで引っ張ると、ソープで滑り、すぐに弾けるように指の間から逃げた。それをもう一度手のひらで覆うように包んで撫でると、瞳は背を丸めるようにして喘ぐ。

　突き出す格好になった尻に、真柴はすでに勃起しているものを擦りつけた。

「これ。そっくりだったね。自分で握ってびっくりした。瞳さん、天才だね」

「ち、違うっ！　あれは……」

「俺の代わり、だろ？　あれでなにしたの？　しゃぶった？　あと、こことか──」

「あうっ……」

　指先で乳首を押しつぶし、ぐりぐりと捏ねる。

「こんなふうに押しつけたり、擦りつけたりとか？」

「……りょ、遼くんっ……」

　首を振る瞳は自分で気づいているのかいないのか、真柴のものを太腿の間に挟むようにして腰を揺らしていた。見え隠れする後孔が呼吸するように蠢いていて、真柴の劣情を煽る。

「ああ、そうだ。ここだよね」

　放射状の窪みに親指を押しつけると、ソープで滑ってつるりと吞み込まれた。

「ふ、あっ、あっ、あ……」

　もっと引き込もうとするように、指が食い締められる。そこに己を咥えさせたときの感覚が蘇って、真柴もたまらず指を根元まで押し込んで揺らした。

「ここに入れて遊んだんだろ？　どうだった？　見た目はそっくりだったけど、感触も同じだった？」

　瞳は浴室の壁に両手と頰を押しつけて喘いでいる。指一本で恍惚としているようでもあり、もっと強い快感を欲しがって焦れているようでもあった。

「ねえ、教えてよ」

　きっと今以上に乱れて悦んでいたはずだと思うと、なんだか嫉しつ妬と心が湧き上がってくる。いや、モノは真柴の型取りのようなもので、瞳の意図を想像すれば、真柴がいなくなってしまったからせめてもの代用品ということだったのだろうから、自分に焼きもちを焼いているようなものなのだが。

「あっ……あ……か、硬く……てっ……」

　ああ、そうかい。そうだろうよ。大理石の硬度には敵いませんよ。

　思わずむっとして親指を引き抜き、すかさず人差し指と中指をまとめて捩じ込んだ。

「ひあっ……でもっ、つ、冷たくて……びくびくしなっ、い……から、遼くんじゃ……なきゃ、だめっ……足りない……っ……」

「うっ……」

　瞳の手が伸びて、真柴のものを握る。

「ああっ、これっ……これがいい！　これじゃなきゃ嫌っ……」

　逆手で不器用なところに持ってきて、容赦なく擦るものだから、あらぬ方向に捻りが加えられて、痛いやら気持ちいいやら。

「ねえっ、ほ……欲しい……っ、入れてっ……」

　言われなくても！

　真柴は指を抜いて瞳の腰を摑むと、笠を膨らませて興奮マックスの怒張を、襞ひだを乱した孔に突き入れた。

「あああーっ！　はいっ……入ってくるうっ……」

　なに憚はばかることのない嬌声は、ふつうなら勘弁してくれと思うところだが、なぜか瞳の場合は本心そのままだと受け止められるので、俄然その気になる。

　真柴は根元まで押し入ると、身長差のせいでつま先立ちになった瞳を背後から抱えるようにして向きを変えた。

「ほら、見なよ」

　片手を伸ばして、湯気で曇った鏡を拭う。

「……あ……ああ……っ、俺……遼くんとしてる……」

「そう。すごいね、瞳さん。さっきまで立てないくらい弱ってたのに、ビンビンじゃん」

　瞳のものは腹に付くほど反り返っていて、先走りがソープの泡を押し流していた。先端を撫で回してやると、夢中で押しつけてくる。その動きで腰が前後し、真柴のものはうねる肉筒で絶妙にシェイクされた。

「……だって……だって、遼くんが帰ってきて……好きだって……それで、入ってて……嬉しいし、気持ちいいし……」

　ああもう、なんて明け透け！　でも可愛いっ！

　冷静に考えれば、真柴もどうかしているのかもしれないが、それでもいい。瞳も真柴も互いがよくて、幸せなのだ。

「夢みたい……あっ、ゆ、夢なら覚めないでほし──」

「夢じゃねえって。ほら、よく見ろよっ」

　真柴は瞳の膝裏を抱え上げ、足を鏡に突っ張らせた。結合部丸見えの光景に、瞳が感じ入った声を洩らす。

「ああっ、入ってる！　遼くんの、食べちゃってる……っ……」

　食べちゃってるって、あんた……。

　なんともＡＶノリの台詞だが、ここで合わせなくてどうする。

「そうだよ。涎まで垂らしてるしな。美味しい？」

　耳朶を食はみながら囁くと、瞳はカクカクと頷いた。

「お、美味しいっ……もっと、もっと食べたい！　お腹いっぱいにしてっ……」

「任せろ」

　愛しのアーティストさまが望むなら、真柴は全力で応えるだけだ。そう、ＡＶもどきのやり取りにだってつきあうし、ＳＭテイストが好みなら、そんな演出もしよう。本気で痛めつけるのではなくあくまで演出だが、瞳を満足させてみせようとも。

　瞳があまりにもいい表情をするものだから、真柴も気合を入れて突き上げてしまい、いつの間にか瞳を鏡との間でプレスしてしまう。鏡に頰を押しつけた瞳は、喘ぎながら己を見つめていたが、舌を伸ばして鏡の中の自分とキスをするようなそぶりを見せた。

　さすが芸術家！　やることが斜め上！

　というか、瞳の感性が並はずれているのだろう。しかしどうにもエロくて、真柴の鼻息も荒くなる。

「……も、やだ……っ……」

「えっ？」

　いきなり言われて、真柴は我に返った。気づけば瞳は標本のように鏡に張りついていて、さすがにこれは体勢的につらかったのだろう。むしろ男の身体でここまで平べったくなっていたのが驚異だ。

「あ、あ、ごめん。キツかったよな」

　瞳を感じさせることはしても、苦しませるなんて言語道断。しかもちょっとやそっとの痛みには動じないはずの瞳に嫌だと言われて、真柴も慌てて腰を引いた。

　しかしそのまま床に足を下ろすかと思った瞳は、いきなり真柴のほうに向き直ったのだ。真柴の肩に腕を回して思いきり上体を寄せてくると、その間から片脚を通す。

「うぎゃっ……！」

　ペニスを捩られるような衝撃に、真柴は声を上げた。

　なんという無茶なことをするのだ、この男は。ただぶら下がられて向きを変えられたくらいなら、真柴だって堪えてみせよう。最愛の相手の体重くらい支えられなくて、この先やっていけるか。

　しかし今現在、自分たちは繫がっているのだ。この状態でこちらを向かれたら、確実に真柴のペニスは百八十度捻られている。

「無理っ、無理！　おっ、折れるから！」

「やだっ！　これがいい！　ハグしたい！」

「いや、ハグはともかく──あだだ……わかった！　わかったから！」

　抱き合いたいという瞳の希望はやぶさかではないが、ナニが使いものにならなくなっては元も子もない。とにかく少しでも捻じれを修正しないことには続行不可能だし、なにより瞳を落としてしまいそうだ。

　真柴は瞳の背中を鏡に押しつけて、腰を抱え直した。抜けかかっていたペニスを入れ直すと、瞳は仰け反って嬌声を上げる。

「ああーっ、あ、当たるうっ……」

　悦びの訴え以上に雄弁な肉筒が、眩め暈まいがするほどきゅうきゅうと締めつけてきた。そればかりか、先端の当たる辺りの肉壁が波打っているのを感じる。

「すご……っ、すごいっ。ああん、気持ちいい！　そ、そこっ……」

　角度的には正常位と同じだが、ちょうど瞳のいいところに当たるのは、これまでの経験で知っていた。重力がかかって、いつも以上に刺激が強いらしい。

「ていうか、これって駅弁ってやつ？」

　真柴が呟くと、瞳は怪訝そうに目を向けた。

「え、駅弁……？」

「うん、そう。昔は列車が駅で停とまってる間に、ホームを駅弁売りが歩いたんだって。駅弁を入れた箱をこういうふうに抱えて──」

　真柴が抱えた腰を揺らすと、瞳はまた仰け反り、勢い余って後頭部を鏡にぶつけた。

「うわ、危ないなあ。やっぱ、降りたほうが──」

「いい、このままがいいっ。駅弁が好き！」

　その言い方もどうかと思うし、駅弁は構内の店で対面式に買うか、デパートの催事場で求めたことしかないのでピンとこなかったが、瞳が気に入ったなら頑張るしかない。さすがにペニス一本では支えられないので、鏡の助けを借りながら、だが。

「ああっ、い、いっぱい……お腹いっぱい……あん、ああっ」

　駅弁スタイルでお腹いっぱいとはしゃれている、などと思っていたのもつかの間、凄まじいほどの歓喜に、真柴ものめり込んでいく。

　瞳がよがれば、当然のことながら挿入している真柴もダイレクトに刺激され、なにか別の生き物でも飼っているのではないかと思うような締めつけと揉み上げを味わい、ともに登りつめた。
















　達してぽーっとしている瞳をシャワーで洗い流し、脱衣所に移動して拭いてやる。真柴がタオルを使っている間に、瞳はふらふらと出ていった。

　いやあ、それにしてもすごかった……。

　真柴は腰にバスタオルを巻いただけでキッチンに行き、冷蔵庫からミネラルウォーターのボトルを取り出してリビングを覗いたが、そこに瞳の姿はなかった。

　二階か……？

　廊下を階段のほうに進もうとしたところで、反対側のアトリエ方向から物音がした。

　さっそく仕事だろうか。瞳にとってはセックスも創作の英気となるようなので、食欲も性欲も満たして仕事に取りかかるというのも、ありえないことではない。

　もう少し余韻があっても、と思いもするが、それが瞳ならしかたない。惚れた弱みだ。

　しかし、体調は本当に万全なのかどうか。せめて水分は摂らせようと、真柴は様子見を兼ねてアトリエへ向かった。

「瞳さん？」

　瞳は全裸のまま、こちらに背を向けて床に座り込んでいた。

「水飲んで。それと、仕事するなら服着て──……また！　それどうする気!?」

　真柴が上から覗き込むと、瞳は大理石ペニスをしげしげと見つめていた。

　まだ足りなかったのか。それともまさか、こっちのほうがいいとか──。

「違った。絶対そっくりにできたと思ったのに」

「は？　いや、そっくりだろ。ていうか、形は同じでも本物のほうがいいって、さっき言ったじゃん！」

「反り具合が違ったんだよ。あと、ここの太さも微妙に。どっちもこれよりすごかった」

　真柴の言葉など聞こえていないのか、瞳は目の高さに上げた大理石ペニスを、真剣に凝視している。

「あのね！　男の膨張率なんてそのときそのときで違うの！　体調だって、気持ちの入り方だって、いつも同じじゃないんだから。さっきのほうがでかかったって言うなら、それはこれまででいちばん気合いが入ってたから」

　瞳はようやく真柴に視線を移して、瞬きをした。

「そう……なの？」

「そうだろ。両想いなんだから。俺のこと言うけど、瞳さんだってすごかったし」

「えっ!?」

「自覚ないの？　じゃあ今度、ビデオに撮って見せてやる。あ、それがいいんじゃない？　いちいち最中に鏡でチェックしなくても、後で見れる──ちょっと！　俺の話聞いてる!?」

　瞳は傍らに膝をついた真柴の、バスタオルを捲っている。

「見せて。比べさせて」

「ちょ、無理！　今は勃ってないし！　あっ、あっ、こらっ……」

　擦り上げられて、妖あやしい気分が腰の奥に湧き上がってきたと思う間もなく、暖かくぬめった感触に包まれた。瞳に咥えられたのだ。

「うっ……」

　柔らかな舌に巻きつかれ、裏筋を擽るように撫で上げられると、もうたまらない。真柴は腰を落として、その感触を味わう。

　下腹に顔を伏せた瞳は、俯せに身体を投げ出していた。午後の日差しが差し込んで、白い背中を輝かせる。小さく動くたびに陰影が変わるのに見惚れていた真柴は、瞳の腰がくねっているのに気づいた。

「触ってほしい？」

　訊くのと同時に手を伸ばし、尻のあわいを開いて後孔を撫でる。瞳は真柴を咥えたまま、くぐもった声を洩らした。

　おあつらえ向きにすぐそばにローションが転がっていたので、真柴はそれを指に絡めて、改めて瞳の下肢を探った。まだ後孔は柔らかく解けていて、難なく複数の指を吞みこんでいく。むしろ喜んで貪るように、ぐいぐい締めつけてきた。

　連動するように、今まで以上に口淫に熱が入り、真柴を煽る。このままでは先にイかされそうだ。

　いや、イかされたらどうというわけでもないが。べつになにかを競っているわけでもない。

　いや、比べるって言ってたよな。まだ彫刻チンコ握ってるし。それで、どうなんだ？　まだ俺のほうは、そこまでいってないってことか？

　瞳は頰を上気させて、鼻を鳴らしながら、夢中で真柴のものを頰張っている。大きさなど、どうでもよくなっているようにも見えるのだが。

　大きさの勝敗が明らかになっていない以上は、せめて持久力は持たせるべきだろう。なにせライバルはつねに勃起状態だ。

　真柴は瞳から彫刻ペニスを取り上げると、指の代わりにそれを後孔に捩じ込んだ。

「んうううっ……」

　瞳の尻が跳ねる。半分ほど人工のペニスが刺さっているさまは、凄まじいまでにエロい。

　よほどの衝撃だったのか、瞳は舌で真柴のペニスを押し返し、酸欠のように喘ぐ。呼吸のたびに赤い舌が震えた。

「どう？　こっちのほうが馴染み深くなってたりして」

　自分でやっておきながら、瞳の反応が大きかったのが妬やけて、つい意地の悪い問いかけになった。

「だめっ……だめっ……」

　瞳は真柴のものに頰を擦りつけるようにして、激しく首を振った。

「ほんとに？　すごくよさそうなんだけど。ほら、食いついてて動かないし」

　捩じ込んだ大理石ペニスを揺さぶると、瞳は悲鳴を上げた。

「だっ、から……遼くん、じゃなきゃっ……本物じゃなきゃ嫌だっ……」

　瞳は最上級に感じた顔をしながらも、キッと真柴を睨む。

「なんで遼くんがいるのに、こんなの入れるの！　嫌だっ！」

　ずぼっと音がしそうな勢いで、瞳は自ら大理石ペニスを引き抜いた。呆気にとられた真柴は体当たりで突き飛ばされ、後頭部を寄木細工の床にしたたかに打ちつける。

「あだっ」

　起き上がる間もなく瞳に跨またがられ、ペニスを摑まれる。先端に、蕩けるような柔らかな感触。

　え──？

　一連の動作があまりにもスムーズというか、いや、荒々しくはあったのだけれど、抵抗する暇もなかったというか、あっという間に結合一秒前で、マジかと思う。

「ちょ、瞳さんっ……いきなりはヤバいって──うっ……」

　温かく柔らかく、それでいて絞り上げてくる肉壁に、ぐぶぐぶと吞み込まれていく。

「あ、ああーっ、入ってくるうっ」

　はい、本日二度目ですね。ていうか、あなたが入れたんですけど。

　真柴も絶叫したい心地だったが、声を上げたら勢いでそのまま果ててしまいそうだったので、胸の中で冷静に返しながら、下腹に力を入れて快感の波をやり過ごした。

　それよりも瞳はだいじょうぶなのか。いつも犯され風味の行為で感じているようだったから、これまでに騎乗位など試みたことはない。しかし苦痛は皆無で感じまくりのようなので、よけいな心配か。

　しかしまあ、いろんな意味で素直だよな……三十にもなって。

　ことに己が求めることには貪欲なほどだ。なりふりかまわないひたむきさで、手に入れようとする。創作に対するインスピレーションもそうだし、──真柴のこともそうなのだろうか。

　刺激の強さに閉じていた目を開くと、髪を振り乱して揺れる瞳がいた。汗に濡れた身体が陽光を浴びて、きらきらしている。ぽろりと取れそうなほどに硬く凝った乳首が、真柴の目を灼やく。フォルムこそ草食的な美しさで整っているが、もはや先走りを通り越して濁った蜜を溢れさせているペニスが、動きに合わせて跳ねるさまもエロくて可愛い。

　ふと、瞳と視線が合った。ぐうっとせり上がってくる衝動に、真柴は骨の浮き出た腰を摑む。

「ああっ、ああっ、すご、すごいいっ、響くうっ……」

　思いきり突き上げると、瞳は肉筒をきゅうきゅう締め上げながら、前後左右に身体を揺らした。それがまた角度を変えて、新たな刺激を生む。

「……す、好き……っ……」

　瞳は手を伸ばして、真柴の頰に触れた。

「俺のチンコが？」

「ばかっ、遼くんに決まってるだろ！　あっ……そりゃ、あったほうがいいけど……」

　真柴は噴き出して、瞳の腰を抱え直した。

「正直だね、瞳さんは。俺も大好きだよ」

　瞳の手に唇を押し当てると、真柴を包む粘膜がさざ波立つようにうねり出した。それに誘われて、真柴は思いの丈を込めるように抽挿を刻む。

「あっ、ああっ、あああーっ……」

　仰け反った瞳が飛沫を上げる。同時に揉みくちゃにされた真柴も、絶頂へと飛んだ。










「瞳さん、雑誌届いたよ」

　食料品や生活雑貨の宅配便と一緒に、棚倉の勤める出版社から見本誌が送られてきた。

　火の入った暖炉の前で、アーサーのブラッシングをしていた瞳は、ソファに座った真柴の手招きで彼の隣に移動する。

「影森瞳大特集だって。予約注文でけっこう売れてるらしいよ。いつもより刷ってるってさ。瞳さんがサービスするから」

　巻頭には、制作中の瞳を写しただけでなく、どこのアイドルかと思うようなポートレイトふうのものまで載っている。

「だって、棚倉さんが遼くんと会わせてくれたようなもんだろ。お礼も兼ねて協力したかったんだよ」

「ま、俺のカメラの腕もまんざらじゃないってことだよな。あ、やっぱこれ、いい写真だなー」

　真柴が示したのは、瞳がアーサーを連れて、件の滝で戯れている一枚だった。『自然も人生も、すべてが糧になる』なんてコピーがついていて、擽ったい気もするが、ある意味事実かもしれない。

　ことに真柴が来てから、自分の創作の幅は広がったと、いや、枷かせがはずれたようだと思う。

　そのときの自分がいいと思うなら、過去を気にせずに取り組むことを、むしろその情熱を優先すべきだと、真柴の存在が教えてくれた。

　それが世間の評価に繫がるかどうかは、また別の話だ。しかしやりたいことを我慢して、見せかけの安定で先に進めずにいるよりはずっといい。少なくとも瞳自身は満足だ。

　それに──。

　瞳はそっと隣の真柴を窺った。

　いつでも真柴がそばにいる。彼がいるから創作の意欲が湧き、プライベートも充実する。

　ほんとにミューズだな……。

　そのミューズは、ページを捲って首を傾げた。

「いいの？　ここまで見せちゃって」

「ちゃんと話はつけてあるよ。写真を撮ったときは、まだ完成品じゃないしね」

　いくつものパーツのショットを並べた見開きページは、影森瞳の新作プロメテウスだ。

　ボディと顔のモデルは真柴を基本としているが、表情は瞳自身のものを使った。アトリエに仕掛けたムービーカメラで撮った動画から、スケッチを起こしたものだ。

　作品そのものはすでに出来上がって、レプリカも作られ、イタリアの美術館でお披露目を兼ねてそれ以前の全作品とともに特別展として展示されることになっている。

　先だって作品を見た関係者からは、一様に驚きと感心の声が上がった。集約すると、ちょうど今開かれている雑誌のページのコピーのようなものだ──『新境地・エロイケメン路線』。

　ことに海外の反響は好意的で、ベルニーニの官能的表現に通じるとまで手放しに褒め称えるものもあった。

　瞳としては真柴に言われた、「ほんとに公開するの？　人に見せるのが惜しいんだけど」という言葉がいちばん嬉しかったが。

　遼くんの表情だったら、きっと俺も誰にも見せたくなかっただろうな……。

　それにはまず、真柴にはっとするような表情を見せてもらわなければならない。

　特別展の公開に際して、次作用スケッチの展示も合わせて行われるので、すでに瞳と真柴は新しい作業へ取りかかっていた。

　瞳のモデルを務めたと知れて以来、真柴には絵画や彫刻だけでなく、ファッション業界からのモデル依頼も届いていたが、真柴はすべて断ってしまっていた。曰く、モデルとしてともに作品を作り上げたいのは、影森瞳だけなのだそうだ。

「さ、次に向かって頑張らないとね！　アトリエに行こうか」

「え、えー……はい……」

　次作のモチーフはテーセウスとミノタウロスだ。牛頭人身の怪物ミノタウロスを、アーテナイ王の息子テーセウスが退治するシーンだが、ミノタウロスは人間の姿で表すつもりでいる。そのミノタウロスが絶命前に浮かべる表情とは──。

「違う！」

　瞳はコンテを握った手で、真柴の喉元を押し上げた。

「……ぐ……っ、あい……」

「死ぬことはすなわち、怪物の自分からの解放なんだよ。苦しいしつらいし、けどその先に希望の光を見つめてもいるんだ。そこにもうすぐ手が届く……どう思う!?」

「……う……うでしい……かぼじれ、ない……」

「ならもっと喜べ！　歓喜の表情を、おごそかに！」

　次第に力が入ってしまい、真柴の喉が妙な音を立てる。それをきっかけに、瞳は我に返って手を引っ込めた。

　真柴が身を二つ折りにして激しく咳せき込むのを見て、慌ててその背中をさする。

「ごっ、ごめん、遼くん！　俺、また夢中になって……」

　気にするなと言うように手のひらを向けた真柴は、息をついて身体を伸ばす。

「だいじょうぶ。前よりすぐ自分で気がついてくれるようになったし」

　そう言った後で、真柴は小さく噴き出した。

「さっきの瞳さんのほうが、そっくりそのままミノタウロスでいけそうだったよ。あの顔を真似ればいいんだな。それとも動画撮っといて、後で自分をスケッチする？」

　相変わらず瞳は、のめり込むと抑えがきかなくなって、真柴に無茶を強いてしまう。けがだけはさせるまいと気をつけているつもりなのだが──。

　瞳は項垂れた。

「……ほんとにごめんね。だめだな、俺……」

「いいよ。どんどんやりなよ」

　その言葉に顔を上げると、真柴ははっきりと頷いた。

「どんな瞳さんでも、ついていく、応えようって決めたからね。ふだんの瞳さんも、彫刻家の影森瞳も、俺にとってはいちばん大切で大好きな人だから」

「……遼くん……」

　ああ、真柴はなんて懐ふところが広くて頼もしいのだろう。彼と巡り会えたことは、人生最大の幸福だ。

「それに瞳さんが心血込めて作り上げる作品の一端を、自分が担えるんだから、こんな嬉しくて誇らしいことはないよ。まして瞳さんが、俺じゃなきゃだめだって言ってくれるんだからね」

　真柴は床に落ちていたコンテを拾い上げ、瞳に手渡した。

「さあ、頑張りますよ！　ミューズとしては」
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「あー、きっつー」

　真ま柴しば遼りようはそう言って、アトリエの床に俯うつぶせた。肩で息をする全裸の背中が、呼吸のたびに薄くにじんだ汗で光る。

　影かげ森もり瞳ひとみはついもう一枚スケッチしたくなる衝動を抑えて、クロッキー帳を閉じた。

　二度目の夏を迎えて、今は新たな作品の構想を練りながら、ひたすらスケッチを溜ためている。

「お疲れさま」

「瞳さんの指示するポーズって、いっつも難度高いよな。動きの一瞬を切り取るっつーか。まあ、それがあの躍動感に繫つながるんだろうけどさ」

「悪いね、いつも」

　その自分の要求に応えてくれる真柴には、本当に感謝している。応えてくれるので、ついついリクエストにも遠慮がなくなってしまうのだが。

　……でも、こう横たわっているのも悪くないかも……？

　張りつめて筋肉の起伏を目立たせたラインでなく、柔らかく弛し緩かんした肉体もまた、それなりのよさがある。

　ていうか、遼くんの身体からだがきれいなんだよな……。

　頭が小さくて手足が長い八頭身に近い体型だが、今どきの若者にありがちな貧相さがない。つくべきところに実用的な筋肉がついているし、広い肩幅と引き締まった腰の対比が印象的で、嫌味にならない程度の逆三角形を描いている。

　見つめるうちに、描きたい、再現したいという欲求が高まってくるのを感じた。実際に作品にまでするかどうかはともかく、スケッチは残しておきたい。個人的なお宝になるとしても充分だ。むしろ秘蔵したい。

　眠っている彫刻といえば、ヘルマフロディトスやドゥレストルのアモルを思い出すが、一見女性と見まがうほどだったり、少年体型だったりと、真柴のイメージではない。もっと男性的なほうがいい。柔らかなマットや布に寝そべるのではなく、屋外で木や岩にもたれるような。

　ていうと……。

　瞳は頭の中でギリシャ神話のページを捲めくり、あれこれとエピソードを取り出しては放り投げた末に、これだというモチーフを見つけ出した。

　セレーネーとエンデュミオーンだ！

　月の女神セレーネーと羊飼いのエンデュミオーンは恋に落ちるが、神と違って日々老いていくエンデュミオーンを惜しみ、ゼウスに頼んで、永遠の眠りと引き換えに若いままの姿を保たせる。セレーネーは夜ごとエンデュミオーンの寝顔を照らし続ける──というあのエピソードだ。

　ただそこで眠るだけの姿でも、きっと魅力的だろう。思惑や感情といったものがそぎ落とされているからこそ、逆にいい。

　これまではどちらかというと動的な作品を作ってきただけに、チャレンジ精神も大いに刺激された。

　寝てる姿か……そういや、遼くんが眠ってるところって、見たことないかも。

　晴れて公私ともにパートナーとなって以来、ひとつのベッドで休むこともたびたびだが、そんなときにはたいてい身体を重ねていて、瞳は心地よい疲労感に包まれて先に眠り込んでしまう。

　だって……遼くん激しいし。いや、それは俺も望んでのことなんだけど。

　昨夜も口と後孔で真柴を受け入れた挙げ句、件の大理石ペニスが乱入して、いわゆる二本差しというお腹なかいっぱい状態に、瞳は意識を飛ばしてしまった。

「さて、食事の支度しようかな。あ、その前にシャワー浴びてくる」

　真柴は機敏に起き上がると、全裸のままアトリエを出て行った。

　回想に耽ふけっていた瞳は、密ひそかに火ほ照てった身体を持て余したが、新たな目標に意欲を燃やしてもいた。










　寝姿というからには、ふりではなくがっつり眠っているところが見たい。身体が緊張していないことももちろんだが、意識のない状態だからこそ取り繕ったところのない、自然な魅力というかエロスというか、そんなものがにじみ出ると思うのだ。

　……いや、単純に興味もあるんだけどね。

　瞳が指示したポーズでもなく、真柴自身も意識していないナチュラルな姿を見たい。

　実を言えば最近の瞳は、真柴フリークだ。仕事中以外も、暇さえあれば真柴を目で追っている。

　すでに恋人関係なので真柴の視線もまたたびたび瞳に向いて、目と目が合えば、ときに甘くときに激しい感情に駆られたりもするのだが、そしてそれはそれで楽しいし嬉うれしいのだが、職業柄か一方的に見たいという気持ちも強い。対象が真柴なら特に。もはやストーカー的に。

　真柴が眠っている間なら、それこそ真柴自身にもじゃまされず、心置きなく鑑賞できるというものだ。まさに趣味と実益を兼ねている。

　というわけで大義名分も手に入れた瞳は、鑑賞タイムを狙っているのだが──チャンス到来せず。

　まずは就寝時を狙ってみた。いちばん簡単だろうと思っていたのだが、真柴が寝る前に自分が沈没してしまう。エッチなしのときでさえ。

　だって、気持ちいいんだもん。

　いつも真柴は腕枕をしてくれるのだが、腕の筋肉が瞳の頭にジャストフィット、なんとかいう高級枕なんて目じゃない。しかもいい匂いがする。額に吐息が吹きかかったりしたらもう、夢見心地のまま本物の夢に突入してしまう。

　一緒に寝るのがだめなら、先に寝ている真柴を襲えば──いや、見に行けばいいと思ったのだが、理由をつけてアトリエで作業をし、ころあいを見計らって寝室へ行くと、寝ていたはずの真柴が起きる。

『あ、お疲れー。頑張ったね。おいでおいで』

　眠そうに目を瞬しばたたきながらも片手で招く真柴に、また失敗かとがっくりしながらも、瞳は吸い寄せられるようにベッドへ近づいて倒れ込む。

「瞳さんはほんとに頑張り屋だなあ。あ、お腹空いてない？　夜食作ろうか？」

「い、いいよ。平気だから、もう寝よう」

　料理などさせたら、完全に覚醒してしまうではないか。今ならまだ寝直す可能性もあるのに。

　瞳が断ると、

「じゃあ、マッサージしてあげるね。指って意外と安眠に繫がるんだって」

　と耳元で囁ささやきながら、瞳の指をモミモミする。

　逆だ。むしろ瞳が真柴の指をマッサージしたい。そう思いながら身を任せているうちに、時間つぶしのつもりの作業に没頭した疲れもあって、瞳はあえなく陥落してしまった。

　か、完敗だ～……。

　朝は朝で、真柴は瞳のために朝食を作るという使命に燃えているせいか、瞳が気づいたときには階下のキッチンにいる。

　密かに目覚ましのタイマーをつけても、鳴るより早く起きた真柴に止められている。曰いわく、『ゆっくり寝なよ。すごいエネルギー使ってるんだからさ』だそうだ。

　真柴のほうがよほど働き者だと思う。三度の食事の支度だけでなく、掃除や洗濯、日曜大工の類までこなし、さらにモデル業だ。おかげで家は住み始めた当初よりも明るくきれいで、使い勝手もよくなっている。

　至れり尽くせりの生活で本当に感謝しているのだが、そのせいか真柴は一時もじっとしていない気がする。

　瞳などは、作業の後には休憩と称してソファでごろごろしたり、ベッドで本格的に仮眠を取ってしまったりするタイプなので、真柴のアクティブさには脱帽だ。

　とある日の午後、アトリエでの作業を中断してリビングへ行くと、窓越しに裏庭を掘り返している真柴を見つけた。通販で入手したのか、スコップで土を掘っては投げしている。

「ど、どうしたの!?」

「あ、休憩？　お茶淹いれようか？」

　首にかけたタオルで汗を拭く笑顔が、瞳には眩まぶしく映る。剝むき出しの腕もタンクトップを押し上げる大胸筋も、今しがたまでの活動で張りつめていて、それはもう犯罪的な魅力だ。

　瞳はくらくらしながらかぶりを振った。

「……いや。それよりなにしてるの？」

「家庭菜園作ろうかと思って。トマトとかナスとかなら、初心者でもいけるんじゃないかな？」

　どこまで活動的なのだろうと、驚きを通り越して呆あきれる。おまえは泳いでいないと死んでしまうマグロか。

　しかし真柴の働く姿は美しい。動いているだけで、目が追ってしまう。

　でも……でも今は！　じっとしてほしいんだけど！

「ね、ねえ遼くん……そんなにあれこれやらなくてもいいんだよ？　自分の好きなこととかしてもいいし、〝もちろん〟ゆっくりしてくれてもいいし」

　切に願う！　寝てくれ！

　しかし真柴はにかっと笑った。その爽やかさに、瞳は手元にクロッキー帳とコンテがないことを惜しんだ。

「え、充分楽しいよ。それに、瞳さんのためになにかするのが、俺のライフワークだから」

　言葉にまでときめかされて、瞳は愛されていることの素晴らしさを実感する。

　嬉しい。超嬉しいが──それはそれ、これはこれだ。

　真柴の愛情と、己の芸術的欲求に板挟みの日々がさらに続くかと思われた翌日から、天気は荒れ模様となった。

「あーあ、さすがに畑作りは中断だなー」

　リビングの窓から外を眺めて、真柴は残念そうなため息を洩もらしている。前線が停滞しているらしく、朝方から雨がしとしとと降り続いていて、いっこうにやむ気配がない。

　こんな天候では、さすがの真柴も外に出るのは諦めたらしく、今日は全体的にどことなく動きもおとなしい。

　どんより薄暗いので、瞳もまた制作作業を中断していた。明るい自然光の中で彫るのが、いちばん迷いがないからだ。

　というわけで、揃そろってのんびりと午後を過ごしている。

「夕飯の下ごしらえは済んでるし、常備菜も作っちゃったしなあ。暇だあー」

　真柴はそう言って、ソファにひっくり返った。

「遼くんはやっぱり働き者だよ」

　瞳はそう言って笑い、昨日届いた画集のページを捲る。ルーブル美術館の彫刻をさまざまな角度から掲載したもので、たちまち夢中になった。

　実は瞳は、世界の名だたる美術館へ赴いて作品を鑑賞した経験がほとんどない。唯一学生時代に、パック旅行でイタリアとヴァチカンへ行ったくらいだ。それもツアー選びがうまくなかったらしく、芸術作品鑑賞よりも買い物や飲食に重きを置いた行程だった。

　しかも肝心のサンピエトロ大聖堂では、人混みに酔ってしまって見学するどころではなかった。それこそピエタの前で、瞳もキリストのように倒れそうだった。

　収穫といえば、スペイン広場からトレビの泉へ向かう途中でふらりと入り込んだ教会に、ベルニーニの天使像があったことぐらいだろうか。有名なサンタンジェロ城の橋の欄干を飾っているあれのオリジナルだ。偶然の邂かい逅こうに感激して、かつ彫刻の美しさに圧倒されて、ツアーバスの集合時間を忘れて置いて行かれたというおまけつきだ。

　そんな旅行だったせいか以後は気乗りがしなくて、もっぱら写真や映像で作品鑑賞をしてきたのだが、実物を同じ空間で見るのは、やはりそれなりに得るものがある。なにより迫力と気持ちの高揚が違う。

　また行ってみようかな……。

　真柴を誘ったらどうだろう。瞳が見たいと思っているものをピックアップしておけば、スケジュールを組んで引っ張り回してくれそうだ。

　いや、ガイドとして利用しようというのではなく、ふだんあれこれと世話になっているから、その慰安も兼ねて。もちろん真柴の観光にもつきあうつもりだ。

　それに……ふたりで出かけるなんて、散歩以外したことないし。

　厳密にはアーサーが一緒なので、ふたりきりの外出は皆無だ。一度くらい自慢の恋人を見せびらかしてみたい。

　こ、恋人だって……。

　自分の発想にドギマギして、瞳は慌てて顔を上げた。

「ね、りょ──……」

　……寝てる！

　真柴がソファで仰あお向むけになっていた。アームに頭をもたせかけ、片手を腹の上に乗せて、長い脚の脛すねから先をはみ出させている。

　来た、ついに。

　降って湧いたチャンスに、瞳は我知らず立ち上がっていた。

　室内は薄暗く、それまで瞳が座っていた向かい側の肘掛椅子の傍らで、スタンドライトが点ともっているだけだ。この灯あかりでは詳細が見にくい。

　なぜちゃんと照明をつけておかなかったのかと悔やみながら、瞳はあたふたと辺りを見回す。

　か、懐中電灯……？　いや、そんなピンポイントの灯りじゃなくて……ていうか、そんなの顔に向けたら起きちゃう。じゃあ、ええと……。

　瞳はスタンドライトを摑つかみ、そっと引きずった。これを真柴が気づかないぎりぎりまで引き寄せて、それで観察するしかない。

　って言っても、どれくらい……？

　顔に当たる光というのは、眠っていてもけっこう感じるものだろう。朝日が差し込んだりすると、自然に意識が浮上してくるという経験が瞳にもある。

　瞳はカーペットの上を、慎重にスタンドライトを引きずる。視線は真柴の顔に向けたままだ。

　それにしても、なんてきれいな顔をしているのだろう。真柴の容姿が整っているのはとうにわかっていたことだが、「動」を抜き取った物体さながらの状態で、その造形に見み惚とれるとは、新鮮な感覚だった。

　動きの一瞬を切り取り、そこに集約する感情や意思を込めた作品を作ることをこれまで常としてきた瞳には、そこにある形だけで魅力を感じさせる存在に、ますます創作意欲が刺激された。

　もうちょっと……あ、左からのほうがいいかも──。

　わずかにスタンドライトの方向を変えた瞬間、灯りが消えた。

「あっ……」

　一気に薄闇に包まれ、家や木々を叩たたく雨音までが大きくなったような気がする。

　しまった！　コンセントが抜けたー！

「ん……？　なに？　停電？」

　ソファの上でシルエットが身を起こす。万事休す。真柴が目を覚ましてしまった。

　……俺のばかー！

　絶好の機会をふいにしてしまって膝をつく瞳の肩に、真柴の手が触れる。

「だいじょうぶだよ、瞳さん。今、ブレーカー見てくるから！」

　起き抜けだというのにぴんしゃんしてリビングを飛び出していく真柴に、瞳はそうじゃないと言い返す気力もなかった。










　──いっそ一服盛ってやろうか。

　しかし自然さに欠けるからもちろんやらないが、そんな物騒な衝動に駆られるほど、チャンスは巡ってこなかった。あれが唯一の機会だったのかもしれないと思うと、返す返すも己の不首尾が呪わしい。

「えーと、あの、瞳さん……？」

　頭上から覗のぞき込んできた真柴と、がっつりと視線が合う。明らかに困惑の表情だ。

「なんでそんなにガン見してくるの？　俺、なにかした？」

「いや、見てるだけ」

「見てるだけって……」

　一戦交えて仲よくシャワーを浴び、今は完全に就寝の体勢でベッドに横たわっている。いつものように瞳は真柴の腕枕の中だ。

「気にしないで寝て」

　さりげなく返すつもりが、必死の思いが表れてしまって、少々睨にらみ気味になっているのが自分でもわかる。

「そう言われてもねえ……」

　真柴は苦笑した。

「もしかして、まだ足りない？」

「まさか！」

　それは本心だったので、瞳はかぶりまで振って否定した。出したのは互いに一度だが、しっかりねっとりと時間をかけたセックスだった。しかも昼間、アトリエでもやっている。ついでに言えば、三日連続だ。

「そう。ならよかった」

　真柴は頷うなずくと、瞳と額を合わせる。

「じゃあ、寝よう」

「だから、俺にかまわず先に──」

「だめだめ。エッチ拒否ってことは、瞳さんもそうとう疲れてるだろ。寝ましょう。一緒に目を瞑つぶってー、せーの！」

　ぱちり、と真柴が目を閉じた。端整な鼻筋に見惚れていると、片目が開く。

「寝ようね」

「あ、はい……」

　この調子では、どうせ今夜もだめに決まっている。瞳はギブアップして目を閉じた。

　真柴に言われるまでもなく、さすがに疲れている。すうっと眠りに引き込まれそうになり、そのまま身を委ねようとした瞳の耳に、規則正しい寝息が──。

　……寝息!?

　一瞬自分の呼吸かと思ったが、そんなはずはない。鼻先に息が吹きかかっている。

　これは……千載一遇のチャンス？

　心臓をどきどきさせながら、そっと目を開ける。果たして真柴は眠っていた。少なくとも目を閉じて、規則正しい呼吸をしている。

　……いやいや、さっきの今だし、本当に寝てるとは限らないよな。なにしろふだんは、俺より後なんだから。すぐ目を覚ますし。

　そう、たとえ眠っていても、ちょっとした拍子に起きる可能性はある。しかしまずは真偽のほどを確かめなければならない。それはつまり起こすことになりはしないのかと、瞳はジレンマに陥おちいった。

　心臓の音さえ真柴を目覚めさせそうで、いっそ止まってくれと願う。すぐにそれでは寝姿のスケッチができないではないかと思い直したが。

「……遼くん……？」

　反応はない。眉をしかめもしなければ、口元を動かしもしない。

　……やった！

　瞳は逸はやる気持ちを抑えて慎重にベッドを降りると、毛布をそっと引き剝がした。真柴の寝姿をスケッチすると決めてから、万が一に備えて就寝時は全裸を言い渡したのが、やっと役に立つ。

　……うわあ……。

　瞳は押し殺したため息を洩らした。

　やはり真柴は美しい。毎日のようにさんざん見ている裸体なのに、こうして横たわっていると見惚れてしまう。弛緩していながらも若々しく張りつめた皮膚や筋肉の凹凸が、深い呼吸に合わせて動く。

　そして表情。正体なく眠りこけているので、表情などあってないようなものと言われればそれまでだが、わずかに隙すき間まの開いた唇や、影を落とす睫まつ毛げのなんと艶つやっぽいことか。

　恋人補正が入っていることは否定しないが、客観的にも充分魅力的な寝姿だと思う。

　惜しむらくは就寝の建前があったので、サイドテーブルのライトしか点っていないことだろう。しかしそれでも充分だ。根性で細部まで見てやろうとも。

　瞳は前もって隠し置いていたクロッキー帳とコンテを取り出し、ベッド横に跪ひざまずいて描き始める。

　腱けんが浮き出た足の甲、目立つ踝くるぶしや膝頭。起きているときには、特に力を入れなくても引き締まって動くふくらはぎや太ふと腿ももの筋肉が、今はなだらかなラインを保っているのが色っぽい。

　呼吸に上下する腹部は、通常時でもシックスパックを形成しているのだと、初めて知った。きっと見かけ以上に体脂肪率が低いのだ。陸上アスリート並みかもしれない。

　その上に軽く投げ出した手は、指が長くて少し関節が張っている。爪は短く切り揃えられているが元来縦長らしく、本当に隅々まで鑑賞に堪こたえる造形の男だと感心する。

　パーツごとに場所を移動しながら夢中でスケッチをしていた瞳は、最後に真柴の顔の近くで屈かがみ込んだ。

　ライトと真柴の間にどうしても自分が割り込む形になってかなり薄暗くなるが、テンションが上がった瞳は陶然としてその顔を見つめた。

　笑ったり困り顔だったり、作業中は瞳を睨みつけたりと豊かな表情が、今は文字どおり眠りに就いている。冒しがたく尊く、また無む垢くにも、さらにひどく誘惑的にも感じて、呼吸が乱れた。

　ああ……なんかセレーネーの気持ちがわかるかも……。

　永遠に目覚めることのないエンデュミオーンを、夜な夜な飽きることなく見守りながら、それでも焦がれる気持ちのままに彼の夢の中に忍び込んで逢おう瀬せを交わす。

　まさに瞳も、このままずっと見つめ続けたいと思いながら、モデルとしてではない真柴を強く欲していた。

　瞳は吸い寄せられるように真柴に近づいて、唇を重ねた。いつもならすぐに応えてくれるのに、それがないのがとてもせつない。

「……違うっ……」

　やはり自分はセレーネーとは違う。若さと美しさを留とどめるために、彼を眠らせてしまうなんて嫌だ。生きて動いて、自分を見つめて触れてくれなくては嫌だ。若さと美しさを留めておきたいなら、自分の作品として残す。

　もっとも、齢としを取って外見が変化しようと、真柴は真柴だ。いつの彼だって、自分は愛し続けて夢中になるだろう。

「違うって、なにが？」

　いきなり問われて、ぎょっとする瞳の眼前で、真柴が目を覚ましていた。真っ直ぐに向けられる視線に、心臓が捩ねじれるような心地だった。

　モデルとしてなら、どんな真柴でも惹ひかれるし創作意欲を刺激される。しかしオフのときには、意識を持って応えてくれる真柴がいいのだ。その証拠に、見つめられただけでこんなにも胸がときめいている。

「い、いや、なんでも──」

「ないってことないだろ。スケッチしてたんだろ？　ダメ出しじゃないの？」
















「えっ、どうして知って……」

　驚く瞳に、真柴は顎あごをしゃくった。

「コンテとクロッキー帳持ってるし。それに、さっきから音がしてたから気がつくって」

「寝てたんじゃなかったのか……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく瞳に、真柴は苦笑する。

「最初は寝てたよ。でもなんか一生懸命起こさないようにしてるみたいだったから、じっとしてたほうがいいのかな、って。最近やたら寝ろって言われたのも、裸で寝ろってのも、このためだったのかって腑ふに落ちたし」

　つまり瞳の要求を察して、寝姿のポーズを取ってくれていたということなのか。

「でも、すごく自然だった。ほんとに眠ってると思った……」

「そりゃあ影森瞳の専属モデルですから。なんて、途中までマジ寝だったからだけどね。で？　なにが違ったの？」

　真柴は尋ねながら瞳を引き寄せ、横に座らせた。

「……エンデュミオーンって知ってる？」

「ん……？　ああ、月の女神に眠らされた羊飼いだっけ？　そうか、あれがモチーフか」

　真柴もずいぶんギリシャ神話に詳しくなっているので、話が早い。

「うん。意図的にポーズや表情をつけなくても、無意識の状態でも見る者を魅了するようなのを目指してたんだけど……」

「俺がいけてなかったってことか」

　嘆息しかけた真柴に、瞳は慌てて否定した。

「違う！　遼くんはよかったよ。ただそこに寝てるだけなのに見惚れた。ずっと眺めていたいとも思った。でも──」

　そこで瞳は言いよどんだ。彫刻家として、仕事として始めたことだったのに、そこに私情を挟むことに気が引けた。

「でも？」

　しかし真柴に促されて、口を開く。

「……一方的に見つめるだけじゃたまらなくなった。俺を見つめ返してくれて、動いて、触れてくれる遼くんが、すごく恋しくなって──あっ……」

　腰を摑まれ、強い力で真柴の腹の上に乗せられる。

「たしかにすごく求められてるっぽいね」

　そう言って真柴の視線が示したのは、大きく脚を開いて跨またがった瞳の股間だ。真柴に裸での就寝を指示した際に、「瞳さんも」と言われて断りの言葉が見つからなかったので、ふたり揃って全裸状態だ。

　真柴をスケッチしながらせつなくなったり愛いとしさを再認識したりと、強い昂こう揚よう感に包まれていたのは確かだが、それは身体にもしっかりと表れていた。

　完勃だちのペニスが小さく震えながら、先端の孔から蜜を溢あふれさせている。

「あっ……こ、これは……その……」

「見てるだけでこんなになったの？　嬉しいなあ」

　真柴はペニスに囁きかけ、息を吹きかける。

「あっ、あっ……りょ、くんっ……」

　思わず浮いた腰を、真柴が引き寄せた。もう瞳のものは真柴の鼻先だ。

「しゃぶらせて」

　言うなり口に含まれ、その心地よさに身体から力が抜ける。ベッドヘッドを摑んでどうにか身体を支えるが、震えが止まらない。

　真柴はひとしきり舐なめ啜すすると、裏筋を舌先で辿たどって、陰いん囊のうを擽くすぐる。

「俺が読んだその話はね、女神が羊飼いの夢の中に入り込んでエッチ三昧、子どもが五十人くらい生まれるってやつだったなあ」

「そ、んな……なんの本だよ……っ……」

「でも、わかるだろ？　見てるだけ、見られてるだけじゃ足りないよね」

　真柴は口淫を続けながら、ローションをまとった指を後孔に忍ばせた。ベッドサイドに常備してあるものだが、いつの間に取り出したのか、そのスマートさに恐れ入る。そんな思考もつかの間、後孔は待ちわびていたように指を受け入れて、瞳は前後の刺激に腰をくねらせる。

「なんでもするからさ、遠慮しないで」

　上目づかいの双そう眸ぼうとかち合って、その色気にぞくりとした。

「仕事もプライベートも、瞳さんが望むことは全部」

　陰囊を唇で食はまれて、狂おしい感覚にたまらず指を締めつけると、内壁のあの場所を強く擦こすられて、瞳は仰のけ反ぞった。

「……し、して……っ……」

　今、望むもの。今、欲しいもの。

「遼くんが欲しいっ……」

　指が引き抜かれて、その衝撃に仰向けに倒れ込む。すかさず起き上がった真柴が、真上から瞳を覗き込んだ。

「うん、俺も瞳さんが欲しい」

　左右に開かれた脚の間に、真柴の引き締まった腰が割り込んでくる。熱く硬い怒張が押し入ってくるのを、瞳は歓喜して受け止めた。










　のちに完成した官能的なエンデュミオーンの彫刻は、多くの女性と一部男性の支持を受ける。
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あとがき




　こんにちは、浅あさ見み茉ま莉りです。この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　美女と野獣の逆バージョンがテーマでした。野獣な受と見目麗うるわしい攻、ですね。設定はＯＫですが現代ものにしましょうとのことで、お城にこもる野獣受の職業というか理由を考えることになりました。世間と隔離されていても支障がないこと、むしろ自発的に隠いん遁とんしているタイプとなると、芸術家かなあ、と。

　深く関わる相手なので、攻は自動的にモデルで。作業上スキンシップ多めになりそうなのを期待して、彫刻家にしました。

　野獣のイメージのせいか、マッチョがキーワードになりましたね。原稿を書きながらやたらこの単語が出てくるので、慣れるまで目がチカチカしました。

　まあ、瞳ひとみは見た目野獣からは遠いのですが、芸術家ということもあり、その分中身が変わった人になりました。最近Ｍっぽい受やＳＭテイストなシーンを書くことが多かったのですが、ついにドＳ受ですよ！　しかもなんだかＭでもあるみたいです。はい、楽しく書かせていただきました。

　真ま柴しばはそんな瞳にも一生懸命応えています。言動はともかく、基本的に受に尽くす攻が、私は好きなようです。

　そして資料を漁あさるうちに、またベルニーニ熱が上がってきたので、いつかはヴァチカンとローマを訪れたいと思いました。ここ十年、外国どころか本州からも出ていませんが。

　伊い東とう七なつ生お先生には、イケメン＆イケボディの攻と、野獣を内包しつつも楚そ々そとした瞳を描いていただきました。相手に対するラブが伝わってきます。

　新旧の担当さんを始めとして、製作に携わってくださったスタッフの方々にも大変お世話になりました。

　お読みくださった皆さんにも、楽しんでいただけたら幸いです。よろしければ感想などお聞かせください。

　それではまた、次の作品でお会いできますように。
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